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はじめに

埋蔵文化財は、私たちの祖先がその時代を生きた証であり、また、当時の生活

の有り様を今に伝える貴重な財産であります。しかし、近年の著しい開発事業の

増加に伴い、数多くの埋蔵文化財が発掘調査され、そして消滅してゆきました。

しかし一方で、発掘調査により発見された新たな事実は、歴史に対する認識、常

識を立証するものであったり、また覆すものであったりして、私たちのロマンを

なおいっそうかき立ててくれます。平成 11年度も、県内各地で開催された現地

説明会や展示会等を通じて多くの方々に歴史に対する興味を、また、埋蔵文化財

保護に対するご理解を深めていただくことができたものと思っております。

この冊子は、三重県内で平成 11年度に実施されました各種の発掘調査と当埋

蔵文化財センターの事業内容を筋単にまとめたものですが、今後の埋蔵文化財保

護と活用の一助として、ご活用いただければ幸いに存じます。

なお、平成 12年4月 1日から施行されました「地方分権の推進を図るための

関係法律の整備等に関する法律」及びこれに伴う文化財保護法等の改正により、

埋蔵文化財保護行政を取り巻く環境は大きく変わろうとしています。当埋蔵文化

財センターといたしましても、なおいっそう市町村とのパートナーシップを高め

るとともに、あらゆる機会を通して埋蔵文化財の保護・活用に努めてまいりたい

と考えております。

最後になりましたが、本冊子の作成にあたり、ご協力をいただきました関係各

位に厚くお礼申し上げます。

平成 11年 10月

三重県埋蔵文化財センター

所長藤澤英三



例 ロ

1 この冊子は、平成 11年度における三重県内の発掘調査の概要と三重県埋蔵文化財センターの事業概要をまとめ

たものである。

2 「II 平成 11年度の発掘調査」については、平成 11年度の三重県下における発掘調査の概要として、三重県埋

蔵文化財センター担当の発掘調査成果および、県内市町村担当の発掘調査成果もあわせて収録した。なお、各遺

跡の発掘調杏の概要については、それぞれの発掘調査担当者の協力を得た。

3 本冊子の編集は、関係機関及び各位の協力を得て、資料普及グループが行った。
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I 組織及び業務体系

〔組織〕
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長所

総務ク刀v-7゚ 主幹 主査 総務担当 (2) 

資料普及ク勺v-7゜主幹—主査 資料普及担当 (2、研修 2)

主査兼第一係長ー調査担当〈農林水産商工部〉 (5) 

主幹兼調査第一課長［主査兼第二係長ー調査担当〈県土整備部道路整備課〉 (6)

主査兼第三係長ー調査担当〈その他〉 (4) 

三第一係長ー調査担当〈東海環状〉 (I、派遣 I)

主幹兼調査第二課長 兼第三係長ー調査担当〈中勢道路他〉 (1、派遣 1)

主査兼第二係長ー調査担当〈宮川用水他〉 (2) 

主査兼第四係長一~ 調査担当〈第二名神他〉 (8、派遣 1)

職員数 52名 （兼務 6名、専任41名、派遣3名、研修 2名）

〔分掌事務〕

総務グループ

1 公印の管理に関すること

2 職員の身分及び服務に関すること

3 予算及び経理に関すること

4 給与及び旅費等の支給に関すること

5 契約及び入札事務に関すること

調査第一課

1 埋蔵文化財保護にかかる生涯学習課文化財保護室ならびに関係部局との連絡調整に関すること

6 施設、設備の保守管理に関すること

7 文書の収発に関すること

8 職員の健康、福利厚生に関すること

9 防災管理に関すること

10 その他他課に属さないこと

2 県関係公共事業における埋蔵文化財の発掘調査及び保護に関すること

調査第二課

l 一般国道 475号東海環状自動車道に関する埋蔵文化財の発掘調査及び保護に関すること

2 一般国道 23号中勢道路に関する埋蔵文化財の発掘調査及び保護に関すること

3 一般国道 42号松阪多気バイパスに関する埋蔵文化財の発掘調査及び保護に関すること

4 国営宮川用水第二期土地改良事業に関する埋蔵文化財の発掘調査及び保護に関すること

5 近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）に関する埋蔵文化財の発掘調査及び保護に関すること

6 近畿自動車道名古屋関線（亀山亀山問）に関する埋蔵文化財の発掘調査及び保護に関すること

7 近畿自動車道尾鷲勢和線（紀勢勢和問）に関する埋蔵文化財の発掘調査及び保護に関すること

8 県道四日市朝日線（インター取り付け）に関する埋蔵文化財の発掘調査及び保護に関すること

9 建設省、農林水産省、日本道路公団との調整協議と事務処理に関すること

資料普及グループ

1 遺物収蔵庫の管理に関すること

2 整理済み出土品の収蔵及び保管に関すること

3 遺跡及び遺物の実測図・写真等の整理及び保管に関すること

4 関係図書等の整理及び保管に関すること

5 遺跡台帳・遺跡地図の整備及び保管に関すること

6 出土品の洗浄・注記・接合・復元・実測等に関すること

7 埋蔵文化財展・埋蔵文化財発掘調査速報展に関すること

8 遺跡及び遺物等資料の貸出、掲載許可等に関すること

9 センター通信・研究紀要・埋蔵文化財年報等の刊行に関すること

10 埋蔵文化財行政調査等に関すること

11 市町村の埋蔵文化財調査・文化財展等の指導及び協力に関すること

12 埋蔵文化財発掘調査技術の研修に関すること

13 埋蔵文化財センター内外の各種会議に関する
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〔職員〕

所長 大井興生（斎宮歴史博物館館長本務）

次長（事務） 三井利男（斎宮歴史博物館次長本務）

次長（技術） 山澤義貴

総務ク勺~-7• 主幹 広瀬雅晴（斎宮歴史博物館本務） 主事 尾崎嘉春（斎宮歴史博物館本務）

主査 牛谷和代（斎宮歴史博物館本務） 主事 長谷川登（斎宮歴史博物館本務）

資料普及ク勺li-7° 主幹 田阪仁 主事 松葉和也

主査 前川嘉宏 研修員 山口聡嗣

主事 竹田憲治 研修員 打田久美子

調査第一課 主幹兼課長 山田猛
＂．．．．．．．．．．．．．．＂ 

第一係 主査兼係長 河北秀実 技師 大 川 操

主事 宮田勝功 技師 角正淳子

主事 西出孝 臨時技術職員 豊田祥三

主事 中川 明
. . .. —........ --- .. . .... . .... . -・・ . ・・・-・ 曹・・-・・曹 -・・・・ .... . .. ・―... ・・-ー.... ... . ・. ・・- .. ・・ ・-・・・・ ●一..・・—····-· .. ・・-・・・・-・・ .. ・....● - ..... ・・・・-・ ... ● -・ ● ・・-・・・・-・・・・ . —.... — ・・・・-・・.. ー・・・・・-・・・・-・・・・-・・・・-・・・・・-・・

第二係 主査兼係長 森川常厚 技師 萩原義彦

主事 田上稔 技師 新 名 強

主事 奥野実 技師 水谷豊

主事 柴山圭子 臨時技術職員 濱辺ー機
. . ・・・・-・・・・ —••••—• ~ •• 一●●●●一•• ••—••••—• •• 一—●●●●ー. ・・・・-・・--・・・・---・・・・-・・・・・ —●●●●一•• • • —••••—••• • • 一••—●●●●—●●●●—●●●●-・・・・-・・・ —····-····· 一・・・・-・・・・一....一......幽●●●●｀＂．．．ー••• • 一・・・・・-・・・・-・・・・-・・-●●● ●●—●●●●一····-···· —●●●●●一• •• • 一•• •• —●●●●一• •• •• 一••••—....一・...一•••••-••••-•H•-••••-••••••幽●●●●ー....日 ー・-・・・・—••••—........... 一・・・・-・-・一・・・・・-・・・・一•• •• —•••• -・・・・・ ー・...一●●ー・-・・・ー・・・・-・・・・-・・・・・・・・・-・・・・・-・・・・ ー・一・・・・-・・・・・一．．．．．．．．．．．．．．．．＿．．．．．．．．

第三係 主査兼係長 野原宏司 技師 伊藤裕偉

主事 筒井英俊 技師 金子智子

主事 船越重信 臨時技術職員 川崎志乃

調査第二課 主幹兼課長 吉水康夫

主査 杉谷政樹
--- ---- . ---- ....... 一... ... .... .. ... .. . .... -・・・・-・・・・・-・・・・-・・... . .. ・・・-・・・・ 一... . ... 一••• 一.... . ...... □ ・・・・-・・- -・・・・ 一....一.........一....一.....一.... ・・・・・-・・・・.... ・・・-・・・・-・........ ー.....一・・・・-・・・・-・・・・........ ・・・・-・・・・・ ・・・・・・・・. 

第一係 主査兼係長 本堂弘之（第三係長本務） 派遣主事 今尾宏記（北勢町）

技師 角正芳浩
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第二係 係長 筒井正明 主事 小山健一

主事 小濱学 臨時技術職員 瀬野弥知世
-- -・.  ・配 ・.. .... . ... ... ... . ... 一..... .. . ・・・・- . 一....一.. ..... 一.. . 一.... ・・・・・・・・ .. ......... . .. ... 一....一 ..... 一....一 .......... 一....一........●●●● • 一・... .. .... .... ー... ... 一....一..........一.....一..

第三係 主査兼係長 本堂弘之（第一係長兼務） 派遣主事 山口格（津市）

技師 川畑由紀子
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第四係 係長 森川幸雄 技師 穂積裕昌

主事 城 吉基 技師 原田恵理子

主事 片岡博 技師 尾野公恵

主事 木野本和之 派遣主事 倉田文美（朝日町）

主事 田中久生 臨時技術職員 田中美穂

主事 服部芳人

〔施設〕

三重県埋蔵文化財センター

所在地 多気郡明和町竹川 503番地

面積 敷地面積 18,000 rrf 

TEL 0596-52-7029・3800 

建築面積 4,573 rri 

FAX 0596-52-7035 

述床面積 5,077m• 
構造 鉄筋コンクリート造 1階（一部 2階）建

遺物収蔵庫

桜橋収蔵庫 津市桜橋 2丁目 126

藤方収蔵庫 津市藤方 2283-1

高茶屋収蔵庫

上野収蔵庫

現場整理所

津市高茶屋 7丁目 3番 46号

上野市丸之内 117

国道 475号東海環状自動車道整理所

＊建物は斎宮歴史博物館と共用

TEL 059-227-2465 

TEL 059-224-4560 

TEL 059-224-4560 

TEL 0595-24-0079 

員弁郡大安町片樋 2262-2 TEL 0594-78-3920 FAX 0594-78-3921 

近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）整理所

四日市市伊坂町 126-1

国道 23号中勢道路整理所 津市安東町 1213-5

玉城整理所 度会郡玉城町岡村 281-1

-2-

TEL 0593-66-2688 

TEL 059-229-2770 

TEL 0596-58-5904 

FAX 0593-66-2689 

FAX 059-229-2771 

FAX 0596-58-5905 



II 平成 11年度発掘調査

1 発掘調査一覧

〔全県下の発掘調査〕

調査機関
本調査 試掘調査・工事立会

総調査面積（吋）
遺跡数 件数 調査面積（吋） 遺跡数 件数 調査面積（吋）

埋蔵文化財センター 36 41 89,370 93 99 11,600 100,970 
県

斎宮歴史博物館 1 8 3,622 

゜゜ ゜
3,622 

市町村教育委員会等 41 52 46,052 132 161 10,741 56,793 

全県計 78 101 139,044 225 260 22,341 161,385 

〔県埋蔵文化財センター担当の発掘謂査〕

事 業 名
件 数

調査面積（吋）
本調査 試掘調査・工事立会

農林水産商工部関係 7 24 16,158 

県事業関係 県土整備部関係 18 44 30,587 

その他 1 1 926 

国・公団事業関係 近畿自動車道名古屋神戸線―（第ニー名神｝建設関係 ―-
・- --

8 3 41,492 

一般国道 475号東海環状自動車道建設関係 2 

゜
4,720 

一般国道 23号中勢道路建設関係 2 2 3,484 

国営宮川用水第二期土地改良事業関係 2 21 1,643 

近畿自動車道尾鷲勢和線 1 4 1,960 

計 41 99 100,970 

〔県埋蔵文化財センター担当の本調査〕 （※は国・県費補助事業）

No. 遺跡名 所在地 調査原因 費用負担 調査面積

1 覚正垣内遺跡（第 3次） 員弁郡北勢町阿下喜 東海環状自動車道 建設省 400 

2 上惣作遺跡（第4次） 員弁郡北勢町阿下喜 東海環状自動車道 建設省 1,470 

3 力尾城跡（第 2次） 員弁郡菰野町力尾 国道 306号四日市菰野バイパス 県土整備部 2,700 

4 辻子遺跡（第 2次県道） 三重郡朝日町埋縄 地方道四日市朝日線 県士整備部 5,077 

5 辻子遺跡（第 2次公団） 四日市市広永町 第二名神 日本道路公団 4,866 
三重郡朝日町埋縄

6 西ヶ広遺跡（第 3次） 四日市市伊坂町 第二名神 日本道路公団 2,930 

7 菟上遺跡 四日市市伊坂町 第二名神 日本道路公団 13,598 

8 山村遺跡（第 1次） 四日市市山村町 第二名神 日本道路公団 1,071 ， 山村遺跡 四日市市山村 四日市多度線県単道 県土整備部 3,400 

10 伊坂城跡（第 1次） 四日市市伊坂町 第二名神 日本道路公団 7,400 

11 伊坂遺跡（第 1次） 四日市市伊坂町 第二名神 日本道路公団 8,320 

12 東海道想定地 四日市市伊坂町 第二名神 日本道路公団 778 

13 茂福城跡 四日市市茂福 国補街路事業 県士整備部 25 

14 里之内遺跡 四日市市茂福 国補街路事業 県土整備部 25 

15 国分北遺跡 鈴鹿市国分町 四日市鈴鹿環状線 県士整備部 1,000 

16 北蟻越遺跡 (2次） 鈴鹿市津賀町 地方道辺法寺加佐登停車場線 県士整備部 2,700 

17 石薬師東古墳群 鈴鹿市石薬師町 防災拠点施設建設 地域振興部 720 
石薬師東遺跡（第 12次）

18 勢武谷経塚・遺跡 亀山市木下町 近畿自動車道名古屋関線 日本道路公団 2,200 

19 観音沖遺跡 鈴鹿郡関町 畜産経営環境整備 農林水産商工部 400 
県教委（※）

20 下坪井遺跡 阿山郡伊賀町 県営ほ場整備 農林水産商工部 20 
県教委（※）

21 前ヶ谷遺跡 津市一身田大古曽 地方道久居河芸線 県士整備部 130 

22 雲出島貰遺跡（第 3次） 津市雲出島貫町 嬉野津線国補橋梁整備 県士整備部 2,750 

23 神戸遺跡（第 2次） 津市南河路 県営ほ場整備 農林水産商工部 2,100 
県教委（※）

630， ' : I 24 蔵田遺跡（第4次） 津市納所町 中勢道路 建設省

25 替田遺跡（第 3次） 津市南河路 県営ほ場整備 農林水産商工部 400' 
県教委（※）

280 I 26 替田遺跡（第 3次） 津市南河路 県営かんがい排水整備 農林水産商工部
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No. 遺跡名 所在地 調査原因 費用負担 調査面積

27 替田遺跡（第4次） 津市南河路 国道 168号道路特改 1種 県士整備部 1,400 

28 笹遺跡（第 3次） 一志郡一志町 地方道久居美杉線 県土整備部 500 

29 堀田遺跡（第4次） 一志郡嬉野町 松阪一志線 県土整備部 850 

30 清水谷遺跡（第4次） 一志郡嬉野町 天花寺一志嬉野インター線 県士整備部 600 

31 天花寺城跡・小谷赤坂 一志郡嬉野町 地方道松阪一志線 県土整備部 3,000 
（第 6次）・小谷古墳群

32 舞出北遺跡 一志郡三雲町 中勢道路 建設省 上 2,890

下 1,200

33 南遺跡 一志郡美杉村 国道 368号特改 1種 県土整備部 1,900 

34 羽根中島遺跡（第 2次） 名賀郡青山町 県営ほ場整備事業 農林水産商工部 4,940 

県教委（※）

35 古轡通り B遺跡（第 2次） 松阪市早馬瀬町 県営ほ場整備事業 農林水産商工部 2,400 

・古轡通り古墳群 県教委（※）

36 発シB遺跡 多気郡明和町 宮川用水第二期土地改良 農林水産省 300 

37 コドノ B遺跡（第 3次） 多気郡明和町 地方道多気停車場斎明線 県土整備部 300 

38 城堀遺跡 多気郡明和町 多気停車場線 県土整備部 2,000 

39 金剛坂遺跡（第 5次） 多気郡明和町 地方道多気停車場斎明線 県土整備部 350 

辰ノロ古墳群（第3次）

40 丸山口水銀採掘坑跡群 多気郡勢和村 近畿自動車道尾鷲勢和線 日本道路公団 750 

41 斎宮池 16号墳 多気郡明和町 宮川用水第二期士地改良 農林水産省 600 

〔斎宮歴史博物館担当の本調査〕

42 斎宮跡第 127次 多気郡明和町 計画発掘調査 三重県（※） 1,330 

43 斎宮跡第 128-1次 多気郡明和町 農業用倉庫の新築 三重県・明和町 32 

（※） 

44 斎宮跡第 128-2次 多気郡明和町 個人住宅の新築 三重県・明和町 144 

（※） 

45 斎宮跡第 128-3次 多気郡明和町 側溝の新設 明和町 41 

46 斎宮跡第 128-4次 多気郡明和町 既設側溝の布設替え 明和町 80 

47 斎宮跡第 128-5次 多気郡明和町 管理用資材置場 明和町 452 

48 斎宮跡第 128-6次 多気郡明和町 水道管の新規埋設 明和町 27 

49 斎宮跡第 129次 多気郡明和町 計画発掘調査 三重県（※） 166 

〔市町村担当の本調査〕

No. 遺跡名 所在地 調査原因 費用負担 調査面積

50 東禅寺廃寺 員弁郡藤原町 東禅寺配水池新設 事業者 219 

51 天王平遺跡（第 5次調査） 桑名郡多度町 町道拡幅工事 多度町 56.9 

52 宇賀遺跡 桑名市大字蓮花寺 調整池 蓮花寺農住組合 3,300 

53 桑名城遺跡 桑名市三之丸 個人住宅 桑名市（※） 69.3 

54 桑名城下町遺跡 桑名市萱町 本堂及び書院等の建替 桑名市（※） 500 

55 桑名城下町遺跡 桑名市外堀 個人住宅 桑名市（※） 36 

56 桑名城下町遺跡 桑名市鍛治町 個人住宅 桑名市（※） 63 

57 桑名城下町遺跡 桑名市一色 個人住宅 桑名市（※） 38.5 

58 桑名城下町遺跡 桑名市南魚町 個人住宅 桑名市（※） 30 

59 桑名城下町遺跡 桑名市内堀 診療所増築 原因者 6 

60 四日市代官所跡 四日市市北町 小学校改築 四日市市 2,300 

61 山奥遺跡（第 7次） 四日市市大矢知町 北勢バイパス建設 建設省 980 

62 久留倍遺跡（第 1次） 四日市市大矢知町 北勢バイパス建設 建設省 270 

63 茂福城跡 四日市市茂福町 羽津 3号基幹水路築造 四日市市 700 

64 山川遺跡（第 2次） 四日市市貝家町 南四日市変電所建設 事業者 3,300 

65 西ノ野 11号墳 鈴鹿市国府町 個人住宅 鈴鹿市 120 

66 保子里遺跡（第 2次） 鈴鹿市国府町 病院建設 事業者 3,000 

67 保子里遺跡（第 3次） 鈴鹿市国府町 病院建設計画変更 事業者 85 

68 保子里遺跡（第 4次） 鈴鹿市国府町 病院駐車場 事業者 370 

69 天王山西遺跡（第 2次） 鈴鹿市国府町 基盤整備促進事業 事業者 3,000 

70 三宅神社遺跡 鈴鹿市国府町 基盤整備促進事業 事業者 2,800 

71 石桑師東遺跡 (11次） 鈴鹿市石薬師町 福祉施設建設 事業者 254 

72 長者屋敷遺跡 (11次） 鈴鹿市広瀬町 学術調査 鈴鹿市 863 

73 伊勢国分寺跡 (22次） 鈴鹿市国分町 学術調査 鈴鹿市 153 

74 伊勢国分寺跡 (23次） 鈴鹿市国分町 学術調査 鈴鹿市 132 
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No. 遺跡名 所在地 調査原因 費用負担 調査面積

75 津賀平遺跡 {4次） 鈴鹿市津賀町 道路改良 鈴鹿市 100 

76 石薬師東遺跡 (13次） 鈴鹿市石薬師町 道路改良 鈴鹿市 160 

77 居敷遺跡 (2次） 鈴鹿市津賀町 道路改良 鈴鹿市 1,500 

78 天王遺跡（第 6次） 鈴鹿市岸岡町 病院建設 事業者 100 

79 亀山城跡（第 6次） 亀山市東丸町 主要地方道駅前高塚線 県土整備部 927 

80 落山城跡 亀山市辺法寺町 第二名神 事業者 600 

81 網中遺跡 亀山市辺法寺町 第二名神 事業者 160 

82 沢遺跡 亀山市山下町 個人住宅 2 

83 鳳凰寺遺跡 阿山郡大山田村 村単独事業道路拡幅工事 大山田村 100 

84 中谷 1号墳・中谷遺跡 上野市比士 市道比士別府線 上野市
220 
160 

85 上野城跡（崇廣堂武場跡・武 上野市丸之内 崇廣中学校校舎改築工事 上野市 450 

家屋敷跡） 290 

86 上野城跡（内堀西側） 上野市丸之内 国史跡上野城跡現状変更 上野市 9.6 

87 国史跡旧崇廣堂 (7次） 上野市丸之内 史跡旧崇廣堂保存整備事業 上野市（※） 54 

88 古屋敷遺跡 上野市小田町 共同住宅造成 事業者 67.5 

89 峯治城跡 津市一身田上津部田 畑地造成 事業者

“゚90 川口北方遺跡 一志郡白山町 町道大角茅刈線 白山町 1,000 

91 貝蔵遺跡 (3次） 一志郡嬉野町 土地区画整理組合 中川駅周辺土地 5,286 

区画整理組合

92 野田遺跡 3次調査 一志郡嬉野町 住宅団地造成 嬉野町 1,200 

93 丁ノ坪遺跡 名張市瀬古口 大規模店舗 事業者 600 

94 黒石遺跡 名張市瀬古口 大規模店舗 事業者 4,000 

95 国史跡宝塚古墳 松阪市宝塚町 史跡整備にともなう調査 松阪市（※） 360 

96 安養寺跡 多気郡明和町 病棟の建設 事業者 1,800 

97 片野殿垣内遺跡（第 1次） 多気郡勢和村 士地区画整理 勢和村 1,500 

98 片野殿垣内遺跡（第 2次） 多気郡勢和村 土地区画整理 勢和村 750 

99 赤土山古墳群 伊勢市鹿海町 工場敷地造成及び士砂採取 事業者 410 

100 赤木城跡 南牟婁郡紀和町 史跡赤木城跡保存整備事業 紀和町（※） 600 

101 宇賀新田古墳群 員弁郡大安町 県営ふるさと農道整備事業 大安町 600 
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図 1 平成11年度 三重県内発掘調査（本調査）遺跡位置図
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2 発掘調査の概要
県（三重県埋蔵文化財センター）担当分 本調査 ※は国・県費補助事業

No. I 1 遺跡名 ！覚正垣内遺跡（第3次） 台帳番号 321-41 

所在地 員弁郡北勢町阿下喜字覚正垣内ほか 事業主体 建設省中部地方建設局

調査原因 一般国道475号東海環状自動車道建設 費用負担 建設省

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 今尾宏記角正芳浩

調査期間 H 1 1. 7. 5-H 1 1. 7. 2 2 調査面積 4 0 Onf 

器員片弁川右岸の段丘端部時、代平成の遺8構・11年度調査区の南隣を調査。中遺世構の掘遺立物柱建は物第 1棟を検出、山茶椀を補伴う。縄文土
調査概要 は出土したが、縄文 は確次認調査できなかっ終た。了出土した ・ 1・2次調査の結果を 足する形と

なった。東海環状での調査はこの第3 をもって となる。

主な遺構 中世：掘立柱建物 1棟

主な遺物 縄文土器、山茶椀

関連文献 『一般国道475号東海環状自動車道埋蔵文化財発掘調査概報ID•V·VI』三重県埋蔵文化財センター 1997 、 1999 、 2000

No. I 2 遺跡名！上惣作遺跡（第4次） 台帳番号 321-69 

所在地 員弁郡北勢町阿下喜字上惣作 事業主体 建設省中部地方建設局

調査原因 一般国道475号東海環状自動車道建設 費用負担 建設省

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 角正芳浩今尾宏記

調査期間 Hll. 5. 17-Hll. 7. 22 調査面積 1, 470nf 

竪大調型穴査住掘地居立柱がは員建ま物弁と）がま"右っ岸て検の段出丘上にあり、 平成8年れのあ度がるる調遺集多査構落くのA・B地区に挟まれる。 飛鳥時代を中心とした掘立柱建物や
調査概要 された。特に注目さ として 6X3間 (12.6X5. lm)、5上X惣3作間遺跡(10は. 0 X 5. 6m)の

あ掘る。立柱竪建穴住物居は移重複行す段るも 、同ー場所での建替が確認された。 7世紀-8世
紀代の竪穴住居から への 階に である。

主な遺構
飛鳥時代：掘立柱建物17土棟坑・竪穴住居13棟・土坑2基
中世：竪穴住居1棟・ 2基

主な遺物 須恵器・土師器・ロクロ土師器・山茶椀

関連文献 『一般国道475号東海環状自動車道埋蔵文化財発掘調査概報II・ill・IV』三重県埋蔵文化財センター 1996-1998

No. I 3 遺跡名！力尾城跡（第2次） 台帳番号 341-54 

所在地 員弁郡菰野町力尾 事業主体 道路整備課

調査原因 国道306号四日市菰野バイパス国補道路改築事業 費用負担 県土整備部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 新名 強・豊田祥三・山口聡嗣

調査期間 H 1 1. 4. 5 ....... H 1 1. 8. 2 6 調査面積 2, 700rrf 

調査概要
第 1次調査区の西側に広がる鞍遺構部と平坦面を調査。鞍部からは尾根筋を断ち切る横堀を確認し、力尾城の西限と考え

られる。平坦面からは城に伴う は確認されなかった。

主な遺構 横堀

主な遺物 土師器・陶器

関連文献 『三重の中世城館』三重県教育委員会 1976 

No. I 4 遺跡名 1辻子遺跡（第2次県道） 台帳番号 343-19 

所在地 三重郡朝日町埋縄字辻子 事業主体 道路整備課

調査原因 主要地方道四日市朝日線地方特定道路整備 費用負担 県土整備部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 田中久生

調査期間 Hll. 7. 5-H12. 2. 18 調査面積 5,077nf 

調査概要 昨年度的に続な配き置、平安時代末～鎌た倉、今時年代確の認大型し掘た立柱建物群を検出。桁行4---.,7間の大型建物がほぼ方向を揃えてお
り、計画 が窺える。ま 条里地割の西側でも水田を検出した。

主な遺構 平安時代末期～鎌倉時代：大型掘立柱建物群・網代垣•水田・土坑・条里溝

主な遺物
古墳時代： S字甕・土師器壺・農具、
平安時代末期～鎌倉時代：ロクロ土師器・土師器甕・山茶椀・灰釉陶器・墨書木札・下駄・箸

—- -... -. 

関連文献
『近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）愛知県境～四日市JTC埋蔵文化財発掘調査概要m』

三重県埋蔵文化財センター 2000
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No. I s 遺跡名 1辻子遺跡（第2次公団） 台帳番号 343-19 

所在地 三重郡朝日町埋縄字辻子・四日市市広永町 事業主体 日本道路公団

調査原因 近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）建設事業 費用負担 事業者
I 

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 倉田文美

調査期間 H 1 1. 7. 9 ,..._.,H 1 2. 2. 2 2 調査面積 4,866吋

弥生時代中期後葉～古墳時代前時し期代て後はと期平、安昨と年時古代墳度末期前～期鎌倉の時代を中心とする遺跡で、 昨年度に続き 2年目の調査。本年

調査概要 度の調査でも、微高地上に弥生 時代 竪穴住居坪界を検溝出。続微く溝高地をから下がった低地部分では、弥生時
代の水田を確認。中方世の遺構と に確認した条里の に 検出。少なくとも、 2条の条里地割
が想定される。地割 向は、 N45°Wである。

弥生時代 竪穴住居 1棟棟 ・水田・溝、
主な遺構 古墳時代：竪穴鎌住倉居 2 ・土坑・溝、

平安時代末期～ 時代：掘立柱建物2棟・土坑・溝（条里溝）

主な遺物
弥生時代：壺・鎌甕倉．敲石、古墳時代：二重口縁壺・高杯・器台 ・S字甕・小型丸底壺・板材、
平安時代末期～ 時代 ロクロ土師器・山茶椀・山皿・墨書木片

関連文献
『近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）愛知県境～四日市JTC埋蔵文化財発掘調査概要rn』

三重県埋蔵文化財センター 2000

No. 6 遺跡名 西ヶ広遺跡（第3次） 台帳番号 202-59 

所在地 四日市市伊坂町字西立広 事業主体 日本道路公団

調査原因 近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）建設事業 費用負担 事業者

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 片岡博

調査期間 Hll. 10. 25,...,,Hl2. 2. 16 調査面積 2, 930nf 

かつて段丘上に展開した西ヶ広遺跡の北端部でも、弥生時代後期と古墳時代後期の竪穴住居が調分布査したことと、飛鳥

調査概要
～奈良時代の掘立柱建物も北遺端物方部と一連の段丘上平坦面外にも分布したことを確認した。過去の で段丘中央部で検
出した大型の庇付建物群と 向が近似する庇付遺物をはじめ、計14棟を確認した。また、室町時代の掘立柱建物、
区画溝、井戸のセットを検出した。

主な遺構
弥生時代後期竪穴住居5棟棟、古墳時代後期竪穴住居9棟、飛鳥～奈良時代掘立柱建物14棟
室町時代の掘立柱建物 1 、区画溝、井戸 1基

主な遺物
縄文土器 (2片）、弥生土器、ガラス小玉、石斧、須恵器、土師器、鉄鎌、鉄鏃、フイゴ羽口、山茶椀、中世陶磁器、
瓦

関連文献 小玉道明ほか「西ヶ広遺遺跡跡発」 『東名阪道路埋蔵文化ー財』調四査報市告』三重県教育委員会 1970 
小玉道明ほか『西ヶ広 掘調査報告ーD地区 日市教育委員会 1972

No. I 7 遺跡名 1菟上遺跡 台帳番号 202-61、62、247

所在地 四日市市伊坂町字菟上牛谷 事業主体 日本道路公団

調査原因 近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）建設事業 費用負担 事業者

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 城 吉基・穂積裕昌・尾野公恵・田中美穂

調査期間 Hll. 6. 14,..._,Hl2. 3. 29 調査面積 13, 598吋

調査概要
弥生時代倉庫中期群では、北勢最大級の弥生集落で多数の竪穴住居の他、棟持柱式の大形掘立柱建物も存在する。律令期に

なると、 をもつ大型掘立柱建物群が出現した。また、室町時代と推定される火葬土坑群もあり、なかには銭貨や
数珠をもつものもある。

主な遺構 竪穴住居 50棟以上、掘立柱建物 60棟以上、火葬土坑126基、その他若干の土坑、溝

主な遺物 弥生土器、石器、木器、合子形石製品、土師器、須恵器、灰釉陶器、山茶椀、陶器、数珠、銭貨

関連文献 『近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）愛知県境～四日市JTC埋蔵文化財発掘調査概要II』
i三重県埋蔵文化財センター 1999
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No. 8 遺跡名 1山村遺跡（第 1次） 台帳番号 202-249 

所在地 四日市市山村町字西・西平子 事業主体 日本道路公団

調査原因 近畿自勤車道名古屋神戸線（第二名神）建設事業 費用負担 事業者

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 角正芳浩

調査期間 Hll. 9. 6----Hll. 10. 22 調査面積 1, 0 7 1 rrf 

査は調一地査辺は約地、7環は.濠朝Bm明ののJ存I規I在下模流がを知の持北らち岸れ、、る周標金溝塚高内約遺か45m跡らのの壺同尾が一根2個丘上体陵に分下位位出置土にすあしるたた。。環薇掘立そは柱等の建高関線物係に対してほぼ直角に掘削される。方形周溝墓調査概要 は2間X2間で柱間1.2-1. 6mである。調
り、 が注目される。

主な遺構 弥生時代中期立：方柱形建周物溝2棟墓 弥生時代後期：環濠2条、
時期不明：掘

主な遺物 弥生土器・須恵器・土師器など

関連文献

No. I 9 遺跡名 山村遺跡 台帳番号 202-249 

所在地 四日市市山村町 事業主体 三重県（県土整備部）

調査原因 四日市多度線県単道路改良 費用負担 三重県（県土整備部）

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 萩原義彦

調査期間 Hl 1. 9. 28-H12. 2. 25 調査面積 3, 400rrl 

弥生時代中期の方形周溝墓19基、古墳時代後期から奈良時代にかけての方竪穴、住同居時、掘の集立柱落建で物あが検出できた。方形周
調査概要 溝が墓考は整然と並ぶものと乱雑なものと存在し、土地占有状況がわかる。一 、同時期 る菟上遺跡との関連性

えられる。

主な遺構 方形周溝墓（弥生）、竪穴住居（古墳～奈良）、掘立柱建物（古墳～奈良）、土坑（平安）

主な遺物 弥生土器、須恵器、土師器、緑釉陶器、灰釉陶器、山茶椀、フイゴ羽口、鉄滓

No. 10 遺跡名 伊坂遺跡（第 1次） 台帳番号 202-246 

所在地 四日市市伊坂町字丸内・古屋敷 事業主体 日本道路公団

調査原因 近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）建設事業 費用負担 事業者

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者
木野本和之・服部芳人・原田恵理子・田中
美穂

調査期間 H 1 1. 7. 1 -H  1 2. 2. 2 9 調査面積 7, 400rrf 

城跡の所）在のす谷部る丘陵のは区東堀中端状央部遺で分構はで、東名阪自動車道を挟んだ2ヶ所（東区・西区） に調査区を設定した。東区（小字

名は丸内 分で 、丘陵部分で倉はし掘庫た立堀・柱状柵建遺列物構・入かを検ら口出した。建物は堀側（西側） に偏路る。のまた、西区（小
字名は古屋敷） 査 東区で検出 つながる通路を検出した。この通 南側では、土塁

調査概要 に挟まれた屋敷地の調（約35m四方）内で、主屋・ などの施設を確認した。また、通路の北側は、地形を
3段に削り、狭い屋敷地を形成している。
今回の調査の大きな成果は、伊坂城跡の範囲が、東西に約700mの丘陵全体に及ぶことが確定したことと、屋敷地内部

の配置・構造などが判明したことである。

主な遺構 戦国時代 (16世紀） ：堀状遺構・掘立柱建物10数棟・柵列・土坑10数基・溝・土塁痕跡

弥生時代中期：壺・甕
主な遺物 古墳時代後期：須恵器

戦国時代 (16世紀） ：常滑甕・天目茶碗・土師器・羽釜・陶器筒形容器・花瓶・石臼•石仏・五輪塔

関連文献 『近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）愛知県境～四日市JCT埋蔵文化財発掘調査概報II』1999.3

-9-



No. i 11 遺跡名 1伊坂遺跡（第 1次） 台帳番号 202-429 

所在地 四日市市伊坂町字鐙谷 事業主体 日本道路公団

調査原因 近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）建設事業 費用負担 事業者

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 片岡 博・木野本和之・服部芳人・原田恵理子・田中美穂

調査期間 Hll. 7. 1-Hll. 10. 13 調査面積 8, 320nf 

文久 2年 (1862年） 、偏平紐式の銅鐸が出土し7たのm（北竪こと地穴と大住で区き知居・く東なら、れ地ど排区るを水遺検・路跡西出・で地し壁あ区、柱）丘る穴。陵る・。上当入遺調に口跡査は的はの当施結該、設重果期を地、の伴集銅山う鐸落とが呼がに、ばれる丘陵遺構に位・ 置遺す物はた、る。検。特今異出な回の調査区は、大きく 3古ヶ所墳時に分代前かれ期 関連する調査概要 されなかった。しかし、 広がることが判

明し お性、格竪穴の住住居居の考1棟えは、規模が一辺7. 、 炉跡・貯蔵穴が
ない な とられる。

縄文時代：陥し穴3基（北地区）

主な遺構 弥古古生墳墳時時時代代代後前後期期期 ：： 土竪古坑墳穴住の1基居周溝4（東棟1地条・焼区（）土坑区（）北地区）
後期： 西地

主な遺物
弥古生墳時時代代後前期期：： 須高S杯字恵脚甕器部杯・高身杯・鉄鎌・砥石・めのう原石

古墳時代後期：
鉛玉

No. ! 12 遺跡名 1東海道想定地 台帳番号 （新発見）

所在地 四日市市伊坂町字重地 事業主体 日本道路公団

調査原因 近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）建設事業 費用負担 事業者

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 片岡博

調査期間 Hl 1. 8. 26-Hl 1. 11. 2 調査面積 778出

現県道多度四日市線沿いに須恵器小片を含部む硬く締まった灰黄葎存褐状色況し土が層悪が部分側溝的に遺存すること遺を葎構認は未し確た。認しか
調査概要 し、水路田造遺構成に伴う削平や3本の谷の閉口 という立地から残 い。 など道路に伴う で、明

葎に道 とする根拠に欠ける。上記層下で小ピット、溝を た。

主な遺構 小ピット、小溝、中世流路、硬く締まった須恵器杯を含む層

主な遺物 須恵器・土師器・中世陶器

関連文献
三『重近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）愛知県境～四日市JCT埋蔵文化財発掘調査概報Il』

県埋蔵文化財センター 1999

No. I 13 遺跡名 1茂福城跡 台帳番号 202-253 

所在地 四日市市茂福 事業主体 三重県（県土整備部）

調査原因 平成11年度国補街路事業 費用負担 三重県（県土整備部）

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 萩原義彦

調査期間 H12. 1. 11-H12. 1. 12 調査面積 2 5 rrf 

調査概要 3. 5mX4. 5mのトレンチ調査である。遺物等は出土しなかったが藻跡とみられる堆積層を確認。

主な遺構 豪跡

関連文献 『茂福城跡』四日市市茂福城調査会1978

No. I 14 遺跡名 1里之内遺跡 台帳番号 202-564 

所在地 四日市市茂福 事業主体 三重県（県土整備部）

調査原因 平成11年度国補街路事業 費用負担 三重県（県土整備部）

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 萩原義彦

調査期間 H12. 1. 11-Hl2. 1. 12 調査面積 2 5 rrf 

調査概要 3.5mX4. 5mのトレンチ調査である。おそらく濠跡でみられる堆積層にあたった。遺物等はなく濠とは言い難い。

関連文献 「茂福城跡』四日市市茂福城調査会1978
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No. I 1s 遺跡名 国分北遺跡 台帳番号 207-536 

所在地 鈴鹿市国分町 事業主体 道路整備課

調査原因 平成11年度（主）四日市鈴鹿環状線地方特定道路整備事業 費用負担 県土整備部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 角正淳子・豊田祥三

調査期間 Hll. 10. 12-H12. 1. 20 調査面積 1, OOOnf 

調査概要
鈴鹿川北岸の台地上に立地する。中世と思われ南る掘立柱建物 1棟とピット列を検出した。検出したピット列は南北方

向へ約60cm間隔で60m近く続いており、さらに へと続く可能性がある。

主な遺構 掘立柱建物 1棟、ピット列、溝

主な遺物 瓦、灰釉陶器、須恵器

No. I 16 遺跡名 1北蟻越遺跡 (2次） 台帳番号 207-521 

所在地 鈴鹿市津賀町南山 事業主体 道路整備課

調査原因 一般地方道辺法寺加佐登停車場線緊急地方道路整備事業 費用負担 県土整備部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 水谷豊・打田久美子

調査期間 Hll. 7. 12-Hll. 10. 1 調査面積 2, 700rrf 

調査概要 鈴、鹿周川溝中流左岸、標高約46mの丘恵陵東器端がに位置する。津賀古墳群の一部の古墳周溝を 7基分確認した。遺物は少ない
が 内より 5世紀中頃の初期須 出土している。

主な遺構 古墳周溝 (7基）

主な遺物 須恵器壺、土師器壺・高杯、鉄製鋤鍬先2点

関連文献 『北蟻越遺跡（第 1次）津賀 2号墳』三重県埋蔵文化財センター 2000 

~! 11 m名 1石薬師東古墳群・石薬師東遺跡（第12次） 台帳番号
207-727 
1272-1274 

所在地 鈴鹿市石薬師町字寺東 事業主体 消防防災課

調査原因 防災拠点施設建設事業 費用負担 地域振興部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 杉崎淳子・水谷豊・山口聡嗣・打田久美子

調査期間 Hl 1. 4. 19-Hl 1. 6. 30 調査面積 720面

調査概要 前過半去との調査の中で最も西を調査。新たに方墳3基を確認。時期は概ね過去発見された古墳と同じ 5世紀後半-6世紀
考えられる。

85号号号墳墳墳 ： 方方墳墳主な遺構 86 : • 8X8m 
87 : 方墳• 6X5m 

主な遺物 86号号墳墳：土師器片
87 : 土師器高杯

関連文献 『石薬師東古墳群・石薬師東遺跡（第12次）発掘調査報告』三重県埋蔵文化財センター2000

No. 18 遺跡名 勢武谷経塚・遺跡 台帳番号 210-209• 新発見

所在地 亀山市木下町字勢武谷・上野岡 事業主体 日本道路公団

調査原因 近畿自動車道名古屋関線（亀山亀山） 費用負担 事業者

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 木野本和之

調査期間 Hll. 10. 1-H12. 3. 29 調査面積 2, 2 0 0吋（上層I,000吋・下層I,200rrl) 

調査概要 認造によ鈴。位営う鹿経置。し）塚す現たII右経在のる岸塚。下の層伊のと(賀標でIこ辺弥高ろ・3.生近環135濠0江m時m代、・・の伊高後物丘期勢見さ陵櫓末Iか頂m～なら上)古のどにが墳合は立あ流葎時地っ代認地すた前点さ。る期れを。調初おて頂査頭いさ上ののなえ平結竪いる坦果。穴高面、住地経に居性塚は集8、の棟落麓上でを部の葎あ木で認る下員しと乗町思たに上。わ所人集れ在の落る墳す。は墓る鈴集西、鹿落念下川は部寺のさ第で沖ら礫7積に石世地南住経側よ職理にり納員広比乗土高が上坑約る人を6も確0がm 

主な遺構 江戸 (18C) : 近世墓時・礫代石前経期埋初頭納土坑
弥生時代後期末～古墳 ：竪穴住居8棟以上・土坑・溝・ピット

主な遺物 蔵弥骨生器土器（甕・） •土師器皿・礫石経 (3, 780個）
古式土師器・石鏃．砥石

関連文献 亀山隆ほか『山下地区文化財調査報告』亀山市教育委員会 1990 
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No. 1 19 遺跡名 観音沖遺跡 台帳番号 3 6 1一未登録

所在地 鈴鹿郡関町新所町字観音沖 事業主体 農芸畜産振興課

調査原因 畜産経営環境整備事業 費用負担 農林水産商工部・県教委（※）

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 大川操・萩原義彦

調査期間 Hl 1. 4. 5-Hl 1. 6. 29 調査面積 400吋

調査概要 平成10年度察畜産経営。環境調整査備区事業の工事中に発見され、平成11年度に発掘調査を検実施出。し調査区付近の丘陵よりに窯が
あることが推される 内では灰原に溜まった瓦を二次投棄した瓦溜まりを たのみであった。

主な遺構 奈良時代瓦投棄の溝（瓦溜まり） 2基、近世以降現代瓦を含む土坑 1基

主な遺物 軒平瓦（重廓文）、平瓦、丸瓦、近世丸• 平・軒平・軒丸瓦

関連文献 『観音沖遺跡発掘調査報告』三重県埋蔵文化財センター2000

No. J 20 遺跡名 1下坪井遺跡 台帳番号 481一未登録

所在地 阿山郡伊賀町御代 事業主体 農業基盤整備課

調査原因 県営ほ場整備事業（柘植川沿岸地区） 費用負担 農林水産商工部・県教委（※）

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 中川明

調査期間 Hll. 10. 20- 調査面積 2 0 nf 

調査概要 遺跡の西端部、水路の集水枡埋設工事予定地。旧溝を検出

主な遺構 溝1条

主な遺物 土師器片

No. I 21 遺跡名 前ヶ谷遺跡 台帳番号 201-12 

所在地 津市一身田大古曽字への坪・宇山神 事業主体 道路整備課

調査原因 主要地方道久居河芸線地方特定整備事業 費用負担 県土整備部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 新名 強•浜辺一樹

調査期間 Hll. 9. 14.....,Hll. 10. 18 調査面積 130rrf 

調査概要
掘立柱建物は、遺物が伴わず時期は決定できないが、柱穴の形状から中世に属すると考えられる。また、時期不明の

溝とそれに伴う杭跡も確認。

主な遺構 掘立柱建物・溝・杭跡

主な遺物 須恵器杯身

No. 22 遺跡名 雲出島貫遺跡（第3次） 台帳番号 201-484 

所在地 津市雲出島貫町字町中 事業主体 三重県（県土整備部）

調査原因 平成11年度（一）嬉野津線国補橋梁整備工事 費用負担 三重県

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 伊藤裕偉・川崎志乃

調査期間 Hll. 4. 21......,Hll. 8. 31 調査面積 2, 7 5 0面

雲出川北岸の自然堤防上に立地。前年度に調査した中世成立期の居館遺構の下層部分高からは、古墳時代前期の方形周

調査概要 溝費濠墓群と竪を龍穴認住。居群その東には谷状地があり葎、の水調認査田も成重面果要を確。と認併古せ墳しれた時。代ばさらに水田部の東は微 地となり、 そこでは同じ時期の
を確認した。これまで 、当地おける 時代前期 落景観がかなり明確に

なった。他には、弥生中期の竪穴住居の 中後期、飛鳥古・奈墳良時代の遺の集構も濃密に広がっている。

主な遺構 弥生中期：竪穴住居、古墳前期奈：方良形：周竪溝墓群・環掘濠立柱・建竪物穴住居・水田
古墳中後期：竪穴住居、飛鳥・ 良 竪穴住居・ 、中世前期：井戸・土坑

主な遺物 弥生前期：土器（遠賀川系）、古墳前期～中後期：土器（極めて良好）、朱の石杵、環瑞原石など多数

関連文献 『嶋抜』第 1次調査 三重県埋蔵文化財センター 1998年
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No. I 23 遺跡名 1神戸遺跡（第2次） 台帳番号 201-598 

所在地 津市南河路 事業主体 農業基盤整備課

調査原因 県営ほ場整備事業（津中部地区） 費用負担 農林水産商工部・県教委（※）

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 西出孝筒井英俊柴山圭子

調査期間 Hll. 5. 10......,H12. 1. 17 調査面積 2,lOOrrf 

調査概要
調査地は安濃川と岩田川に挟まれた沖積地に広がる。現況はいずれも水田で、標高は5.5~呈である。調査区はA・

B・C地区に分けて行った。

主な遺構 掘立柱建物 (A地区） ・土坑・溝・自然流路

主な遺物 弥生土器・土師器・須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器・黒色土器・製塩土器・木製品

関連文献 『神戸遺跡発掘調査報告一鳥居前地区一』三重県埋蔵文化財センター 1996

No. I 24 遺跡名 1蔵田遺跡（第4次） 台帳番号 201-757 

所在地 津市納所町字蔵田ほか 事業主体 建設省中部地方建設局

調査原因 中勢バイパス建設事業 費用負担 建設省

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 山口格小林俊之

調査期間 Hll. 10. 21......,Hll. 12. 13 調査面積 6 3 Onf 

調査概要 中勢バイパス建設用地に挟まれる市道部分の調査。調査済みの蔵田遺跡C地区・ D地区につながる遺構等を検出。

主な遺構 弥生時代：溝・土坑（墓の可能性あり）、古墳時代：溝

主な遺物 弥生土器（第二様式の壺・大和型の甕・穿孔のある甕底部片等） •土師器・須恵器

関連文献 『蔵田遺跡発掘調査報告』三重県埋蔵文化財センター 1999

No. I 25 遺跡名 1替田遺跡（第3次） 台帳番号 201-759 

所在地 津市南河路 事業主体 農業基盤整備課

調査原因 県営ほ場整備事業（津中部地区） 費用負担 農林水産商工部・県教委（※）

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 西出孝田上稔筒井英俊

調査期間 Hll. 5. 10-H12. 1. 17 調査面積 400吋

調査概要 調査地は安濃川と岩田川に挟まれた沖積地に位置する。現況は水田。標高は約7111o

主な遺構 溝（自然流路） 4条

主な遺物 弥生土器・土師器・須恵器・木製品（櫂か鋤）

No. 26 遺跡名 1替田遺跡（第3次） 台帳番号 201-759 

所在地 津市南河路 事業主体 農業基盤整備課

調査原因 平成11年度県営かんがい排水整備事業（中勢地区） 費用負担 農林水産商工部（※）

調査機関 三重県教育委員会 担当者 西出孝・筒井英俊・柴山圭子

調査期間 Hll. 5. 10.....,Hll. 8. 13 調査面積 280rrf 

調査概要
調査地は安濃川中流域右岸の自然堤防上に位置する。標高は、約 7m。調査区は3つに分かれ遺、物北東のから順にア地

区、イ地区、ウ地区とした。遺構は、ア地区で中世と思われる土坑とヒ°ットが見られたのみで、 出土も少量で
あった。

主な遺構 中世：土坑、ピット

主な遺物 縄文土器、瓦器
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No. I 21 遺跡名 1替田遺跡（第4次） 台帳番号 201-759 

所在地 津市南河路字又口 事業主体 道路整備課

調査原因 国道168号国補道路特殊改良 1種事業 費用負担 県土整備部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 宮田勝功・田上稔

調査期間 Hll. 9. 13,.....,H12. 1. 25 調査面積 1, 400rrl 

検上安面出濃でし川遺た構流。域廃が右検棄岸出されのされた自然た平。堤安遺防時上構代に位は置弥す生時る。代調の査滋路区やの北土西坑側をでは、 東西方向に流安れ時代る自然掘流立柱路建を検物出した。 概土ね坑この層調査概要 に は土じ器め椀、飛が鳥～平安 の 、井戸、 などを
の井戸からは、墨書された黒色 出土している。

弥生時代：流路 1条・土坑 1基
主な遺構 飛鎌倉鳥～平安時代：掘立柱建物 4棟•井戸 2 基

時代：井戸 1基

主な遺物
弥生時代：弥生土、器鎌倉（壷・蓋）、飛鳥～平安時代：土師器（杯・蓋） ・須恵器（杯・蓋） ・黒色土器（椀） ．灰釉陶器
（椀）・形象硯 時代：山茶椀

No. 1 2s 遺跡名 1笹遺跡（第3次） 台帳番号 403-20 

所在地 一志郡一志町字井生 事業主体 県土整備部道路建設課

調査原因 主要地方道久居美杉線井生B・P緊急地方道路整備 (B改良） 費用負担 県土整備部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 金子智子・筒井英俊

調査期間 H 1 1. 5. 1 O-H 1 1. 7. 8 調査面積 5 0 Onf 

雲拡出川幅出川時か右のら岸攪広段乱が丘上に広江がの戸南る端遺時鰭代にで周辺では笹遺跡の1と以縁し外辺てに部、はでこ明れあ葎まっなでた遺にと構考2は度え庫調ら認れ査さがるれ行。なわかれってたい。る恐。今回の調査では、 県調査概要 道 が激笹遺し跡く と思われ時る溝の集S落D らく今回の調査区は、
雲 る あたり当

主な遺構 溝・土坑

主な遺物 縄文土器片・近世陶磁器・時期不明土師器片

関連文献
中川明「平成9年度土地改良総合整備事業に伴う笹遺跡発掘調査報告ー一志郡一志町井生ー」三重県埋蔵文化財セン
ター 1999 

No. I 29 遺跡名！堀田遺跡（第4次） 台帳番号 405-224 

所在地 一志郡嬉野町宮古字築山 事業主体 三重県（県土整備部）

調査原因 平成11年度（主）松阪一志線緊急道路整備A 費用負担 三重県

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 伊藤裕偉•浜辺ー機

調査期間 Hll. 10. 18--Hll. 11. 25 調査面積 850rrf 

天花寺丘隧の北麓水田部に立土を遺考地。物慮か同遺ら跡は第古墳3次時の調代流査前路期は区の道を挟んで西にあたる。 第3次前の調葉南査部頃区から続く自然流路内で

は杭列を 2好圃はヶ所場良な葎整好一認備括に前箪賓し認料たの。地がさ形れ出出 宮考頃に機能し路。、最と自終推然流的定す路には8世流紀路 で埋没しているものと考調査概要 すると、こ 古川の旧 る。 に数条見ら
場後え整半られ備頃前のる。に良 ていた条里地剖との関係が えられる に取り付く導水路からは、れ古墳る溝時代は前、期圃

土した。

主な遺構 奈古墳良前頃期：～奈良：流路古（杭墳列～奈2ヶ所：溝） 、古墳前期：導水路
掘立柱建物、 良

主な遺物 古墳前期後半：土器類（一括）、古墳中後期：木製品（容器・紡織具など）

関連文献 『堀田遺跡第3次発掘調査概報』三重県埋蔵文化財センター 1996年

No. J 30 遺跡名 1清水谷遺跡（第4次） 台帳番号 405-280 

所在地 一志郡嬉野町天花寺字清水谷 事業主体 道路整備課

調査原因 業平成11年度{)天花寺志嬉野インター線地万，．， ..... 冒

費用負担 県土整備部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 柴山圭子

調査期間 Hll. 9. 28--Hll. 12. 21 調査面積 600面

調査概要
中村川左岸の丘陵上に立地。弥生後期初頭の土坑は、中に壷が横位の状態ですえられており、土器棺墓であると思わ

れる。

主な遺構 弥生時代後期初頭：土坑 1基奈良時代 (8世紀後半） ：竪穴住居2棟、土坑

主な遺物 弥生土器、土師器杯、土師器甕

関連文献 重『天県埋花蔵寺文丘陵内遺跡群発掘調査報告』三重県埋蔵文化財センター1996、 『天花寺丘陵内遺跡群発掘調査報告 (IV)』三
化財センター2000
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ふ 31 遺跡名 天花寺城跡・小谷赤坂遺跡（第6次） ・小谷古墳群 1台帳番号
405-

83,84,85,86,90 

所在地 一志郡嬉野町天花寺 事業主体 道路整備課

調査原因 主要地方道松阪一志線緊急地方道路整備事業 費用負担 県土整備部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査一課 担当者 大水谷川豊操・柴山圭子・豊田祥三・伊藤裕偉・

調査期間 Hl 1. 8. 26-H12. 2. 10 調査面積 3, OOOnf 

調査概要
弥生時代前寺城期・後期の集落塁跡・。堀小谷10号墳・ 11号墳・ 12号墳（周溝のみ） ・13号墳の周溝および主体部を 2基---3基

検出。天花 に関わる土 を確認。

主な遺構 弥生時代前期土坑2基、弥生後期竪穴住居4棟、小谷10号墳主体部3基、 11号墳2基、 13号墳2基、土塁、堀

主な遺物 弥生、前刀剣期類甕類、鏃、各、古墳主体部出土須恵器（杯蓋身・高杯・脚付壷・壷・臆．樽形臆）、土師器椀・台付椀・鉄製品（短
甲 工具類、玉類）

関連文献 『『天花寺丘陵内遺遺跡跡群群発発掘調査報報告告』三重県埋蔵文化財センター1996
天花寺丘陵内 掘調査 II』三重県埋蔵文化財センター1997

No. 1 32 遺跡名 1舞出北遺跡 台帳番号 407-1 

所在地 一志郡三雲町舞出 事業主体 建設省中部地方建設局

調査原因 一般国道 23号中勢道路建設事業 費用負担 建設省

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 川畑由紀子

調査期間 Hll. 5. 17---H12. 2. 25 調査面積
上層： 2, 8 9 0吋

下層： 1. 200rrf 

雲出川の立沖積柱建作物用により形成された自然堤防上に立地する。上層については鎌倉～室町期の、区画溝を伴う屋敷地と

調査概要 思われる掘 群が特時筆代される
生下層時代に墳つ墓いて古は墳、弥生 後期の墳周溝墓、内古墳時代後期の円墳2基・方墳1基、奈良時代の掘立柱建物が検出された。

弥 ・ 時代古墳とも、 に土器が良好な形で出土した。

主な遺構 上層：鎌弥倉生時代～期室墳町墓時代1 区画古溝墳．掘立柱建物•井基戸・墳土壇2基
下層： 時代後 基、 時代後期古墳3 (円 、方墳 1基）、奈良時代：掘立柱建物、溝

主な遺物 上層：土師器・陶、磁土器師器・五・須輪塔恵器・鉄・製埴品
下層：弥生土器 輪・石製品・馬歯、フイゴ羽ロ・鉄滓

関連文献 『一般国道23号中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報XII』

No. 1 33 遺跡名 1南遺跡 台帳番号 401-93 

所在地 一志郡美杉村太郎生 事業主体 道路整備課

調査原因 国道368号国補道路特殊改良 1種事業 費用負担 県土整備部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 中川明・宮田勝功

調査期間 Hll. 5. 17.....,Hll. 9. 21 調査面積 1, 900nf 

調査概要
名張川の上流左岸の狭い段丘上に立地する。中世の掘立柱建物と土坑を検出。近世の土坑からは鉄砲鋳造に関係する

遺物が出土。

主な遺構 掘立柱建物、土坑、溝

主な遺物 瓦器椀・皿、常滑焼捏鉢、信楽焼摺鉢、火ばさみ、鉛玉

No. 1 34 遺跡名 羽根中島遺跡（第2次・旧称：中島遺跡） 台帳番号 501-158 

所在地 名賀郡青山町羽根字中島 事業主体 農業基盤整備課

調査原因 平成11年度県営ほ場整備事業（羽根地区） 費用負担 農林水産商工部・県教委（※）

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 船越重伸・萩原義彦

調査期間 Hll. 4. 5---Hll. 10. 8 調査面積 4, 940nf 

C地区と D地区の 2カ所を調竪査穴。住C地区では、奈良時代以降と古墳時代の遺構面を確認。前者では鎌耕倉作溝時代・牛の足

調査概要 跡・掘立柱建物。性を格須、後恵が者器異では 居・掘立柱建物などを検出 D地区では、古墳時代の竪穴住居と 以降の掘
立柱建物を検出 の器台や韓式系土器・円面硯・勾玉・剣形石製品などの特殊なものが出土していることから一

般集落とは少し なる集落跡の可能性がある。
., -"・・-- -

主な遺構 竪穴住居・掘立柱建物・耕作溝・牛の足跡

主な遺物 1縄文土器・弥生土器・須恵器・韓式系土器・土師器・円面硯・瓦器・青磁・鉄斧・勾玉・剣形石製品・土製勾玉
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No. I 35 遺跡名 1古轡通り B遺跡（第2次） ・古轡通り古墳群 台帳番号 204ー未登録

所在地 松阪市早馬瀬町字古轡通り 事業主体 農業基盤整備課

調査原因 県営ほ場整備事業（漕代地区） 費用負担 県農林水産商工部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 奥野実・田上稔・金子智子

調査期間 Hll. 5. 10---Hll. 9. 16 調査面積 2, 400rrf 

調査概要
平成10年度の調査区に隣接する畑地でさ調れ査を行った。古墳時代前期の掘立柱建物や井戸、古墳時代後期の古墳群、室

町時代の石組みをもつ井戸などが確認れた。

主な遺構

古墳時代前期：掘古1立墳基柱4建基物、溝1棟1•井戸 1 基
鎌古墳倉時代後期：

時代：土坑
室町時代：土坑 1基・溝 1

鎌古墳倉時代：士師器甕・士師器壷陶陶・須器器甕甕恵器杯身・須恵器杯蓋
主な遺物 時代：土師器鍋・山茶椀．

室町時代：土師器鍋・山茶椀．

関連文献 『松阪市史第2巻考古篇』

No. I 36 遺跡名 1発シB遺跡 台帳番号 442-214 

所在地 多気郡明和町有爾中字発シ 事業主体 農林水産省東海農政局

調査原因 国営宮川用水第二期土地改良事業 費用負担 農林水産省

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 小山 憲ー・瀬野弥知世

調査期間 Hll. 11. 26-Hll. 12. 20 調査面積 300出

調査概要 既設用水路下を現工在事検の進討捗中に合わせて調査立柱し建た。物調査の結数棟果存、在飛鳥す～奈良時代の土坑 1基、鎌倉時代の溝2条、多数
のピットを検出。 であるが、掘 などが る可能性もある。

主な遺構 土坑 1基（飛鳥～奈良）、溝 2条（鎌倉）、ピット

主な遺物
土師器甕・甑など
須恵器甕など、山茶椀

関連文献 「土師器とその窯一明和町を中心として一」 昭和61年皇學館大学考古学研究会

No. 1 37 遺跡名 1コドノ B遺跡（第3次） 台帳番号 442-167 

所在地 多気郡明和町上村字コドノ 事業主体 県土整備部道路整備課

調査原因 斎平成明線11年緊度急一地般方道地方路道整備多気事停業車場 費用負担 県土整備部

調査機関 三重県教育委員会 担当者 西出孝・打田久美子

調査期間 Hll. 10. 26-Hll. 12. 2 調査面積 3 0 0 nf 

調査概要 コドノ B遺跡は、 祓川ら右連岸続のす洪る積方層形の周低溝位墓段な丘ど上のに遺立構地がし確、認標さ高れはた約。17-..,18m。今回の調査地は第 1次調査区の北に
隣接し、第1次調査区か 。

主な遺構 弥生時代：方形周溝墓1基、古墳時代末：掘立柱建物 2棟・土坑、中世：溝

主な遺物 縄文時代：帯壺文・土甕器、古、墳打製時石代斧末
弥生時代： ：土師器、中世：土師器

関連文献 『コドノ A遺跡・コドノ B遺跡（第1次）発掘調査報告』三重県教育委員会 1998 

No. 1 38 遺跡名 1城堀遺跡 台帳番号 442-170 

所在地 多気郡明和町上村 事業主体 県土整備部道路建設課

調査原因 平成11年度（一）多気停車場線緊急地方道路整備事業 費用負担 県土整備部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 金子智子・筒井英俊

調査期間 Hl l. 10. 4-Hl 2. 1. 26 調査面積 2, OOOrrf 

穴塁櫛住は居小田川規、鎌模の倉支な流溝時祓代を川伴の左土う岸坑もの河岸段丘の端部近くに位置する。時調代査では弥生時代の方形周溝墓、竪穴住居、奈良時代の竪
調査概要 墓、溝、土坑、室町時代末～戦国さ の溝、土坑などが検出された調査区北端で確認された土

ので、 13世紀以降の築造が想定れる。

主な遺構 方形周溝墓、竪穴住居、溝、士坑、ピット、土塁

主な遺物 弥生土器、須恵器、土師器皿、鍋、山茶椀、瀬戸・美濃窯産陶器
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No. t 39 遺跡名 1金剛坂遺跡（第5次） ・辰ノロ古墳群（第3次） 台帳番号 442-36 

所在地 多気郡明和町金剛坂字辰ノロ 事業主体 道路整備課

調査原因 一般地方道多気停車場斎明線緊急地方道道路整備工事 費用負担 県土整備部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 奥野実・打田久美子

調査期間 Hll. 11. 8 ....... Hll. 12. 28 調査面積 3 5 Ord 

調査概要 溝墓平成・方10年形度周溝の調墓査な区の北西方で、調査を実施した。小さな面積の調査であったが、弥生時代前期にさかのぼる円形周
どを確認した。

主な遺構 弥生時代：円形周溝基墓、溝1基、方形周溝墓3基、土坑2基、溝1
古墳時代：古墳1 1 

主な遺物
弥生時代：弥生土器甕・弥生土器壷
古墳時代：土師器高杯・須恵器

関連文献 山澤原義義彦貴・谷川本崎鋭志次乃 『『金金剛坂遺遺跡跡発（掘第調4査報告』 明和古町墳教群育委（員第会21971 
萩 剛坂 次）・辰ノロ 次）発掘調査報告』三重県埋蔵文化財センター1999

No. I 40 遺跡名 1丸山口水銀採掘坑跡群 台帳番号 444ー未登録

所在地 多気郡勢和村色太字丸山口 事業主体 日本道路公団

調査原因 近畿自動車道尾鷲勢和線（紀勢～勢和間）建設事業 費用負担 日本道路公団

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 小濱学

調査期間 Hll. 10. 12-Hll. 12. 24 調査面積 7 5 Onf 

18の坑口の調査を行い、坑道を有する坑口、試し掘り的な坑口、露天掘りの坑口などのあることが判明した。また、
調査概要 採掘当時に排出された土の堆か積。事（業ズ地リ外）を一部の坑口でを確確認認した。時期については土器が出土していないため判断に苦

しむが、古代～中世のもの にも29の坑口 した。

主な遺構 試掘坑跡

主な遺物 石製打割具（表採含め50点）

関連文献 『近畿自動車道尾鷲勢和線（紀勢～勢和間）埋蔵文化財文化財発掘調査概報 I』三重県埋蔵文化財センター 2000.3 

No. 41 遺跡名 1斎宮池16号墳 台帳番号 442-140 

所在地 多気郡明和町池村字長谷町 事業主体 農林水産省東海農政局

調査原因 国営宮川用水第二期土地改良事業 費用負担 農林水産省

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 担当者 小山 憲ー・瀬野弥知世

調査期間
Hll. 11. 16-Hll. 11. 19…① 

調査面積 600rrf 
H12. 1. 14---H12. 2. 22…② 

斎宮調整池の西側丘陵斜面上に立地する円墳であ師、ると器。土し層西ての側観墳甕頂察のに部小やは分片周15溝号がが墳平、の切坦比が傾較隣り接合向的すにまいる。 ①期溝に周は溝、墳を葎丘認の。西側その後、 ②築期かにおいて、周溝及び墳丘北を検側出。墳丘の形態的特徴 ある。周 半周に
調査概要 れ には巡らない。 の周溝 で、土 とまって出士したものの、そ は

表土、り東新除側去し中の考出士のものである。 16の号底墳付と近15号墳は、土層 関係から時期差が認められ、れ16以号外墳が

よ いとえられる。

主な遺構 周溝、墳丘

主な遺物 土師器：甕など、須恵器：杯身・甕など

関連文献 「河田古墳群周辺の古墳分布」 『河田古墳群発掘調査報告m』 1986年多気町教育委員会
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県（斎宮歴史博物館）担当分 本調査

No. I 42 遺跡名 1斎宮跡第 12 7次(6ADK-HI) 台帳番号 442-210 

所在地 多気郡明和町斎宮字上園 事業主体 三重県教育委員会

調査原因 計画発掘調査 費用負担 国※・県

調査機関 斎宮歴史博物館 担当者 西村美幸・大川勝宏

調査期間 H.11.5.10 .....,H.11.10.26 調査面積 1, 330rrf 

方格地割南東隅で4もブ南ロ側ッ溝クとで考一え区ら画れとてなしってい2、る6部69の分m延のの長調間を査隔葎でを認行平し行ったたに。。周辺では奈良時代の古道が確認されてお
調査概要 り、今回の調査区内で るヽSD5 しかるし2こ条れのに溝伴カう北側溝は確認できなかっ

た。また、 出土遺物から掘時立期柱は建確物認はで1き棟なのかみっ検た出が、 間隔 延び 涌確認され、これも古道であ
る可能性が考えられる。 した。

主な遺構 掘立柱建物 1棟、井戸 1基、 SD5266、伊勢官道（奈良古道）

主な遺物 土師器、須恵器、緑釉陶器

関連文献 史跡斎宮跡第127次調査（上園地区）現地説明会資料

No. J 43 遺跡名 1斎宮跡第 12 8-1 次(6AGQ) 台帳番号 442-210 

所在地 多気郡明和町字鍛冶山 事業主体 明和町教育委員会

調査原因 農業用倉庫の新築 費用負担 国※・県・町

調査機関 斎宮歴史博物館 担当者 上村安生

調査期間 H. 1 1. 6. 8 -H. 1 1. 6. 1 8 調査面積 3 2 rrf 

今回の調査では鍛冶山西プロックの外次り調郭的東査な性辺で柵格、列途がS強中A6いま790の延長にあたる柱掘形を検出した。 SA6790の北端から32間か
調査概要 ら34間にあたる。また、北側の第119 でしか検出されなかったSA6770は今回の調査でも検出されな

かったため、その機能としては間仕切 性格強ものと想定される。

主な遺構 柵列SA6790、溝2

主な遺物 土師器（皿・鍋・羽釜）

No. I 44 遺跡名 1斎宮跡第12 8-2次 (6ACA-W) 台帳番号 442-210 

所在地 多気郡明和町字鍛冶山 事業主体 明和町教育委員会

調査原因 個人住宅の新築 費用負担 国※・県•町

調査機関 斎宮歴史博物館 担当者 上村安生

調査期間 H. 1 2. 1. 1 7 -H. 1 2. 1. 2 1 調査面積 144吋

今回で検の調出査たし遺でた溝物は溝はは平土1成条師密元が検年細片出にされた以外は攪乱土坑1-2し次か調検査出でさ検れ出なさかれったた溝。 遺物も整理箱2箱古分墳での少周なiい。 調査区の調査概要 西端 西側で実施した第8 に続くと思われ、 溝の可能性もあ
る。出土し 1点だけで時期は不明である。

主な遺構 溝 1条

主な遺物 土師器（杯・皿・甕・鍋）、山茶椀（「廣」 OR「康」？の墨書1点あり）、青磁椀

関連文献 『史跡斎宮跡 県道南藤原・竹川線発掘調査報告』斎宮歴史博物館 1991 

&. / 45 遺跡名 1斎宮跡第 12 8-3次 (6AEW-ACM) 台帳番号 442-210 

所在地 多気郡明和町字鈴池 事業主体 明和町教育委員会

調査原因 側溝の新設 費用負担 明和町

調査機関 斎宮歴史博物館 担当者 西村美幸

調査期間 H12. 1. 18-H12. 12. 1 調査面積 4 1 rrl 

調査概要 査す方をる格行方地向っ割たの。の溝鈴北4池側条東でをプ、検方ロ出格ッし地クた割と。鈴にこ池ほれ西ぼら平ブか行ロらすッはクる中平の世間安のの時遺道代物路後が期J:出にの土溝あした2て条るい部をる検分。で幅O.Bm中X央延か長ら46南mでのは排方水格溝地の割設に置ほ部ぽ分直の行調出した。

主な遺構 溝、土坑

主な遺物 土師器、須恵器、白磁椀
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No. 1 46 遺跡名 斎宮跡第 12 8-4次 (6ACK) 台帳番号 442-210 

所在地 多気郡明和町斎宮字東裏地内 事業主体 明和町

調査原因 既設側溝の布設替え 費用負担 町

調査機関 斎宮歴史博物館 担当者 瀬田敏彦・大川勝宏

調査期間 Hl2.2.1 ,..._, H12.2.24 調査面積 80吋

調査概要
道路側溝を埋設する幅約 0.7m、延長約 110mの範囲の工事の及ぶ深度まで調査対応した攪。調乱層査区北端約20m付近ま

で遺物包含層である黒ボク土が厚さ 0.2mまで認められたが、大部分は盛土及び近世以降の の中で工事掘削が納
まる事が判明したため、立ち会い調査に切り換えた。

主な遺物 土師器小片

No. 1 47 遺跡名 1斎宮跡第 12 8-5次(6AEP) 台帳番号 442-210 

所在地 多気郡明和町斎宮字御館 事業主体 明和町教育委員会

調査原因 史跡内管理用資材置場の整地 費用負担 町

調査機関 斎宮歴史博物館 担当者 駒田利治・西村美幸

調査期間 H. 1 2. 1. 2 3 -H  1 2. 2. 9. 調査面積 452rrf 

奈良時代後期に造営された斎宮跡方格地割の南から 2列目で東から 5列目の両時側代区溝画後期のに溝のあ心幅た約々る7で御.8m幅館約の区両1画3側.3とm側そで溝の、を方南も位のつ牛は道葉方路格区
調査概要 画を画する区画施設（溝・道路）が推定通り確認され画施た。設この区画道路平は安、

地割と同じく東から北へ約4度振れてい時る。期この区 と重複して、
が確認されており、方格地割の溝の存続 を最大をこの時期までとできる。

主な遺構 溝14条、道路2路

主な遺物 土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器

No. I 48 遺跡名 1斎宮跡第 12 8-6次 (6ACJ) 台帳番号 442-210 

所在地 多気郡明和町斎宮字内山地内 事業主体 明和町

調査原因 水道管の新規埋設 費用負担 町

調査機関 斎宮歴史博物館 担当者 瀬田敏彦・大川勝宏

調査期間 Hll.8.2 ,..,_, Hll.8.3 調査面積 2 7 rrf 

斎宮跡体験学習施設「いつきのみや歴史体験館」の水道工事のうち、工事掘削が遺構面に達するおそれのある部分に
調査概要 ついて事前発掘調査を実施したが、工事深度内は全て現況町道造成時の盛土内に納まっていたため、立ち会い調査で対

応した。

No. 1 49 遺跡名 斎宮跡第 12 9次 (6AEU) 台帳番号 442-210 

所在地 多気郡明和町斎宮字御館 事業主体 三重県教育委員会

調査原因 計画発掘調査 費用負担 国※・県

調査機関 斎宮歴史博物館 担当者 上村安生

調査期間 H. 1 1. 8. 2 ........ H. 1 1. 8. 2 0 調査面積 1 6 6 nf 

今回の調査地は大半が近代の瓦粘土採掘のため遺構面が攪乱され、遺構は確認されなかった。遺物も出土量は少な
調査概要 く、整理箱4箱分である。そのほとんどが攪乱土坑埋土の遺物で、平安時代初期から後期までのものを含んでいる。遺

構は確認されなかったが、当該区画が平安時代には機能していたことが裏付けられる。

主な遺物 土師器（杯・甕）、須恵器（杯・甕）、灰釉陶器椀
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市町村担当分 本調査
※は国・県費補助事業

← No. -j I I 50 遺跡名 1東禅寺廃寺 1 台帳番号 325-15 

所在地 員弁郡藤原町東禅寺字垣内1625他 事業主体 藤原町役場上下水道課

調査原因 東禅寺配水池新設の為 費用負担 事業者

調査機関 藤原町教育委員会 担当者 松本覚•清水弘之

調査期間 Hll. 11. 20,-.,..,Hll. 12. 29 調査面積 2 1 9 nf 

これまで、東禅存在寺廃や位寺に関しては、古くからの伝承や大字東禅寺字寺山における遺物の発見等で、注目されてきた。
しかし、廃寺の 置について地形的に推測を進めるものの、積も極規模的に検討する根拠寺は廃確認寺できてはいなかった。

調査概要 今回の推定地の近辺での調査によって確認できた遺構は、時期的に からしても東禅 に関わるものと思わ
れ、調査の成果は大きいと考える。難しかし、発見できた掘立柱の遺構は、掘立柱建物であるのか、門、柵あるいは塀に
相当する物であるのかの確定は困 であり、隣接地における今後の調査に期待したい。

主な遺構 ピット・土坑

主な遺物 鎌倉時代～室町時代：山茶椀、山皿、土師皿、播り鉢、古瀬戸壺

関連文献 「ふるさとの心をたずねて 第20輯」平成 12年3月31日に発行予定です。

No. I s1 遺跡名 1天王平遺跡（第5次調査） 台帳番号 301-57 

所在地 桑名郡多度町大字小山字天王平2463-1 事業主体 多度町

調査原因 町道拡幅工事 費用負担 多度町

調査機関 多度町教育委員会 担当者 石神教親

調査期間 Hl 2. 3. 8,..,_,Hl 2. 3. 27 調査面積 56. 94nf 

調査概要
平成 9年に行われた第4次調査の西側に位置する。調査面積が狭いため遺構の性格等は明らかではない。小土坑の一

つからは土師器とともに貝殻が多数出土した。

主な遺構 小土坑60、溝3本

主な遺物 土師器・須恵器・灰釉陶器など

『『『天天天王平平平遺遺遺跡跡跡発発発掘調査報告 I• 度多II度』町教三町重教育委育県員委埋員蔵会文会化1財センター 1982• 1983 関連文献 王 掘調査報告』多 981 
王 掘調査報告m』 1993 

No. I s2 遺跡名 1宇賀遺跡 台帳番号 205-80 

所在地 桑名市大字蓮花寺字宇賀 事業主体 蓮花寺農住組合

調査原因 調整池 費用負担 蓮花寺農住組合

調査機関 桑名市教育委員会 担当者 平野亜紀・斉藤理・水谷芳春

調査期間 Hll. 9. 28-H12. 2.29 調査面積 3, 300rrl 

調査概要 遺構は3面検出されは溝た。3I面では畦畔出等さの遺構は確認されていないが、試掘調査時に大量のプラントオパールが検出
されている。 II面で 条と堰が検出れた。時期は4世紀頃か。

主な遺構 溝、堰

主な遺物 山茶椀、土師器

No. 53 遺跡名 桑名城遺跡 台帳番号 205-100 

所在地 桑名市三之丸 事業主体 個人

調査原因 個人住宅 費用負担 桑名市（※）

調査機関 桑名市教育委員会 担当者 斉藤理・水谷芳春

調査期間 Hll. 12. 1,.._,Hll. 12. 6 調査面積 69. 3rrf 

調査概要
戦災や土管の埋設等により、若干撹乱を受けていた部分もあったが、遺構面はおおむね良好に残存していた。掘削深

度の制約から、近世末頃の遺構面の確認に留まったが、調査区の北東隅では礎石、柱穴等が検出された。

主な遺構 礎石、柱穴

主な遺物 近世陶磁器
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No. 1 54 遺跡名 1桑名城下町遺跡 台帳番号 205-99 

所在地 桑名市萱町 事業主体 宗教法人法盛寺

調査原因 本堂及び書院等の建替 費用負担 桑名市（※）

調査機関 桑名市教育委員会 担当者 平野亜紀・斉藤理・水谷芳春

調査期間 Hll. 5. 28.....,Hll. 9. 30 調査面積 500rrl 

調査概要 遺構は戦災等の撹か乱らを受けていたが、良好に残存していた。遺構面は5面堂確の認基壇されでた。
遺物の時期 、基壇は寺に伝承される安政4年 (1857)建立の本 ある可能性がある。

主な遺構 基壇、鼈、墓等

いぶし瓦 （ 「御用柳」 「勢）忙瀬桑名戸美御濃瓦陶師磁器藤原、正肥俊前産」等陶磁印器、その他へら書き）
主な遺物 軒萬丸古焼瓦 （瓦当に 「 」） 、 産 、常滑焼

、土師器、人骨、銭、山茶椀等

No. 55 遺跡名 桑名城下町遺跡 台帳番号 205-99 

所在地 桑名市外堀 事業主体 個人

調査原因 個人住宅 費用負担 桑名市（※）

調査機関 桑名市教育委員会 担当者 斉藤理・水谷芳春

調査期間 H12. 2. 24-H12. 2. 25 調査面積 3 6 rrf 

調査概要 遺物遺構等面に木杭を打ち込遺構み、横木を施した土留め状の遺構を調査区の南西隅で検出した。性格は判基検然としないが、出土
から近世末頃の と思われる。その他、ハマグリ、シジミ等が充填された浅い土坑が 1 出された。

主な遺構 土留め状遺構、土坑

主な遺物 近世陶磁器

No. I 56 遺跡名 1桑名城下町遺跡 台帳番号 205-99 

所在地 桑名市鍛冶町 事業主体 個人

調査原因 個人住宅 費用負担 桑名市（※）

調査機関 桑名市教育委員会 担当者 斉藤理・水谷芳春

調査期間 H12. 1. 17-H12. 1. 21 調査面積 63rrf 

調査概要
調結査果地は外堀によって隔てられる桑名城下町の西隅に近く、絵図等考によると水路が複雑に交わる地点であった。掘削

の 、石積の基礎部分が検出された。外堀に通じる水路の一部と えられ、近世末もしくは明治初頭まで機能してい

たと思われる。

主な遺構 胴木、石積

主な遺物 近世陶磁器

No. I 57 遺跡名 1桑名城下町遺跡 台帳番号 205-99 

所在地 桑名市西一色 事業主体 個人

調査原因 個人住宅 費用負担 桑名市（※）

調査機関 桑名市教育委員会 担当者 斉藤理・水谷芳春

調査期間 Hll. 11. 19 調査面積 3 8. 5nf 

調査地は桑名城下町の西限の外堀に隣接する地点で、外堀に附、近随す世遺る何構らかの施設残の検存出が予想されたわも。れ大掘規る。模削深土で度層あに

調査概要
制約があったため、最下層まで掘り抜くことはできなかったが 面は良好に していると思 は

残存する外堀に向かってゆるやかに落ち込むように堆積しており、近世に機能していた外堀は現況より つ

たと思われる。

主な遺物 近世陶磁器
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No. I ss 遺跡名 1桑名城下町遺跡 台帳番号 205-99 

所在地 桑名市南魚町 事業主体 個人

調査原因 個人住宅 費用負担 桑名市(※)

調査機関 桑名市教育委員会 担当者 斉藤理・水谷芳春

調査期間 Hll. 5. 26 調査面積 3 Onf 

調査概要
近世末頃に残の遺存構す面を確認、 土坑る1。基遺を検物は出瀬し戸た。美濃掘窯削深産度の陶に磁制器約類があり、 最常下層滑焼まで掘り抜甕けなかったが、 下層の遺

構も良好 るものと思われ を中心に の壷・、肥前産の磁器等が大量
に出土した。

主な遺構 土坑

主な遺物 近世陶磁器

No. I 59 遺跡名 1桑名城下町遺跡 台帳番号 205-99 

所在地 桑名市内堀 事業主体 森栄メディカルクリニック

調査原因 診療所増築 費用負担 原因者

調査機関 桑名市教育委員会 担当者 平野亜紀・斉藤理・水谷芳春

調査期間 H12. 3. 2 調査面積 6面

エレベーターの基陶礎器類部分のの 6nf大が調量査の対土象師。器試皿掘がで確認した廃近世棄の遺構面に土坑 1基を検発掘出した。 土坑中からは近世
調査概要 模の瀬、形戸美状濃は窯産の ほか、 出土した。 土坑と考えられるが、 区外に広がるための規

不明である。

主な遺構 廃棄土坑

主な遺物 土師器皿、天目茶椀、志野皿、鉄釉灯明皿

No. I 60 遺跡名 i四日市代官所跡 台帳番号 202-447 

所在地 四日市市北町 事業主体 四日市市

調査原因 小学校改築 費用負担 四日市市

調査機関 四日市市教育委員会 担当者 葛山拓也・伊藤裕之・熊谷香

調査期間 Hl 1. 6. 28-Hl 1. 9. 30 調査面積 2, 300rrf 

代世官紀所末建か物ら跡17世は紀、初後頭世の攪乱のため、礎信さ石れ楽がた産数。の個大も検部の出されたものの部正葎分な場所を特定できるまでには至らなかった。
16 が出 分の遺物は、堀分から出土しており、 17世紀-19世紀にかけて

調査概要 のものが大部分官所である 頃陶蓋の器土坑のう検ち、 が一定量を占めており、第2次天、領陶磁期器(I以BOJ-1867)に四日市代
官所が信楽代 の出張陣屋だったことが関係していると思われる。堀の埋土からは 外に多量の木製品も出
土した。

主な遺構 堀、橋脚、護岸（土留め）、土坑、井戸

陶磁器（瀬箸戸、 ・美濃、木・信札楽、鏡・箱常滑・肥前・備前） 、土師、器栓皿、櫛、焼、塩木床壷、 義土錘歯）、土鈴、 土人形、 硯、砥（煙石管、五輪塔、 木製品
主な遺物 永（通下駄賣、 曲物 、模型和船、 しゃもじ 、 、漆器、金属製品 、小束、鍔、寛

、かすがい、包丁）

関連文献 『『四日市市市市史史第研六巻 史料編 絵図市』市四日市市1993
四日 究第三号』四日 1990 

No. I 61 遺跡名 1山奥遺跡（第7次） 台帳番号 202-84 

所在地 四日市市大矢知町字北の脇 事業主体 建設省中部地方建設局

調査原因 一般国道 1号北勢バイパス建設 費用負担 建設省

調査機関 四日市市教育委員会 担当者 佐々木裕・荒木昌俊・泉雄二

調査期間 Hll. 6. 1-Hll. 12. 9 調査面積 980rrf 

朝明川左岸の垂坂丘、新陵東た斜に弥面生に位時代置する。 これまでの調棟査、で弥生時代後期から古墳時代後期掘までの竪穴2棟住居、土を器計焼12成1棟
調査概要 検坑出して確い認る。し今回 後期の竪穴住居11 古墳時代後期の竪穴住居4棟、 立柱建物

1基を た。

主な遺構 竪穴住居28棟、掘立柱建物2棟、土器焼成坑 1基

主な遺物 弥生土器、須恵器、土師器

関連文献 『一般国道 1号北勢バイパス発掘調査概報w』四日市市2000
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No. I 62 遺跡名 久留倍（クルベ）遺跡（第 1次） 台帳番号 202-74 

所在地 四日市市大矢知町宇久留倍 事業主体 建設省中部地方建設局

調査原因 一般国道 1号北勢バイパス建設 費用負担 建設省

調査機関 四日市市教育委員会 担当者 清水政宏・荒木昌俊

調査期間 H 1 1. 1 1. 1 6 ,....,H 1 1. 1 1. 2 4 調査面積 270面

調査概要
朝明川左岸の垂坂丘陵東上面検に位出置する。根今幹回の調査区は丘留倍陵南遺裾跡端が弥の生宅地跡部分である。調査の集結果落、弥生時代中

期の竪穴住居 1棟と柱穴数個を した。 の調査で、久 時代中期までさかのぼる であることが

判明した。

主な遺構 竪穴住居28棟、掘立柱建物 2棟、土器焼成坑 1基

主な遺物 弥生土器、須恵器、土師器

関連文献 『一般国道 1号北勢バイパス発掘調査概報lV』四日市市2000

No. 1 63 遺跡名 ！茂福城跡 台帳番号 202-253 

所在地 四日市市茂福町 事業主体 下水建設課

調査原因 羽津3号基幹水路築造工事 費用負担 四日市市

調査機関 四日市市教育委員会 担当者 加藤淳次•佐々木裕

調査期間 Hll. 11. 1-Hll. 11. 11 調査面積 700rrl 

調査概要 現部存する主郭の北側で堀の一部を検出した。現検存出した底部分部は、堀の外側の肩で地山を掘り込んでつくられていた。堀
上 は自然崩壊や後世の削平を受けており、 部分は から0.6mにとどまった。

主な遺構 堀

主な遺物 土師器羽釜、木製品（漆）

関連文献 『茂福城跡』四日市市茂福城跡調査会1978

No. I 64 遺跡名 1山川（ヤマゴ）遺跡（第2次） 台帳番号 202-206 

所在地 四日市市貝家町字山川 事業主体 中部電力株式会社

調査原因 南四日市変電所建設工事 費用負担 事業者

調査機関 四日市市教育委員会 担当者 赤松一秀・加藤淳次

調査期間 Hll. 4. 15-H12. 3. 31 調査面積 3, 300rrl 

四日市市南西部に位置古墳し、 内部川の支流の足見穴古のた川住墳。ほ居か遺はと鎌物に、5谷棟主、の川火体時を葬検部期と墓かかに出挟しらら（木たま中7れ世。質世）紀た内が付台が末4棟地着か4基上でしら検にカた8 立地さドれすを確たる。。認第昨し年た2度次が調の、第査 1次調査では、弥生時代の棟土坑（ 時代の竪古墳穴住時居代 1棟 出 では、弥生時
調査概要 代の竪穴住居 1 、中央に炉）と の竪 マ 1棟は焼土が認

められるもののカマド師の器確認の杯はできなかっ土た。し 鉄釘が、 27本出土し、棺外からは須
恵器の長頸壷1点、土 身 1点が出 。遺物時期 世紀初頭のものと思われる。

弥生時代：竪古墳穴住1居基2棟、1棟竪、、土坑2基
主な遺構 古墳時代： 穴土住坑居5棟、土坑

中世：掘立柱建物

主な遺物 弥生土器、土師器、須恵器、中世陶器（常滑）、鉄釘

No. 1 65 遺跡名 1西ノ野 11号墳 台帳番号 207-208 

所在地 鈴鹿市国府町字坂下 事業主体 個人

調査原因 個人住宅 費用負担 鈴鹿市

調査機関 鈴鹿市教育委員会 担当者 吉田真由美

調査期間 Hll. 10. 28......,Hll. 11. 9 調査面積 120rrf 
—• 

調査概要
西ノ野 11号墳は通称碗塚と呼ばれる前方後円墳で、全長40,..__,50mと考えられている。今回の調査では現存する墳丘

の南側で最大6m幅の周溝を確認した。

主な遺構 周溝

主な遺物 須恵器・土師器・常滑焼・近世陶器
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No. I 66 遺跡名 1保子里遺跡（第2次） 台帳番号 207-1067 

所在地 鈴鹿市国府町字保子里 事業主体 鈴鹿回生総合病院

調査原因 病院建設 費用負担 事業者

調査機関 鈴鹿市教育委員会 担当者 岡田雅幸• 吉田真由美

調査期間 Hl 1. 4. 5-Hl 1. 6. 30 調査面積 3, ooorrf 

鈴が鹿縄川文右時岸代の台地上に立地すを検る。出調査区は3区やに分Cかれてい古る。墳A区は削平が著陶をし器5く0棟、・遺青あ磁構まの残り具合は劣悪であっ

調査概要 た の竪穴住居1基 時いで期時き代たの。にもB区 区でも、 時代の竪穴住居 り検出したが、重複や建
て替え遺が跡見られることから全てが同 のではない。土坑からは集山茶落椀をや営灰ん釉で も出土していることか
ら、本 は縄文から中世まで幅広 わたって人々が生活し、 いたことがわかった。

主な遺構 竪穴住居・土坑・溝．柱穴

主な遺物 縄文土器・石錘・弥生土器・埴輪片・土師器・須恵器・灰釉陶器・山茶椀・青磁・砥石・鉄滓・鉄製品

No. 1 67 遺跡名 1保子里遺跡（第3次） 台帳番号 207-1067 

所在地 鈴鹿市国府町字保子里 事業主体 鈴鹿回生総合病院

調査原因 病院建設計画変更 費用負担 事業者
I - -

調査機関 鈴鹿市教育委員会 担当者 岡田雅幸•吉田真由美

調査期間 Hll. 9. 13-----Hll. 10. 8 調査面積 8 5 rrf 

調査概要
建設計画の変更のため、第2次調査3区を西へ拡張して調査を行った。前回他の調古墳査で時確代認のされていた竪穴、住溝居、SH05の

西隅が、また、溝と考えていたものが竪穴住居であることが確認された。その 竪穴住居4棟 ヒ°ット
が検出された。

主な遺構 竪穴住居・溝・ピット

主な遺物 縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器・石錘・石鏃．剥片

No. I 68 遺跡名 1保子里遺跡（第4次） 台帳番号 207-1067 

所在地 鈴鹿市国府町字保子里 事業主体 鈴鹿回生総合病院

調査原因 病院駐車場建設 費用負担 事業者

調査機関 鈴鹿市教育委員会 担当者 岡田雅幸• 吉田真由美

調査期間 H12. 2. 14-H12. 3. 1 調査面積 370rrf 

調査区は 2区に分かれている。 D区は台地1棟の縁と辺柱部にあたり、すぐ北は崖になっており、比高差がかなりる。調査の

調査概要
結果、弥生時代の竪穴古住墳居時代(6 mX 6m) 穴がいくつか見つかり、保子里遺跡の北側の広がりを確認すること
ができ居た。のE区では の竪穴住居 (4mX4m) 1棟と土坑6基、柱穴多数見つかった。両区とも攪乱が著しく
竪穴住 一部を壊している。

主な遺構 土坑．竪穴住居・柱穴

主な遺物 縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器・石錘・石器剥片

No. I 69 遺跡名 1天王山西遺跡（第2次） 台帳番号 207-995 

所在地 鈴鹿市国府町中木曽田 事業主体 国府南部土地改良区

調査原因 基盤整備促進事業 費用負担 事業者

調査機関 鈴鹿市教育委員会 担当者 林和範•吉田真由美

調査期間 Hll. 5. 6-Hll. 8. 31 調査面積 3, 0 0 0吋

調査概要 鈴鹿川中流の台地、北西に三宅神社を望む微高地に位置する。平安時代の掘立柱建物を12棟検出した。

主な遺構 掘立柱建物、井戸、溝、土坑

主な遺物 土師器、須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器、山茶椀、白磁、瓦、石鏃
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No. I 10 遺跡名 三宅神社遺跡 台帳番号 207-495 

所在地 鈴鹿市国府町中木曽田 事業主体 国府南部土地改良区

調査原因 基盤整備促進事業 費用負担 事業者

調査機関 鈴鹿市教育委員会 担当者 林和範•吉田真由美

調査期間 Hl 1. 9. 9-Hl 2. 1. 5 調査面積 2, 800rrf 

調査概要 鈴鹿川右岸の台地の木上枠に位が置する。奈良末～平安末にかけて断続的に営まれた掘立柱建物8棟、井戸3基を検出した。
井戸からは、方形 見つかり、そこから木製品がまとまって出土している。

主な遺構 掘立柱建物、井戸、溝、土坑

主な遺物
土師器、須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器、山茶椀、白磁、瓦、石鏃、土錘、刀子、斎串、櫛、曲物、糸巻き、片口木鉢、
弥生土器片

No. I 11 遺跡名 1石薬師東遺跡 (11次） 台帳番号 207-727 

所在地 鈴鹿市石薬師町字寺東452番の67、68 事業主体
（仮称）社会福祉法人

けやき福祉会

調査原因 福祉施設建設 費用負担 事業者

調査機関 鈴鹿市教育委員会 担当者 新田剛•吉田真由美

調査期間 H 1 1. 4. 2 1 -----H 1 1. 5. 7 調査面積 254rrf 

調査概要 方墳の周溝臆2基・壺(8な3・84号墳）が検出された。いずれもカクラン土坑に切られ、残りは悪い。 83号墳の周溝からは須
恵器杯・蓋． どがまとまって出土した。

主な遺構 古墳周溝

主な遺物 須恵器杯・蓋・臆・壷

No. 72 遺跡名 1長者屋敷遺跡 (11次） 台帳番号 207-363 

所在地 鈴鹿市広瀬町宇矢下1176・1175・1175-1・1093・1130番 事業主体 鈴鹿市

調査原因 学術調査 費用負担 鈴鹿市

調査機関 鈴鹿市教育委員会 担当者 伊藤朋之•新田剛•吉田真由美

調査期間 Hll. 10. 1-H12. 1. 31 調査面積 863rrf 

調査概要
政庁付近の4箇所で調査を実施した。さ政庁域南辺では南門基壇の地下部分が検出され、政庁西からは新たに瓦葺き礎

石建ちになると思われる建物跡が検出 れた。

主な遺構 基礎地形、足場穴、土坑、溝

主な遺物 土師器、須恵器、山茶椀、丸瓦、平瓦、軒丸瓦、軒平瓦、文字瓦

No. 1 73 遺跡名 1伊勢国分寺跡 (22次） 台帳番号 207-361 

所在地 鈴鹿市国分町字堂跡298・299・299-1・300-1 事業主体 鈴鹿市

調査原因 学術調査 費用負担 鈴鹿市

調査機関 鈴鹿市教育委員会 担当者 伊藤朋之・岡田雅幸•新田剛• 吉田真由美

調査期間 Hll. 7. 15-Hll. 9. 30 調査面積 1 5 3吋

調査概要
基壇の痕跡が比較的明瞭に残る講堂付近を調査し、東西の基壇長が約33mであることがわかった。西辺から瓦と通か

らなる地覆が検出され、さらに西からは、瓦を含む溝状の落ち込みが検出された。

主な遺構 講堂基檀・溝

主な遺物 土師器、須恵器、丸瓦、平瓦、軒丸瓦、軒平瓦、臆
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No. I 74 遺跡名 1伊勢国分寺跡 (23次） 台帳番号 207-361 

所在地 鈴鹿市国分町字堂跡297・298 事業主体 鈴鹿市

調査原因 学術調査 費用負担 鈴鹿市

調査機関 鈴鹿市教育委員会 担当者 新田剛

調査期間 H12. 2. 4-H12. 3. 31 調査面積 132rrl 

調査概要
講堂の南辺および北辺部分を調査し、講堂の南北る規部模分が約21mであることがわか建っ物た。の北辺部分直接で示は博からなる基檀

化粧の基底が明瞭に残っていた。僧坊が推定され にも調査区を設定したが、 存在を す遺構は確認で
きなかった。

主な遺構 講堂基檀・溝．柱穴

主な遺物 土師器、須恵器、灰釉陶器、山茶椀、丸瓦、平瓦、軒丸瓦、軒平瓦、臆

No. I 1s 遺跡名 1津賀平遺跡 (4次） 台帳番号 207-522 

所在地 鈴鹿市津賀町字地ノ坪 事業主体 鈴鹿市

調査原因 道路改良 費用負担 鈴鹿市

調査機関 鈴鹿市教育委員会 担当者 伊藤朋之

調査期間 Hll. 7. 12.....,Hll. 10. 16 調査面積 1 0 0 nf 

調査概要 土居坑敷、遺溝跡の (2次）調査区の北約400まmっのた地が点集に落位が置台す地るの。幅約 lmのトレンチ状の調査のため、検出遺構は竪穴住居、
それぞれ 1部のみにとど 奥まった地点まで広がっていたことが確認された。

主な遺構 古墳時代：竪穴住居 1棟、鎌倉時代：土坑 1基、溝 1条

主な遺物 古墳時代：土師器片、鎌倉時代：山茶椀、山皿

No. 1 76 遺跡名 1石薬師東遺跡 (13次） 台帳番号 207-727 

所在地 鈴鹿市石薬師町字寺東 事業主体 鈴鹿市

調査原因 道路改良 費用負担 鈴鹿市

調査機関 鈴鹿市教育委員会 担当者 伊藤朋之

調査期間 Hll. 12. 20""VH12. 1. 18 調査面積 1 6 0 nf 

査平を成行10年7月の分9次が調攪査乱と同じく市道の側溝存5布在条設検しに伴うもので、幅約60cmの試掘トレンチを道路両側に設定して調
調査概要 行っ査た。地大部 であったが古、溝墳を 出した。幅60cmのトレンチからではっきりとは断言できないが、

今回の調 点では少なくとも 4基の が たことが確認された。

主な遺構 古墳時代：古墳周溝

主な遺物 古墳時代：円筒埴輪片、形象埴輪片、須恵器片

No. I 77 遺跡名 1居敷遺跡 (2次） 台帳番号 207-1169 

所在地 鈴鹿市津賀町字居敷 事業主体 鈴鹿市

調査原因 道路改良 費用負担 鈴鹿市

調査機関 鈴鹿市教育委員会 担当者 伊藤朋之

調査期間 Hll. 3. 10--Hll. 7. 5 調査面積 1, 500rrf 

今回の調査では古古墳墳時時代代前の集期落の竪が道穴住路居よ、土坑、平安時代の掘立柱建物などが検が予出想された。遺構密度は調査区の西半

調査概要
分のほうが高く、 りも西側に向かって広がっていたこと される。また地元証言による

存と在、昭和初本期来の耕さ地ら整に理多によって地山が削平されたとのことで遺構の深さは全体的に非常に浅いものの、多数の土坑の
から は くの竪穴住居が存在したと思われる。

主な遺構 古墳時代：竪穴立住柱居建物6棟3棟、土、坑他溝多数． 
平安時代：掘 ヒ°ット多数

主な遺物 平古墳安時時代代 ：：灰土釉師器陶器多数

関連文献 『居敷遺跡発掘調査報告』三重県埋蔵文化財センター 1996 
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No. 1 78 遺跡名 1天王遺跡（第6次） 台帳番号 207-873 

所在地 鈴鹿市岸岡町589-1 事業主体 三重県厚生農業共同組合

調査原因 病院建設 費用負担 事業者

調査機関 鈴鹿市教育委員会 担当者 中森成行

調査期間 Hll. 12. 14-Hll. 12. 末日 調査面積 1 0 0 nf 

調査概要
病院が増設される 2箇所（約lOOnf)について発掘調査を実溝施跡。 6間X3間の大型掘立柱建物と 3中間世X以3降間ののも倉の庫と風考建

物を検出。出土遺物から 7世紀前半頃のものと考えられる。 からは山茶椀・山皿片が出土し、

えられる。布目瓦片も多数出土している。

主な遺構 掘立柱建物2棟、溝4条

主な遺物 古墳時代須恵器杯身、土師器、山茶椀、山皿、布目瓦

No.¥ 79 遺跡名 ！亀山城跡（第6次） 台帳番号 210-200 

所在地 亀山市東丸町地内 事業主体 まちづくり推進課

調査原因 主要地方道駅前高塚線整備事業 費用負担 県土整備部

調査機関 亀山市教育委員会 担当者 亀山隆、山際文則

調査期間 H 1 1. 7. 2-H 1 1. 1 1. 2 2 調査面積 9 2 7 nf 

調査地は亀山城二之丸、向御殿、石坂門に相当する場所である。前二者からは近接する 3本の空堀が見つかり、途切

調査概要
れて礎石建ちの門を有するもの、食い違い状になるものがあ伴る。う年代決定が困難だが、すべて同時期のものとすれば複
雑な虎口空間が想定できる。後者からは石坂門石垣とそれに 石組み側溝が見つかった。さらに背面の裏込石・土台

も良好な状態で残っていたため石垣構造を体系的に解明することができた。

主な遺構 空堀、集石遺構、礎石建物（門）、溝、石垣

主な遺物 須恵器、土師器、中近世陶磁器、青磁、瓦、炭化米、貝殻（アカニシ）

関連文献 『伊勢亀山城跡発掘調査報告書m』亀山市教育委員会1999

Na. I so 遺跡名 1落山城跡 台帳番号 210-135 

所在地 亀山市辺法寺町字網中 事業主体 日本道路公団

調査原因 近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）建設事業 費用負担 事業者

調査機関 亀山市教育委員会 担当者 亀山隆、山際文則

調査期間 Hl 2. 2. 3--Hl 2. 2. 24 調査面積 600面

調査概要
調査地は安楽川左岸の独立丘陵西端に位置し、標高は約60mである。調査前、帯曲輪・腰曲輪状の平坦地が見られた

が、精査後、自然地形と判明。遺構・遺物はみられなかった。

関連文献
『近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）亀山東JCT-滋賀県境 埋蔵文化財発掘調査概要II (網中遺跡・落山城跡・大

増遺跡）』亀山教育委員会 2000 

No. l s1 遺跡名 1網中遺跡 台帳番号 210-350 (新規）

所在地 亀山市辺法寺町字網中 事業主体 日本道路公団

調査原因 近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）建設事業 費用負担 事業者

調査機関 亀山市教育委員会 担当者 亀山隆、山際文則
-- .. 

調査期間 Hll. 2. 3......, 継続中 調査面積 1 6 0面

調査地は安楽川左岸、標高50mの段丘上に位置する。調査途中であるが現段階で竪穴住居 1棟・溝 1条を検出した。
調査概要 試掘時に 7世紀前半の埋甕が見つかっており、これらの遺構も同時期と考えられる。さらに、試掘では縄文土器が見つ

かっていることから、縄文から近世の複合遺跡であることが判明した。

主な遺構 竪穴住居、溝

主な遺物 飛鳥時代：須恵器、土師器（甑）

関連文献 I|『近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）亀山東JCT-滋賀県境 埋蔵文化財発掘調査概要II (網中遺跡・落山城跡・大
増遺跡）』亀山教育委員会 2000 
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No. 82 遺跡名尺遺跡 台帳番号 210-199 

所在地 亀山市山下町字澤 事業主体 個人

調査原因 個人住宅建設 費用負担

調査機関 亀山市教育委員会 担当者 亀山隆、山際文則

調査期間 Hll.6.8 調査面積 2. Orrf 

調査概要 隣接地を昭和62年度•調平成査元年度遺に調構査したとこずろ縄、文包含時層代から室町師器時代小破の複片合が数遺跡点であることが確認された。今回
は浄化槽設置部分のみの のため は検出され から土 出土しただけである。

主な遺物 土師器

関連文献 『『沢遺遺跡跡発I』亀山市報告教書育委11員』会亀 1988 
沢 掘調査報 山市教育委員会 1990

No. 1 83 遺跡名 1鳳凰寺遺跡 台帳番号 484-1 

所在地 阿山郡大山田村大字鳳凰寺字轟 事業主体 大山田村

調査原因 村単独事業道路拡幅工事 費用負担 大山田村

調査機関 大山田村教育委員会 担当者 中嶋千年

調査期間 Hll. 7. 21-Hll. 8. 10 調査面積 約 10 0吋

鳳凰寺遺跡において道路拡幅工事が計画され、昭和62年に調査された地点査に結隣接果しているため発掘調査を行った。前
調査概要 回同様、遺跡規模や寺院域、存ぼ続確実時期となどは確認できなかったが、第1次調 と本調査結果から白鳳期の寺院域が

本調査区周辺にあることはほ 思われる。

主な遺構 溝

主な遺物 白鳳期の素弁八弁蓮華文軒丸瓦

関連文献 大山田村文化財調査報告第4集鳳凰寺遺跡発掘調査報告 1988年3月

No. 84 遺跡名 中谷 1号墳・中谷遺跡 台帳番号
206-1234 
206-1235 

所在地 上野市比土 事業主体 上野市

調査原因 市道比土別府線新設工事 費用負担 上野市

調査機関 上野市遺跡調査会 担当者 福田典明•松田久司

調査期間 Hl 1. 6. 2-Hl l. 8. 9 調査面積
（中谷 1号墳） 220rrf 
（中谷遺跡） 160zrl 

中谷 1号墳：墳丘の東西に尾根方向に対して直交して周溝が直線的に延びており、周溝によって区画された墳丘の規

調査概要
模遺物は一辺11m程度の方墳である。古墳に伴うような遺物は出土せず、墳頂部の墓壇にいたっては一片の

も出土していない。
中谷遺跡 ：調査区中央の土坑より縄文時代晩期末葉の長原式土器に相当する深鉢片が出土。

主な遺構 中谷谷遺1跡号墳： ：墓壇、 周溝
中 土坑、ピット

主な遺物 中谷谷遺1跡号墳：縄：弥文生土器壺、土師器甕、須恵器杯、須恵器甕、須恵器鉢
中 土器深鉢、石器（剥片）

No. I 85 遺跡名 上野城跡（崇廣堂武場跡・武家屋敷跡） 台帳番号 206-358 

所在地 上野市丸之内 事業主体 上野市

調査原因 崇廣中学校校舎改築工事 費用負担 上野市

調査機関 上野市遺跡調査会 担当者 笠井賢治、其道和也

調査期間
H 1 1. 7. 2 1 -H  1 1. 9. 5 (A地区）

調査面積
A地区 450面

Hll. 12. 24,..,.,Hl2. 2. 5 (B地区） B地区 290rrf 

A地区では、上層から掘立柱建物、柵列、礎石列が検検出されたが崇廣堂武場跡関連と断定できるものは検出されな
調査概要 かっ地た。区また、下層からは礎石建物、石敷、溝などが 出された。

B では、上層から礎石建物2棟、土坑、溝などが、下層からは土坑、礎石列などが検出された。

主な遺構
A地区：掘立柱建物、礎石建物、埋甕群、溝
B地区：礎石建物、土坑、溝

主な遺物 土師器皿、鍋、陶器椀、すり鉢、甕、磁器椀、銭
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No. I 86 遺跡名 1上野城跡（内堀西側） 台帳番号 206-358 

所在地 上野市丸之内 事業主体 上野市

調査原因 国史跡上野城跡現状変更 費用負担 上野市

調査機関 上野市教育委員会 担当者 福田、笠井、松田

調査期間 Hll. 11. 11 調査面積 9. 6rrl 

調査概要
内堀西側の肩部に 3ヶ所トレンチを設定して、堀の上端及び法面の確認を行った。堀外側の平坦面の整地層及び法面

のテラス地形を確認した。

No. I s1 遺跡名 1国史跡旧崇廣堂 (7次） 台帳番号 206-358内

所在地 上野市丸之内 事業主体 上野市

調査原因 史跡旧崇廣堂保存整備事業 費用負担 上野市（※）

調査機関 上野市教育委員会 担当者 福田典明

調査期間 Hll. 8. 17-Hll. 9. 28 調査面積 5 4 nf 

調査概要 文場台所棟北側に位置する土蔵の遺構を確認。

主な遺構 根石列

主な遺物 陶磁器

関連文献 『国史跡旧崇廣堂発掘調査』上野市教育委員会、上野市遺跡調査会 1994 

No. I 88 遺跡名 古屋敷遺跡 台帳番号 206-977 

所在地 上野市小田町 事業主体 個人（中野茂樹）

調査原因 共同住宅造成 費用負担 事業者

調査機関 上野市遺跡調査会 担当者 松田久司、福田典明

調査期間 Hll. 11. 24-Hll. 11. 30 調査面積 67. 5nf 

木津川右岸の微高地に位置する。今回の調査で確認された遺構や遺物は、明治生初時年代末に村をあげて移転した集落遺物に関わ
調査概要 るものである可能性が考えられたが、全体像までは明らかに流でれき込なみかがっ堆た積。弥 ～古墳時代にかけての につ

いては、周辺の自然流路や氾濫原に近接していた集落からの したものと推測される。

主な遺構 ピット、溝、土坑、水溜状遺構

主な遺物 土師器広口壺、土師器鍋、陶磁器練鉢、陶器播鉢、陶器花瓶、硯、瓦器

No. I 89 遺跡名 峯治城跡 台帳番号 201-470 

所在地 津市一身田上津部田 事業主体 個人

調査原因 畑地造成 費用負担 事業者

調査機関 津市埋蔵文化財センター 担当者 中村光司•藤田充子

調査期間 Hll. 10. 25-Hll. 12. 14 調査面積 400rrl 

調査概要
県道東側に残る部分、約400rrlの調査、狭小ながら連続する郭を確認。掘立柱建物 1棟のほか、郭と区画する溝を検

出。出土遺物は溝から土師器茶釜、羽釜等がまとまって出土している。

主な遺構 掘立柱建物 1 (4 X 2間）、郭、溝

主な遺物 土師器茶釜、羽釜、陶器

関連文献 『埋文センターニュース 第 11号』 (2000. 3)津市埋蔵文化財センター
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No. 1 90 遺跡名 1川口北方遺跡 台帳番号 240-28 

所在地 一志郡白山町大字川口字並木笠張8109-8118番地 事業主体 白山町

調査原因 町道大角茅刈線歩道設置工事 費用負担 白山町

調査機関 白山町教育委員会 担当者 石淵誠人・堀川義隆

調査期間 Hll. 11. 16,..,Hll. 12. 10 調査面積 1, 0 0 0面

調査概要
雲出川南岸の今河回岸の段調丘査にで2、km出の土広し範た囲掘に立存柱在建す物る跡遺が跡南で方ある。何処までの範囲でこの遺跡が存在しているのかが分から

なかったが、 向に延長しているのが認められ南北方向にも、広範囲に及ん
でいる事がわかった。

主な遺構 掘立柱建物1棟

主な遺物 杯・椀・転用硯

関連文献 『川口北方遺跡発掘調査報告書』白山町教育委員会 2000年

No. I 91 遺跡名 1貝蔵遺跡 (3次） 台帳番号 405-325 

所在地 一志郡嬉野町中川 事業主体 中川駅周辺土地区画整理組合

調査原因 土地区画整理組合 費用負担 中川駅周辺土地区画整理組合

調査機関 嬉野町教育委員会 担当者 和気清章

調査期間 Hl 1. 5. 26-Hl 1. 1.? 調査面積 5, 286rrl 

中村路が確川と認右古墳岸され時に所代た。在にする遺跡であ立る。柱建平成物のは9年縄ほ文かに実、時施北代偏晩し調期た査の、2次で調は奈査の南に位置する。路。調査では現在までら確の認方形され区画て溝い調査概要 る水 属する大型掘 区 良時代の大型水平安時代末か
など また、最下層において 土器棺が 2確認された。

弥生時代～古大～墳溝鎌時倉、代掘時代立：水柱：路建井物戸、大型掘立柱建物、 竪穴住居主な遺構 奈平安良時代・
時代末 、方形区画溝

主な遺物
弥生中期：甕
弥生後期土器・古墳時代・奈良時代：瓦、平安時代末：灰釉陶器

No. 1 92 遺跡名 1野田遺跡3次調査 台帳番号 405-181 

所在地 一志郡嬉野町野田 事業主体 幸三建設株式会社

調査原因 住宅団地造成 費用負担 嬉野町

調査機関 嬉野町教育委員会 担当者 和気清章

調査期間 Hl 1. 6. 14.....,Hl 1. 7. 30 調査面積 1, 200rri 

年在現度す在中村調るよ川査万り左徳でも岸広寺は奈いのに低良関もす地時の代にでる所～瓦あ在鎌でる倉すあとる遺跡である。 平成2年からの調査では弥近以生世上離時の代瓦れ前がた期多地数点の確遺で構認確認さ・遺物が確認されている。 今調査概要 時代を中心とした溝、等現在が確の認境された他、 れされた。たこれは主に野旧境田に所
ると推定されるが 内域と50m ことから、 内は
推定される。

主な遺構 奈鎌倉良時代：大溝溝． ・土坑
時代： 井戸、近世：瓦溜土坑

主な遺物 須恵器・土師器・瓦

No. I 93 遺跡名 1丁ノ坪遺跡 台帳番号 208-570 

所在地 名張市瀬古口字丁ノ坪 事業主体 株式会社エイデン

調査原因 大規模店舗 費用負担 事業者

調査機関 名張市教育委員会 担当者 門田了三・橋本晋吉

調査期間 Hll. 9. 16---Hll. 9. 30 調査面積 600面

調査概要 同時代に高の床拠住点居集が落条、黒石遺跡の北側の、より名張川に近い砂地に立地する律令期の竪穴住居群、 7世紀後半に廃絶、
13世紀 里地割にそってつくられる。

主な遺構 飛鎌倉鳥時代・竪高床穴住住居5棟棟
時代：高 居2

主な遺物 須恵器・土師器

関連文献 『黒石遺跡付丁ノ坪遺跡』名張市教育委員会 2000.3 
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No. I 94 遺跡名 1黒石遺跡 台帳番号 208-155 

所在地 名張市瀬古口字黒石 事業主体 トステムビバ株式会社

調査原因 大規模店舗 費用負担 事業者

調査機関 名張市教育委員会 担当者 門田了三・橋本晋吉

調査期間 Hll. 7. 19,.._,Hll. 11. 19 調査面積 4000rrf 

調査概要 名張川南岸のろ微に高竪地穴に住立居地のす集る落律が令形期成のさ大れ規、模8集世落紀。前弥後生に中高期床か住ら居後の期建に物か群けにてか方わ形る周。溝棟墓方と住居がつくられる。 の
ち、 7世紀中ご 向は条里地割に沿う。

主な遺構 律弥令生期時代：竪：方穴形住居周溝40棟墓以2基上、、 高竪床穴住住居居101棟棟以上

主な遺物 縄文土器（船元）、弥生土器前・中・後、土師器、須恵器、井戸 1基、緑釉陶器、白磁

関連文献 『黒石遺跡』名張市教育委員会 2000.3 

No.¥ 95 遺跡名 1国史跡宝塚古墳1号墳 台帳番号 204-123 

所在地 松阪市宝塚町光町 事業主体 松阪市教育委員会

調査原因 史跡整備にともなう調査 費用負担 松阪市（※）

調査機関 松阪市文化財センター 担当者 福田昭•福田哲也

調査期間 Hl 1. 6. 8-Hl 2. 3. 29 調査面積 3 6 0 nf 

宝塚の結1果号墳の裾・・部全造長にり11ヶ所のトレンチを設定した。

調査概要
そ lllmであること。

出しと古な墳ど本豊体富が形土橋象埴で結輪ばれること。
．盾、家、蓋 な が見つかったが、とりわけ船形埴輪は貴重なものである。

主な遺構 1段目および2段目葺石、埴輪列、造り出し

主な遺物 埴輪

No. I 96 遺跡名 1安養寺跡 台帳番号 442-523 

所在地 多気郡明和町大字上野字寺屋敷435 事業主体 済生会明和病院

調査原因 病棟の建設 費用負担 事業者

調査機関 明和町教育委員会 担当者 中野敦夫

調査期間 Hll. 6. 10-Hll. 8. 9 調査面積 1, 800rrf 

調査の結果、検出された遺構は奈良時代と 1275(永仁5)年、安養寺が建立された鎌倉～室町時代のものに大別され
る

① 奈想調ら「続査良百され時区間く微代中四る。方高央の調土地のを査南師でま器地一北わ南連焼にり5成走のに00坑堀もるm大はのをに溝、めとは考はぐ7、基纏認されているが、 床面と思われる焼土が数箇所あるため、 かなりあったと予調査概要 土師器を焼いた窯がたくさん発見された北野遺跡があり、当該地も北野遺跡か
えられる。

② 、幅約 5m、深さ 3mで、現在の字寺屋敷と字仲畑の字界と一致している。
らしていた」と伝わる「堀」とも考えられる。

主な遺構 奈鎌倉良時代：掘竪建穴住柱居建物1、土師器焼成坑7、井戸 1、土坑2
以降： 3、井戸6、土坑27、大溝1、溝 14

主な遺物 鎌奈倉良時代：土師器甕、皿、杯、鍋、土馬
以降：土師器鍋、皿、山茶椀、山皿、天目茶碗、五輪塔、瓦、転用硯

関連文献 『『明明和星村町考史』古誌明和考』町鈴木19敏72年雄 1837年

No. I 97 遺跡名 1片野殿垣内遺跡（第 1次） 台帳番号 444-27 

所在地 多気郡勢和村大字片野字殿垣内 事業主体 勢和村

調査原因 土地区画整理 費用負担 勢和村

調査機関 勢和村教育委員会 担当者 田村陽一・下村登良男

調査期間 Hl 1. 7. 14-Hl 1. 8. 20 調査面積 1, 500rrf 

調査概要
櫛田川時期右岸（鎌の倉自然堤防上に立地立。柱東建西物120土m坑、南北400mの規模に広がる。調査区は6ヶ所に分かれるが、重複する中

世の 2 • 室町）の掘 、 などを検出し、当該時期の土師器・瓦器・山茶椀・陶器・磁器などが出
土した。その他、遺構はないものの縄文中期末、晩期末の土器が少量出土している。

主な遺構 鎌倉・室町時代：掘立柱建物、土坑、石組遺構、埋設土器、区画溝

主な遺物 鎌縄倉文・室町時代：土師器（皿・鍋・羽釜土製）、山茶椀、山皿、瓦器、磁器
時代：土器（中期末・晩期末）、 耳飾、石鏃、石錘、石皿、石刀
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No. I 98 遺跡名 1片野殿垣内遺跡（第2次） 台帳番号 444-27 

所在地 多気郡勢和村大字片野字殿垣内 事業主体 勢和村

調査原因 土地区画整理 費用負担 勢和村

調査機関 勢和村教育委員会 担当者 下村登良男• 田村陽一

調査期間 Hll. 11. 28--H12. 2. 14 調査面積 750rrf 

調査概要
縄地第文有力時1代者次調晩の査期居館区中葉のを南の囲西配う石豪に隣のピ接可ッす能ト性やる水弥が生あ田7時る5。0代nfの出に土土つ坑遺い物もて検は調出中査世ししたのた。土。7"器特筆が1大さ次れ半調るを査の占ではめのるL所字が見状、と他に同屈に様縄曲のす文時土る期器2の条、遺石の構器中・世が遺少大物溝量ので、ほ、弥か在生、

土器微量がある。

主な遺構 鎌縄倉文・室町時代：掘立柱建物時、代大溝：、土坑
時代：配石ピット、弥生 土坑

主な遺物
鎌倉・室町時代：土師器（皿・鍋・羽釜）、山茶碗土器、山皿、陶器、磁器
縄文時代：土器（晩期中葉）、石鏃、弥生時代：

No. 1 99 遺跡名 1赤土山古墳群 台帳番号 203-337 

所在地 伊勢市鹿海町字赤土山438外 事業主体 株式会社オクノ・テック

調査原因 工場敷地造成及び土砂採取 費用負担 事業者

調査機関 伊勢市教育委員会 担当者 古川毅

調査期間 Hll. 10. 28---Hll. 11. 28 調査面積 410rrf 

本古良1基墳好群、な周埴は溝方輪内墳列にがと小み、石円ら室墳れ1、あ基る当、地いそ方はし方にて墳お箱のけ式る2石基埴棺輪で1構文基成化をのさ検れ再出考たし後をた提期が起古、墳す棺でる内貴、か重いらずなのれ資出料も土約と遺!な物Omっはたの皆。規無模まにとな主る。体うち 1基には調査概要 残存 た、部については
掘形 近かった。

主な遺構 古墳2基、主体部掘形 1基、小石室 1基、箱式石棺1基

主な遺物 古墳時代：埴輪（形象・円筒）、須恵器、土師器、鉄製品

No. i 100 遺跡名 1赤木城跡 台帳番号 563-3 

所在地 南牟婁郡紀和町赤木 事業主体 紀和町教育委員会

調査原因 史跡赤木城跡保存整備事業 費用負担 紀和町※

調査機関 紀和町教育委員会 担当者 松尾博司

調査期間 H 1 1. 7. 1,....,H 1 1. 1 1. 3 0 調査面積 約60 Onf 

①枡主は形郭、長下石段塁さ外約部枡分24形のm の調査内側北面・外側西・南・東面での石石積積を検検出。さ内側西・南面で石積、は礎検石出されず。外び側上東段外面枡の形石積に
にわたって基底石と 2--3段 が出れた。枡形内部では や柱穴及

調査概要 登る階1段の跡調査の検出を行ったが、明確な遺構は確認できなかった。

②東東郭面石垣は3-7段ほどが残る。 南端にはほ横ど矢が掛残けがみられ、 80cmほどの9を）I加/原工石せをず加に工用せしずに用い、残裏存込すめるの石栗垣
石築が城確認時され東郭た。石北垣面のの石垣は 1-4段 る。 100cmほどの川原石 用ヽ ている。
は に 基礎として設けられ、整地により埋められていると考えられる。

主な遺構 石垣、建物礎石

主な遺物 鉄釘数本、土師器皿・ 16世紀後半の南伊勢系の土師器鍋

紀紀和和町文化財報告1『r『『史史国史騎跡跡史跡赤赤赤赤木木木城城城木城跡躊跡跡保保保発存存存整整掘整調備備備査事事事概業業業概要概概要要要』 紀』J和紀紀紀町和和和教町教育町町委教教育員委育育会員委委会員員199会会16 9 関連文献 紀和町町町文文文化化化財財財報鶉鶉告告告234 』2 9197 98 
紀和 3 1999 

No. [ 101 遺跡名 1宇賀新田古墳群 台帳番号 323-22-25 

所在地 員弁郡大安町宇賀新田字前田68 事業主体 大安町

調査原因 県営ふるさと農道整備事業 費用負担 大安町

調査機関 三重大学考古学研究室 担当者 鈴木信・小林良典

調査期間 Hll. 8. 2-Hll. 11. 30 調査面積 約60 Onf 

調査概要
第1基次の調古査墳として、全部で11基ある古墳のうち1号墳、 2号墳、 3号墳、 4号墳の4基の古墳について調査を実施。その結

果、 3 (石室）を確認した。

主な遺構 墳丘（円墳）、石室（横穴式）、溝： 6世紀中頃-7世紀前半

主な遺物 金環、須恵器平瓶、高杯、椀蓋、鉄製刀子
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県（三重県埋蔵文化財センター）担当分 試掘調査・工事立会

遺騎名（遺騎番号） 所在趣 調査原因・費用負担 芦 調査●要

仮）南金井遺跡
員弁郡大安町南金井

農業環境事業（住）
県農林水産商工部 78遺構・遺物なし。施工可

（登録不要） （梅戸井地区）

広山B遺跡（未登録） 員弁郡東員町長深字広山 東一海般環国道状4自75動号車道 建設省 372 掘立柱建物・土d師。器。
要本調査 700

広山遺跡 (321-41) 員弁郡東員町長深字広山 一般国道475動号車道 建設省 1,242 
掘立柱建物。

東海環状自 要本調査 1,250吋。

仮）長深遺跡 員弁郡東員町長深 道路改良 県土整備部 72 遺構・遺物なし。施工可

城朝ノ谷遺跡（未登録）
日町

三重郡朝日町埋縄 第二名神 日本道路公団 175 ピット。要本調査 50rrl。

辻子遺跡 (343-19) 三重郡朝日町埋縄 川送越水分管水付設置 県企業庁 206 直工ピ事ズッ影ト響•範土玩囲以・下山条に碗遺。跡は

仮）前山西遺跡
四日市市尾平町 道路改良 県土整備部 88 遺構・遺物なし。施工可

（登録不要）

山村遺跡 (202-249) 四日市市山村町
平成屋11神年度戸線近畿自動車道
名古 （愛知県境 日本道路公団 110 ピット・土坑・土師器片。
～四日市JCT)

名平成古屋11神年戸度線近畿（愛自動車道 調4近近本用8代世査調7地n!査～対の買煩近象収.除未境代外面清磁積完I器＂,に0I攪片,1よ53乱．0るnf0坑未.n!。調。査西ヶ広遺跡 (202-59) 四日市市伊坂町 知県境 日本道路公団 44 
～四日市JCT)

ピット・竪穴住居・溝

菟上A遺跡 (202-62) 四日市市伊坂町 県道四日市多度線 県土整備部 48 
調要土坑査本調対象査面a積,oo3o, nlOO。On!。

菟上B遺跡 (202-247) 四H市市伊坂町 県道四日市多度線 県土整備部 260 調溝要本査本調，調査土対象査坑除外面・4積,面ピ1積oッ6o,n1トoI。o. , o90n10。n1. 

旧東海道想定地
遺構・ 遺物なし。

四日市市伊坂町 県道四日市多度線 県土整備部 26調査対象面積 1,3O0rrf0 。rrf。(202ー未登録）
本調査除外 1,30

間ノ田遺跡 (202-68) 四日市市広永町 下水道 県士整備部 7遺構・遺物なし。施工可

北隣裏接遺地跡 (202-418) 四日市市赤水町 下水道 県土整備部 4遺構・遺物なし。施工可

兎上A遺跡 (202-62)
四日市市伊坂町 道路改良 県土整備部 48 

須竪恵穴住器居。他・弥生土器

石塚古墳 (202-61)
要本調査 2,400rd。

中村遺跡 (202-245) 四日市市中村町 道路改良 県土整備部 68遺構・遺物なし。施工可

嶋遺跡 (202-366) 四日市市水沢町 道路改良 県土整備部 32遺構・遺物なし。施工可

宮ノ前遺跡 (207-855) 鈴鹿市十宮町・河田町
県営ほ場整備事業

県農林水産商工部 竪穴住居・土坑・溝（河曲中部地区）
584 ピッ調ト。査須2恵器・土師器。

八重垣神社遺跡
鈴鹿市十宮町・河田町

県営ほ場整備事業
県農林水産商工部 要本 7, 600rrf。

(207-1174) （河曲中部地区）

水巻遺跡(207-850) 鈴鹿市高岡町水巻 県道四日市鈴鹿線 県土整備部 20 
流路・土師器皿。羽釜。
工事立会い。

山城遺跡 (210-155)
亀山市和田町 下水道 県士整備部 6遺構・遺物なし。施工可

隣接地

小下遺跡 (210-111) 亀山市小下町 下水道 県土整備部 3遺構・遺物なし。施工可

平子遺跡 (210-251) 亀山市小下町 下水道 県土整備部 3遺構・遺物なし。施工可

市場遺跡 (361-7) 鈴鹿郡関町加太市場
国道25号

県土整備部 48 
陶土器坑。片。土師器皿

県単道路改築事業 要本調査 800吋。
施工可 600吋。

岸之上遺跡 (206-772) 上野市中友生 道路改良 県土整備部 4遺構・遺物なし。施工可

城（登之録越不c遺要跡） 上野市比土 農免農道上野南部二期 県農林水産商工部 82 遺構・遺物なし。施工可

山神寄建神社古墳
！上野市山神

地すべり対策事業
県農林水産商工部I 34 遺構・遺物なし。施工可(206-41) （府中 5期地区）

-33-



遺騎名（遺騎番号） 所在趣 調査原因・費用負担 ヰ 調査量要

土間・ピ陶ッ磁ト器・。カマド？

上野城下町(206-1230) 上野市忍町 街路整備事業 県土整備部 182 土師器・
工事立会い。
要本調査 1,112吋。

仮）田野池遺跡 安芸郡芸濃町椋本 農業基盤整備 県農林水産商工部 24遺構・遺物なし。施Jこ可

前隣接ヶ谷地遺跡 (201-12) 津市一身田 道路改良 県土整備部 6遺構・遺物なし。施工可

仮）西城山遺跡 津市城山町 下水道 県土整備部 12遺構・遺物なし。施工可

替田遺跡 (201-759) 津市南河路 道路改良 県土整備部 24遺構・遺物なし。施工可

替田遺跡 (201-759) 津市南河路
県営ほ場整備

県農林水産商工部 ピッ土ト器・溝・。須
（津中部） 弥生 恵器・土師器

弐ノ坪遺跡 (201-760) 津市野田 県営ほ場部整）備
（津中

県農林水産商工部

1,696 

ピッ土ト器・溝・。須
弥生 恵器・土師器

里前遺跡 (201-761) 津市野田 県津営ほ場整備
（ 中部）

県農林水産商工部 井戸・溝・ピ恵ッ器ト。
弥生土器・須 ・土師器

惣作遺跡 (201-824) 津市殿村 県営ほ場部整）備
（津中

県農林水産商工部 ピット・土・坑須恵・溝器。
弥生土器 ・土師器

替田遺跡 (201-759) 津市南河路 平事成業11年度国補特殊改良 県土整備部 24 遺構・遺物なし。

仮（）新長発持古里遺跡
見）

久居市新家町 一（般久農居道東事部地業区） 県農林水産商工部 109 埴輪事対・土師器・陶器。
工応。

仮） 長登録持）古里遺跡
遺物包含層から羽釜・鍋

（未
久居市新家町 一般農道久居東部 県農林水産商工部 21 

要常滑立焼会。調査375吋。

川口の関想定地
一志郡白山町川口 道路改良 県土整備部 24 ピット・土0師0器吋。。

(404-36) 要本調査 2

井ノ尻遺跡 (403-223) 一志郡一志町八太 下水道 県土整備部 84 遺土構師器なし・。山茶椀。 施工可

仮）平岩北遺跡 一志郡一志町井関 道路改良 県土整備部 5遺構・遺物なし。施工可

駒返A1•65B他古）墳隣群接
(405ー地

一志郡嬉野町島田 道路改良 県土整備部 88遺構・遺物なし。施工可

曽原堀之内遺跡隣接地
一志郡嬉野町須賀 広（域中農勢道三期整備地事業 県農林水産商工部 4遺構・遺物なし。施工可

（登録不要） 区）

市場遺跡 (406-60) 一志郡美杉村八知 道路改良 県士整備部 40 遺構・遺物なし。施工可

山本遺跡 (406-10) 一志郡美杉村下之川 急傾斜対策 県土整備部 20遺構・遺物なし。施工可

市場遺跡 (406-60) 一志郡美杉村八知 道路改良 県土整備部 8遺構・遺物なし。施工可

南隣接遺跡地 (406-91) 一志郡美杉村太郎生 道路改良 県土整備部 10遺構・遺物なし。施工可

南遺跡隣接地
一志郡美杉村太郎生 国道368号上太郎BP 県土整備部 10遺構・遺物なし。施工可

（登録不要）

仮）諸木城下遺跡
名賀郡青山町諸木 中山間地域総合整備 県農林水産商工部 43.5 遺構・遺物なし。施工可

（登録不要）

黒渕遺跡（未登録） 名賀郡青山町諸木 中山間地域総合整備 県農林水産商工部 175 
小穴・瓦器。
要本調査 1,150吋。

村瀬遺跡（未登録） 名賀郡青山町霧生 中（矢山持間地地区域）総合整備事業 県農林水産商工部 30 
ピット。
要本調査 27,600rrf。

糸川橋遺跡 (208-140) 名張市夏見 道路改良 県土整備部 32 遺構・遺物なし。施工可

川島遺跡（新） 松阪市川島町
県営ほ場整備事業

県農林水産商工部 1,070 須本ピ恵調ッ器査ト予・・定土山坑茶2椀,・7溝0・0陶吋・器。土等師器。
（機殿下地区）

大上遺跡（新発見） 松阪市上蛸路町 河川改良 県士整備部 41 溝・土師器・陶吋器。。
要本調査 600

仮）西町遺跡 松阪市豊原町 道路改良 県土整備部 17遺構・遺物なし。施工可

萱原通り遺跡 県営ほ場整備
柱穴・土坑。

(204-652) 松阪市早馬瀬町
（漕代地区）

県農林水産商工部 110 土師器・山茶椀。
盛り土対応。

仮）西浦川原）遺跡 松阪市稲木町
県営ほ場整備

県農林水産商工部II 24 遺構・遺物なし。施工可
（登録不要 （漕代地区）
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遺騎名（遺跡番号） 所在趣 調査原因・費用負担
調査

調査概要
面積

士坑・溝・塚跡

県櫛営ほ場整備事業 縄文ピッ陶ト器。
山添遺跡 (204-352) 松阪市山添町 県農林水産商工部 1,371 士師器・ ・縄文土器

I （ 田地区） 石器。
要調査 51,850吋。

古墳状隆起&5
多気郡明和町池村

国営宮）II用水第二期
農林水産省東海農政局 23遺構・遺物なし。施工可

（登録不要） 土地改良事業

古（墳登録状不隆起要No.） 6 多気郡明和町池村
国営宮川用水第二期

農林水産省東海農政局 25遺構・遺物なし。施工可
土地改良事業

古（墳登状録不隆起要No.） 7 多気郡明和町池村
国営宮川用水第二期

農林水産省東海農政局 3遺構・遺物なし。施工可
土地改良事業

古墳状隆起No.8 
多気郡明和町池村

国営宮）,, 用水第二期
農林水産省東海農政局 42遺構・遺物なし。施工可

（登録不要） 土地改良事業

古墳状隆起No.9 
多気郡明和町池村

国営宮）II用水第二期
農林水産省東海農政局 26遺構・遺物なし。施工可

（登録不要） 土地改良事業

古（墳登状録不隆起No.12 多気郡明和町池村
国営宮川用水第二期

農林水産省東海農政局 21遺構・遺物なし。施工可
要） 土地改良事業

古（墳登録状不隆要起No.）13 多気郡明和町池村
国営宮川用水第二期

農林水産省東海農政局 19遺構・遺物なし。施工可
土地改良事業

古（墳登録状不隆要起No.）14 多気郡明和町池村
国営宮川用水第二期

農林水産省東海農政局 20遺構・遺物なし。施工可
土地改良事業

古墳登録状不隆起No.15 多気郡明和町池村
国営宮川用水第二期

農林水産省東海農政局 30遺構・遺物なし。施工可
（要） 土地改良事業

古（墳登状録不隆起No.16 多気郡明和町池村
国営宮川用水第二期

農林水産省東海農政局 46遺構・遺物なし。施工可
要） 土地改良事業

古墳登録状不隆起No.17 多気郡明和町池村
国営宮川用水第二期

農林水産省東海農政局 18遺構・遺物なし。施工可
（要） 土地改良事業

古墳状隆起No.18
多気郡明和町池村

国営宮川用水第二期
農林水産省東海農政局 12遺構・遺物なし。施工可

（登録不要） 土地改良事業

斎宮池遺跡 (442-693) 多気郡明和町池村
国営宮川用水第二期

農林水産省東海農政局 120 縄今遺要土物文師本年包器度調士含器査・2層須9・900確石恵吋0認器器調n1。少多.査量量予．。定．土地改良事業

遺構なし 土師器少施量。工

戸峯B遺跡 (442-192) 多気郡明和町池村
国営宮川用水第二期

農林水産省東海農政局
60 試掘不能゚ 部分を工事 に

土地改良事業 合わせ工事立会い結果

施溝工可

国営宮川用水第二期
・ピット・士師器

発シB遺跡 (442-214) 多気郡明和町有爾中 農林水産省東海農政局 37 須要本恵器調。査土地改良事業 300吋

蓑村大塚遺跡 (442-231) 多気郡明和町蓑村
国営宮川用水第二期

農林水産省東海農政局 44 
中世土坑 2基・土師器

土地改良事業 山茶椀

獅子山遺跡 (442-642) 多気郡明和町明星
国営宮川用水第二期

農林水産省東海農政局 37.5 遺構・遺物なし。施工可
土地改良事業

獅子山遺跡北隣接地
多気郡明和町蓑村

国営宮）II用水第二期
農林水産省東海農政局 77 遺構・遺物なし。施こ1こ可

（登録不要） 土地改良事業

獅子山遺跡南隣接地
多気郡明和町蓑村

国営宮川用水第二期
農林水産省東海農政局 9. 1 

遺構なし。
（登録不要） 土地改良事業 士師器片若干出士。施T11J

仮（）登録大仏不山北麓A遺跡 多気郡明和町明星
国営宮川用水第二期

農林水産省東海農政局 23 遺構・遺物なし。施工可
要） 土地改良事業

仮（）登録大仏不山北麓B遺跡
要）

多気郡明和町明星
土地改良事業

遺構・遺物なし。施工可

-----. ----——----. ー—--—―

仮）野中東方遺跡（登録不
多気町野中～成川 道路改良 遺七構師器な。し。施］頂J ----要）

遺構なし。
曽原遺跡 (444-58) 多気郡勢和村色太字曽原 近畿自動車道尾鷲勢和線

I 攪施乱工か可らS字甕出土。

婦ノミ遺下跡林遺(44跡4-］68) 多気郡勢和村土屋
平成11年度中山間地域 溝• 土坑・柱穴

［旧仮） 総合整備事業 士師器片。盛士対応。
I ----~--·-—-- --------

西野々遺跡
多気郡勢和村士屋

平成11年度中山間地域
遺構・遺物なし。施l頂I

（登録不要） 総合整備事業

古（登江録城不山要遺跡） 1平総合成整11備年事度業中山間地域 県農林水光商工部! 36 
遺構陶な器し。

多気郡勢和村古江 近世 （表士）。
i I 施上可
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遺騎名（遣騎番号） 所在趣 調査原因・費用負担 芦 調査●要

遺構・遺物なし。

滝部遺跡 (443-01) 多気郡大台町滝広字山ノ下 近畿自動車道尾鷲勢和線 日本道路公団 55 （表採遺物あり）
施工可
（工事用道路部分のみ）

天理教前遺跡 (443-37)
多気郡大台町栃原 道路改良 県土整備部 15遺構・遺物なし。施工可

隣接地

仮）上三本松遺跡 度会郡御繭村高向 道路改良 県土整備部 58遺構なし。土師器。施工可

南浦遺跡（未登録） 度会郡玉城町佐田 道路改良 県土整備部 48 溝要本・調山茶査椀5。20rrl。

仮）今新田遺跡 度会郡度会町平生 道路改良 県土整備部 6遺構・遺物なし。施工可

沖田古墳（登録不要） 度会郡紀勢町宮西字沖田 近畿自動車道尾鷲勢和線 日本道路公団 53.5 遺構・遺物なし。施工可

遺構・遺物なし
滝辺A遺跡（登録不要） 度会郡紀勢町阿曽字滝辺 近畿自動車道尾鷲勢和線 日本道路公団 842 （表採遺物あり゚ ） 

施工可

仮）上三本松遺跡 伊勢市中島一丁目 道路改良 県土整備部 90遺構なし。土師器。施工可

ピット・土坑・土師器
松尾前田遺跡（未登録） 鳥羽市松尾町 道路改良 県土整備部 36陶器。

要本調査 1,350rd。

松尾前田遺跡（未登録） 鳥羽市松尾町 道路改良 県土整備部 65遺構・遺物なし。施工可

隣甲賀接遺地跡 (524-24) 志摩郡阿児町甲賀 道路改良 県土整備部 80 遺構・遺物なし。施工可

真名井2-神49社 )裏包含地
(52 

志摩郡大王町 ふるさと農道整備事業 農林水産商工部
土坑・土師器・山吋茶椀。

56 本調査予定 350

仮）川瀬遺跡（登録不要） 南牟婁郡御浜町 道路改良 県土整備部 56 遺構・遺物なし。施工可

仮）平瀬遺跡（登録不要） 南牟婁郡御浜町平瀬 道路改良 県土整備部 40 遺構・遺物なし。施工可
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各市町担当分試掘調査・工事立会

調査原因・費用負担
調査

調査畢要遣騎名（遺騎番号） 所在趣
面積

関東遺跡 (301-21) 員弁郡多度町柚井 個人住宅 100 遺構・遺物なし。

多度A遺跡 (301-43) 員弁郡多度町多度 個人住宅 40. 12 遺構・遺物なし。

多度B遺跡 (301-44)
員弁郡多度町多度 下水道工事 427.28 遺構・遺物なし。宇賀A遺跡 (30127) 

下野代遺跡 (301-95) 員弁郡多度町下野代 個人住宅 400 遺構・ 遺物なし。

関東遺跡 (30121) 員弁郡多度町柚井 個人住宅 810. 91 遺構・遺物なし。

桑名城下町遺跡
工事立会遺。物確認桑名市新町 個人住宅
遺構・ されず。(205 99) 

工事立・遺会。物確認
桑名城下町遺跡

桑名市柳原 個人住宅増築
遺構 されず。(205 99) 

工事立・会遺。物桑名城下町遺跡
桑名市元赤須賀 個人住宅

遺構 確認されず。(205 99) 

工事立・会遺。物確認
桑名城下町遺跡

桑名市八幡町 個人住宅
遺構 されず。(205 99) 

漆肥器前椀陶磁器・士師器皿桑名城下町遺跡
桑名市柳原 建売住宅(205 99) 

能部北貝戸←1) →遺、に畳.跡. 亀ー』一

桑名市大字桑部 工場建設 45 遺構・遺物は確認されず。
(205 11 

工事立・会遺。物確認
桑名城下町遺跡

桑名市掛桶 住宅増築
遺構 されず。(205 99) 

大代遺跡 (205-31) 桑名市大字東汰上字大代 道路改良工事（拡幅工事） 工事立・遺会物。確認
遺構 されず。

桑名城下町遺跡
桑名市内堀 個人住宅 漆肥出前醤士陶椀し磁た・器。下駄・土・師桶器底Jll部等が

(205-99) 

桑名城下町遺跡
工事立会遺。物確認桑名市柳原 個人住宅
遺構・ されず。(205 99) 

桑名城遺跡 (205-100) 桑名市＝之丸 個人住宅増築 工事立・会遺。物
遺構 確認されず。

江寺跡場城遺跡跡 (205-127) 
(205 130) 桑名市江場 下水道工事 工事立・会遺。物

遺構 確認されず。

遺構は確認されず。
勢以口遺跡 (205-128) 桑名市i工場 下水道工事

山茶椀等が出土。

南浦遺跡 (205-59) 桑名市大字志知 下水道工事 工事立・会遺。物確認
遺構 されず。

中縄手遺跡 (205-15)
工事立・会遺。物確認桑名市吉野町 下水道工事
遺構 されず。隣接地

工事立・会遺。物確認
相川町遺物出土地

桑名市矢場之町 下水道工事
遺構 されず。(205 101)隣接地

桑名城遺跡 (205-100) 桑名市吉之丸 物置 工事立・会遺。物確認
遺構 されず。

桑名城下町遺跡 工事立・会遺。物桑名市風呂町 個人住宅
遺構 確認されず。(205 99) 

工事立・会遺物。確
桑名城下町遺跡

桑名市宝殿町 個人住宅
遺構 認されず。(205 99) 

工事立・会遺。物確認
桑名城下町遺跡

桑名市外堀 個人住宅
遺構 されず。(205 99) 

工事立会。桑名城下町遺跡
桑名市＝崎通 個人住宅

遺構・遺物確認されず。(205 99) 

工事立会遺。物確認
桑名城下町遺跡

桑名市殿町 店舗 18 遺構・ されず。(205 99) 
桑名城下町遺跡

桑名市内堀 診療所の増築のため 32肥前陶磁器・土師器が出土。(205 99) 

工事立会。桑名城下町遺跡
桑名市南寺町 店舗併用住宅

肥前陶磁器・土師器が出土。(205 99)隣接地

工事立・会遺。物確認
桑名城下町遺跡

桑名市
遺構 されず。(205 99)隣接地

工事立・会遺。物桑名城下町遺跡
桑名市＝之丸 個人住宅

遺構 確認されず。(205 100) 

工事立・会遺。物桑名城下町遺跡
桑名市元赤須賀 個人住宅

遺構 確認されず。(205 99) 

工事立会。桑名城下町遺跡
桑名市内堀 個人住宅

遺構・遺物確認されず。(205 99) 

工事立会遺。物桑名城下町遺跡
桑名市外堀 個人住宅増築

遺構・ 確認されず。(205 99) 

工事立・会遺。物桑名城下町遺跡
桑名市宝殿町 個人住宅

遺構 確認されず。(205 99) 

工遺構事立・会遺。物確認されず。
桑名城下町遺跡

桑名市伊賀町 個人住宅(205 99) 

工事立・会遺。物桑名城下町遺跡
桑名市開勢町・蛭子町 下水道工事

I 遺構 確認されず。(205 99) 

遺構は確認されず。江場貝戸遺跡
桑名市大字江場長折 工場

4 山茶椀等が出土。(205 131) 
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遭い（遺騎番号） 所在趣 調査原因・費用負担 悶 調査概要

山田遺跡 (343-1) 三重郡朝日町柳 土地区画整理事業 朝日町 113 
柱穴。土師器・須恵器。
本調査予定。

茂福城跡 (202-253) 四日市市茂福町 下水道 四日市市 311 堀跡？

茶（登臼録山不古墳要群）隣接地 四日市市大字泊村 共同住宅建設 事業者 108 遺構・遺物なし。施工可

垂坂遺跡 (202-251) 四日市市大字羽津 宅地造成 事業者 16遺構・ 遺物なし。施工可

兎兎（登J:上神録A遺社不跡前要遣）騎隣接地 四日市市伊坂町 NTTドコモ鉄塔建設 事業者 18遺構・遺物なし。施工可

遺構・遺物なし。

宮蔵遺跡 (202-466) 四日市市山田町 宅地造成（足見台エコシティ） 事業者 1,504 既考に消滅していると
えられる。

施工可

辻の下遺跡 (202-416) 四日市市波木町 宅進入地造道成路 （足見台エコシティ） 事業者 235 遺構・遺物なし。施工可

平尾大池遺跡 (202-416) 四日市市平尾町 工場建設 事業者 31遺構・遺物なし。施工可

東日野遺跡 (202-164) 四H市市東日野町 宅地造成 事業者 344 遺構・遺物なし。施工可

大丸遺跡(202-503) 四日市市小牧町 区画整理事業 四日市市 64遺構・遺物なし。施工可

宮の西遺跡 (202-155) 四日市市中川原二丁目 宅地分譲 事業者 48 遺物なし。
土器細片。施工可

西台古墳 (202-196) 四日市市河原田町 宅地造成 事業者 64遺構・遺物なし。施工可

斎宮谷B遺跡
四日市市大矢知町 共同住宅建設 事業者 52遺構・遺物なし。施工可

(202-511) 

竪穴住居、土坑師器、溝等。

範北勢囲確バ認イパス建設にあたっての
弥生土器、土

久留倍遺跡 (202-74) 四日市市大矢知町 建設省 498 
須ほ恵ぼ器遺跡等。全体に遺構が

広がる。要本調査

茂福城跡 (202-253) 四H市市茂福町 宅地造成 事業者 12遺中構世陶な器し。・ 土師器片出土。

慎重工事

東日野遺跡 (202-164) 四日市市東日野町 宅地造成 事業者 35遺構・遺物なし。施工可

北之脇遺跡 (202-405) 四日市市大矢知町 北勢バイパス建設 建設省 210 
遺構な流し。れ込
構成の みの遺物のみ。
施工可

羽津広遺跡 (202-336) 四日市市大矢知町 北勢バイパス建設 建設省 32 遺構・遺物なし。施工可

旧流路？、木製品結出果土。で
四方天遺跡 (202-496) 四H市市大矢知町 北勢バイパス建設 建設省 48 周辺の保試掘留調扱査い。の

判断。

久留倍遺跡 (202-74) 四日市市大矢知町 北勢バイパス建設 建設省 153 
竪穴住居、土坑師器、溝等。

須弥生恵器土器等。、 要土本調査

野田遺跡近接地
四日市市伊桑町 病院建設 工事立会遺。物

(202-262) 遺構・ なし。

坪ノ内遺跡 (202-143) 四日市市高角町・寺方町 下水道建設 工事立会遺。物
遺構・ なし。

七曲遺跡 (202-392) 四日市市鹿間町 集落排水建設 工事陶立器会。片
中世 のみ。

出口遺跡 (202-389) 四H市市鹿間町 集落排水建設 工土事師器立甕会。片のみ。

大西野遺跡 (202-387) 四日市市南小松町 集落排水建設 工事立会遺。物
遺構・ なし。

大穴(2道塚0端2古-遺墳21 跡群7 • ( 2 0 2 -4 0 0 ) 工事立会遺。物四日市市鹿間町 集落排水建設
218) 遺構・ なし。

貝野遺跡 (202-124) 四日市市東坂部町 集落排水建設 工事立会遺。物
遺構・ なし。

小生遺跡 (202-282) 四日市市小生町 下水道建設
工事立会。
遺構なし。遺物細片。

城ノ谷遺跡 (202-66) 四日市市広永町 個人住宅 工事立会、遺構・遺物なし。

上野遺跡 (202-479) 四H市市西阿倉川町 下水道建設 I 
II弥工生事立・土会師、器遺破構片なのしみ。。

大日山古墳群
四日市市寺方町山之瀬古 県単／生活環境保全林機能強化 1工事立会、遺構・遺物なし。(202-145• 146) 

西台古墳 (202-196) 四日市市河原田町 下水道建設 工事立会、遺構・遺物なし。
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遺騎名（遺騎番号） 所在趣 調査原因・費用負担 芯 調査量要

城ノ谷遺跡 (202-66) 四日市市広永町 個人住宅 工事立会、遺構・遺物なし。

龍光寺遺跡
鈴鹿市神戸二丁目 住宅建設

工事立会、遺構・遺物なし。

(207-1193) 施工可

土師南方遺跡
鈴鹿市若松西二丁目 住宅建設

工事立会、遺構・遺物なし。

(207-384) 施工可

岩ヶ谷遺跡
鈴鹿市平野町 住宅建設

工事立会、遺構・遺物なし。

(207-810) 施工可

岸岡山m遺跡
鈴鹿市岸岡町 宅地造成 鈴鹿市※ 5.5 遺構・遺物な立し。会

(207-889) 造成時に工事 。

三日市東遺跡
鈴鹿市三日市町 側溝改良

工事立会、遺構・遺物なし。

(207-1158) 施工可

須賀遺跡 (207-166) 鈴鹿市須賀一丁目 鉄塔建設 鈴鹿市※ 3遺構・遺物なし。施工可

国分北遺跡 (207-793) 鈴鹿市国分町 倉庫建設 事業者 9遺構・遺物なし。施工可

西ノ野遺跡 (207-160) 鈴鹿市国府町 住宅建設 鈴鹿市※ 12.5 遺構・遺物なし。施工可

国分東遺跡 (207-539) 鈴鹿市国分町 倉庫建設 鈴鹿市※ 5柱穴

大鳥居遺跡 (207-591) 鈴鹿市郡山町 住宅建設
工事立会。遺構・遺物なし。
施工可

平田遺跡 (207-386) 鈴鹿市平田本町一丁目 住宅建設
工事立会。遺構・遺物なし。
施工可

沢遺跡 (207-554) 鈴鹿市西條町 共同住宅建設 鈴鹿市※ 9遺構・遺物なし。施工可

保子里遺跡 (207-1067) 鈴鹿市国府町 住宅建設 鈴鹿市※ 7.5 遺構・遺物なし。施工可

西川遺跡 (207-675) 鈴鹿市郡山町 住宅建設 鈴鹿市※ 8.5 遺構・遺物なし。施工可

岡田南遺跡 (207-1181) 鈴鹿市岡田一丁目 住宅建設
工事立会。遺構・遺物なし。
施工可

国分遺跡 (207-838) 鈴鹿市国分町 住宅建設 工事立会。施工可

西ノ野11号墳 (207-208) 鈴鹿市国府町 住宅建設 鈴鹿市※ 27.5 周本溝調査、須実恵施器1片20。nf 

岸岡山田遺跡 (207-889) 鈴鹿市片岡町 住宅建設
工事立会。遺構・遺物なし。
施工可

溝・柱穴・土師器・須恵器

天王遺跡 (207-873) 鈴鹿市片岡町 病院増築 事業者 13瓦・山茶実椀施。
本調査 lOOrrl 

岸岡山田遺跡 (207-889) 鈴鹿市片岡町 住宅建設
工事立会。遺構・遺物なし。
施工可

岸岡山m遺跡 (207-889) 鈴鹿市片岡町 宅地造成
工事立会。遺構・遺物なし。
No.4の試掘の続き。施工可

国分遺跡 (207-838) 鈴鹿市国分町 住宅建設
工事立会。遺構・遺物なし。
施工可

天王遺跡 (207-873) 鈴鹿市片岡町 共同住宅建設 事業者 13.5 柱穴。遺物なし。地下保存

工事立会。遺構・遺物なし。
西川遺跡 (207-675) 鈴鹿市郡山町 住宅建設 施工可

石薬師東遺跡 (207-727) 鈴鹿市石薬師町 住宅建設 鈴鹿市※ 13.5 溝・ 遺物なし。地下保存

遺構なし。

天王遺跡 (207-873) 鈴鹿市片岡町 住宅建設 鈴鹿市※ 10.5 土師器片・須恵器片。
施工可

国分遺跡 (207-838) 鈴鹿市国分町 住宅建設 鈴鹿市※ 5遺構・遺物なし。施工可

林崎遺跡 (207-1178) 鈴鹿市林崎二丁目 住宅建設 工事立会。遺構・遺物なし。

国分寺北遺跡 (207-536) 鈴鹿市国分町 住宅建設
工事立会。遺構・遺物なし。
施工可

西ノ野遺跡 (207-160) 鈴鹿市国府町 住宅建設 鈴鹿市※ 8.5 遺構・遺物なし。施：I頂I

岸岡山田遺跡 (207-889) 鈴鹿市片岡町 公園造成
工事立会。遺構・遺物なし。
施工可

保子里遺跡 (207-1067) 鈴鹿市国府町 病院建設 事業者 50 土坑恵。器。弥生土器・土師器
須 本調1f.370吋

神戸城跡 (207-366) 鈴鹿市神戸四丁目 住宅建設 工事立会。施工可

西ノ野遺跡 (207-160) 鈴鹿市国府町 住宅建設 鈴鹿市※ 7.5 遺構・遺物なし。施」頂I
-- . ・- -

高宮城跡 (207-606) 鈴鹿市加佐登二丁目 住宅建設
工事立会。遺構・遺物なし。

鈴鹿市.※.1' ＇ L 5 

施J頂I
I - -- - -・-- -- ---- --- - - - -

石丸野遺跡 (207-387) iI 鈴鹿市平野町 工場増築 遺構・ 遺物なし。施工可
--

長者屋敷遺跡 (207-367) 鈴鹿市広瀬町 農業関連

鈴鹿,Ii門※i~ 4. 5 ＇柱工事穴。—時上師中器七lie坑・常．溝滑甕・。瓦片
沢城跡 (207-367) 1鈴鹿市西條町 I倉庫建設 鈴鹿巾
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遺騎名（遺騎番号） 所在趣 調査原因・費用負担 芯 調査畢要

国分北遺跡 (207-536) 鈴鹿市国分町 住宅建設
工事立会。遺構・遺物なし。
施工可

大谷茶山遺跡 (207-794) 鈴鹿市木田町 住宅建設 鈴鹿市※ 3.5 遺構・遺物なし。施工可

山城遺跡 (210-155) 亀山市川合町山城、垣内 和田能褒野線 亀山市建設課 48遺構なし。中世土器。施工可

網新中遺跡 (210-350)
（規）

亀山市辺法寺町字網中 第二名神 日本道路公団 510 埋甕遺構。本調査 160吋。

落山遺跡 (210-135) 亀山市辺法寺町字網中 第二名神 日本道路公団 350 
遺構・遺物なし。
本調査 600吋。

大増遺跡 亀山市辺法寺町字大増 第二名神 日本道路公団 480 
遺構なし。
近代開墾地。施工可

I 

平垣内 1号墳：遺構は検出さ

平垣内 1号墳 (206-
れず、事業地は遺跡の範囲で

中部電力 ないことを確出認遺跡。1192) 上野市長田 送電線敷設工事
株式会社

13.5 
遺（仮物）は南山 ：遺構なし（仮）南山出遺跡 流れ込みと見られる。
施工可

上野城下町遺跡 株式会社 瓦・陶土磁坑器（時出期土。不
上野市車坂町 分譲宅地造成 114 溝・ （ 明）を検出

(206-1230) アートIヽりゾンク・
施工可

古屋敷遺跡 (206-1136) 上野市小田町 共同住宅造成 中野茂樹 125.6 施つ瓦瓦（弥器工い・陶生、叱て磁末近ば器～世（古陶発出削墳器士平掘。初部調出甕頭分査土6。） 実・7.施高s杯） n11・ 

、 掘調

清水谷2号墳

城(2山0城6-跡1136) 上野市比土 住宅建設 有限会社山恒 309.5 
(206-592) 

荒堀長川館跡 (206-598) 上野市比自岐 農村公園整備工事
堀の一部を検師出。器

14 瓦器細片• 土
（中世～江戸）出土。施工可

北中（長井隣野遺接跡遺）跡(2(206-228) NTTファルコン設置用敷地造 日本電信・電話
06-1075) 上野市上之庄

成 株式会社
遺構・遺物なし。施工可

上（野野城崎跡新平(2城06内-役35所8)跡） 上野市丸之内 共同住宅新築 筒井艶子 陶磁器・瓦出士。施工可

藤陶磁堂器本丸南部：瓦・鉄製品・
出土。

北谷長屋遺跡物包西含部層：瓦・陶陶磁器器・
を含む 及び
磁器・土師器・瓦を伴う土坑

国史跡上野城跡 (206-
上野市丸之内 桜植樹 上整野備公協園桜会 本を確丸認登。城口付近：瓦・陶器出358) 

城検土瓦土。。代出・． 家陶ピ器老ッ屋ト・敷及土跡師び器遺下物の・磁郭包器東含部が層出を： 

喜春遺跡 (206-818)
天王下館跡 (206-517) 上野市佐那具町 宅地造成 矢合建設 遺構・遺物なし。施工可
喜春東館跡 (206-518)

横山遺跡 (206-790)
上野市蓮池 防火水槽設置 上野市 遺構・遺物なし。施工可

（隣接）

官舎遺跡 (206-346) 上野市西高倉 農業集落排水 上野市 遺構・遺物なし。施工可

上野城下町遺跡
上野市車坂町 宅地造成

株式会社
遺構・遺物なし。施工可

(206-1230) アートハウヅンク・

立（岡隣遺接跡） (206-418) 上野市四十九町 集合住宅建設 中森勇 遺構・遺物なし。施工可

森（隣田接氏宅）跡 (206-418) 上野市猪田 農業集落排水 上野市I 遺構なし。土師器片出土。

清水遺跡 (206-37) 上野市大野木 防火水槽設置 上野市 遺構・ 遺物なし。施工可

寺垣内遺跡 (206-221) 上野市長田 防火水槽設置 上野市 遺構・遺物なし。施工可
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遺名（遺騎番号） 所在趣 調査原因・費用負担

== 
調査●要

尾ノ上遺跡 (206-338) 上野市西高倉 農業集落排水 上野市 遺構・遺物なし。施工可

菊（永隣接氏館）跡 (206-504) 上野市猪田 防火水槽設置 上野市 包施土含師工器層可を（確中認世。～江遺構戸）なをし。含む

平塚遺跡 (384-662) 安芸郡安濃町大字戸島 住宅建設 31土坑。試掘調査。工事立会。

多倉田遺跡 (384-534) 安芸郡安濃町大字川西 資材置場 57 大工溝事立・溝会。・土坑。 試掘調査。

藤ヶ森城 (384-597) 安芸郡安濃町大字川西 県治山事業 60 柱（穴中。国銭土塁）。・漆工事・銅立銭会9。7枚

平塚遺跡 (384-662) 安芸郡安濃町大字戸島 工業団地造成 試掘調査。工事着手。

岡南副遺5跡号墳(384-736) 
岡 (384-109)

安芸郡安濃町大字川西 土取り 6土坑。試掘調査。工事着手。

大谷古墳 (384-585) 安芸郡安濃町大字太田 宅地造成 141. 5 埋葬施設。本調査の指導未定

徳居古1-窯3址)群 9号古窯址 安芸郡河芸町大字三行乗毛谷
杜の街 事業者 遺構なし。基遺づ物き須工恵事器を行2片う。。

(38 740 措置書に 。

仮）北阿漕田遺跡
津市大字津興 宅地造成 事業者

8牡筐士師工器ぬ可細。片。遺構遣構・葦な物し。なし。鼻要）

2育6生1)小校庭遺跡 (201- 津市大字津興 宅地造成

尺目遺跡 (201-359) 津市大字半田 宅地造成 事業者 12遺構・遺物なし。施工可

向山遺跡 (201-797) 津市高茶屋小森町 宅地造成 事業者 48 遺構・遺物なし。施工可

牛下シ遺跡 (201-838) 津市高茶屋小森町 宅地造成 事業者 18遺構・遺物なし。施工可

雲出島貫遺跡 (201-484) 津市雲出島貫町 市道拡幅 津市 40 遺構不明確。古式土師器。

桶田 2号墳 (201-314) 津市片田長谷場町 神社参道の整備 津市 2遺構・遺物なし。施工可

小野江・甚目遺跡
一志郡三雲町大字小野江 店舗建設 事業者 84 

士師器片・山茶椀片・墳砂痕
(407-3) 施工可

上(4ノ0庄7-宮26)ノ腰遺跡 一志郡三雲町大字上ノ庄 給油所建設 事業者 8遺構・遺物なし。施工可

奥津広垣内遺跡
一志郡美杉村奥津 NTTドコモアンテナ設置 事業者 4.5 遺構・遺物なし。

(406-107) 

川上広垣内遺跡
一志郡美杉村川上 NTTドコモアンテナ設置 事業者 3遺構・遺物なし。

(406-123) 

境ヶ瀬B遺跡 (406-79) 一志郡美杉村太郎生 NTTドコモアンテナ設置 事業者 2遺構・遺物なし。

分布
調査：

陶宝本中近）調世査・墓キ・2古セ002銭ルn1基。2 、土師磐m片（仮）宮垣内遺跡
名賀郡青山町川上字宮垣内 川上ダム建設 事業者 8悶,000： 

枚（寛永通
(501-248) 

本調査
700 

（仮）ニツ山遺跡 多気郡多気町大字森荘字林沖
宅地造成 事業者 112 遺構・遺物なし。施工可

（登録不要） 川浦

片野殿垣内遺跡
ピット・土坑・土師器

(444-27) 多気郡勢和村片野 土地区画整理事業 勢和村 200 縄協文議土中器・石器。

船戸遺跡 (444-34) 多気郡勢和村片野 土地区画整理事業 勢和村 56 ピット・溝協議・縄中文土器
土師器。

遣構・ 遺物期古は靡墳の認集騎藝での騎存き在ずや。古が墳想
北山遺跡 (461-393) 度会郡玉城町下田辺字土山 土砂採取 事業者 700 

弥生時代後

時定代。後施期工の可

杉山遺跡 (461-377)

近隣小接社隣地地遺跡 (461-272) 
度会郡玉城町岡出字里前通り 砂利採取 事業者

96 明確な遺構・遺物確認できず
施工可

高野御前遺跡 (203-113) 伊勢市有滝町 耕地区画整備 88堀削箇所に遺構・遺物なし。

茶臼塚遺跡 (203-79) 伊勢市有滝町 伊勢北部土地改良区 堀削箇所に遺構・遺物なし。

拓ヶ広遺跡（登録不要） 伊勢市宇治浦田町 店舗建設 事業者 130 遺構・遺物なし。
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III 埋蔵文化財保護体制の充実

1 各種会議

〔三重県埋蔵文化財担当者会議〕

当埋蔵文化財センターのほか、県教育委員会生涯学習課文化財保護室・斎宮歴史博物館及び市町村の埋蔵文化財担

当者による技術研修や情報交換を目的として、平成 11年度は次の 4回を開催した。

＼ 開催日 場 所 内 容

第 1回 平成 11年 4月 27日 斎宮歴史博物館 ・埋蔵文化財調査の現状と課題

・講演「埋蔵文化財保護行政の現状と課題」

文化庁記念物課 坂井秀弥氏

第 2回 平成 11年 7月 7日 ハートフルみくも ・埋蔵文化財調査の成果と課題

スポーツ文化センター ・遺跡調査におけるデジタル管理について

コンピュータ・システム株式会社・有限会社シンエイ測器

・講演「発掘調査現場における健康管理」

県総務局職員課福利厚生室 林志津子氏

• 発掘調査現地視察

舞出北遺跡（県埋文センター）

雲出島貫遺跡（県埋文センター）

第 3回 平成 11年 9月 27日 四日市市立博物館 ・埋蔵文化財調査の成果と課題

・「民間発掘調査機関導入の現状」

三重県埋蔵文化財センター 杉谷政樹

・「発掘された日本列島'99」「三重の発掘展」見学

第 4回 平成 12年 3月 13日 斎宮歴史博物館 ・埋蔵文化財調査の成果と課題

・市町村がかかえる課題と展望

①事例発表 1「北畠氏館跡発掘調査の現状と展望」

美杉村教育委員会 石淵誠人氏

②事例発表 2「赤土山古墳群発掘調査の経過とその後」

伊勢市教育委員会 古川 毅氏

③講演「小規模自治体における埋蔵文化財保護行政」」

山梨県明野村埋蔵文化財センター 佐野 隆氏

〔三重県埋蔵文化財連絡調整会議〕

県及び市町村の埋蔵文化財保護行政に諸問題について協議・情報交換を行うとともに、長期計画・展望について意

見交換を行うことを目的として、平成 11年度は次の 2回を開催した。

＼ 開催日 場 所 内 容

第 1回 平成 11年 11月 4日 斎宮歴史博物館 ・文化財保護行政推進検討委員会中間報告

・「民問発掘調査組織の取扱いについての指針（案）」に

ついて

・遺跡カードの書式と提出時期など

第 2回 平成 12年 3月 6日 斎宮歴史博物館 ・埋蔵文化財保護にかかる県と市町村との役割分担に

ついて

・文化庁委員会報告「埋蔵文化財の事前協議と本発掘調

査の実施計画（報告）案」について

〔全国公立埋蔵文化財センタ一連絡協議会関係の会議〕

全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会が主催する会議・研修会に職員を派遣し、他機関との交流や技術研修を行

っている。平成 11年度は次の会議等に参加した。

名 称 内 容 期 日 場 所 出席者

平成 11年度全国公立埋蔵文化財 平成 10年度事業報告に 平成 11年 5月
北海道苫小牧市

山澤義貴

センター連絡協議会総会 ついて その他 27・28日
「ホテル・イーストジャパ

本堂弘之
ン」

全国公立埋蔵文化財センター連 研修テーマ『出土文化 平成 11年 10月 兵庫県神戸市 森川幸雄

絡協議会第 12回研修会 財の公開と活用』 21・22日 「舞子ビラ」 水谷豊

平成 11年度全国公立埋蔵文化財
山澤義貴

センター連絡協議会東海・北陸
民問機関の導入につい 平成 11年 11月 三重県松阪市 田阪仁

プロック会議
て そ の 他 24・25日 「松阪グリーンホテル」 野原宏司

森川幸雄
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2 埋蔵文化財発掘技術者研修

〔職員研修〕

職員の技術的向上を目的に、奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センターが実施する埋蔵文化財発掘調査技術者専門

研修を随時受講させている。

内 容 期 間 受講者

埋蔵文化財発掘技術者専門研修『保存科学課程』 平成 11年 7月 22日----8月5日 角正淳子

埋蔵文化財発掘技術者専門研修『報告書作成課程』 平成 12年 1月 12日----1月 22日 山口 格

埋蔵文化財発掘技術者専門研修『荘園遺跡調査課程』 平成 12年 3月 14日----3月 17日 倉田文美

水谷豊

〔埋蔵文化財発掘技術者研修（教員研修）〕

昭和 42年度以来、県下の学校教員を対象として、埋蔵文化財の発掘調査等についての専門的知識と技術の習得を

目的とする研修事業を実施している。平成 11年度は次の 2名が県埋蔵文化財センター及び県内発掘調査現場におい

て研修を行った。昭和 54年度から平成 11年度までに 76名が研修を終了した。

平成 11年度研修員

山口聡嗣 鈴鹿市立白鳥中学校

平成 11年度研修内容

月

打田久美子 鈴鹿市立大木中学校

研 修 内 容

4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
2
3
 

研修ガイダンス、室内講義、遺物実測実習、分布調査実習、発掘調査実習（中島遺跡）

発掘調査実習（石薬師東遺跡）

発掘調査実習（石薬師東遺跡）、遺物実測実習、分布調査実習

発掘調査実習（力尾城跡・北蟻越遺跡）、遺物実測実習

発掘調査実習（力尾城跡・北蟻越遺跡・古轡通り B遺跡）、室内講義

発掘調査実習（力尾城跡・北蟻越遺跡・天花寺城跡ほか）、室内講義、遺物実測実習、試掘調査実習

発掘調査実習（門ノ上遺跡）、室内講義

発掘調査実習（門ノ上遺跡・国分北遺跡・コドノ B遺跡ほか）、室内講義、試掘調査実習

発掘調査実習（替田遺跡・金剛坂遺跡）、室内講義

発掘調査実習（城堀遺跡・金剛坂遺跡）、室内講義、分布調査実習、報告書作成実習

報告書作成実習

報告書作成実習、拓本実習

室内講義内容

月日 内 容 担 当 者

4月 2日 遺物概論 竹田憲治

4月 5日 埋蔵文化財の保護 山澤義貴

埋蔵文化財センターの役割 田阪仁

最近の発掘調査から① 山田 猛

時代概論①：旧石器時代・縄文時代 松葉和也

4月 6日 時代概論② ：弥生時代・古墳時代 前川嘉宏

最近の発掘調査から① 吉水康夫

4月 7日 時代概論③ ：奈良時代• 平安時代 田阪仁

時代概論④．中近世 竹田憲治

4月 8日 試掘•本発掘調査の立案と積算・法令 前川嘉宏

4月 9日 遺跡の発見から試掘調査まで 竹田憲治

発掘調査から報告書まで 松葉和也

4月 12日 遺跡からみた北勢地方の歴史 前川嘉宏・杉谷政樹

4月 13日 遺跡からみた中勢地方の歴史 田阪仁•本堂弘之
4月 14日 遺跡からみた南勢地方の歴史 松葉和也・筒井正明

4月 15日 遺跡からみた伊賀地方の歴史 竹田憲治

8月 31日 遺物各論①：旧石器時代・縄文時代 松葉和也

9月 30日 報告書の体裁 竹田憲治

遺物各論②．木製品 穂積裕昌

10月 29日 遺物各論③．須恵器（古墳時代） 服部芳人

遺物各論④ 土師器（古墳時代） 新名 強

11月 30日 遺物各論⑤ 古代の土器 尾野公恵

遺物各論⑥ ・ 瓦 河北秀実

12月 27日 遺物各論⑦：中世の陶器 前川嘉宏

遺物各論⑧ ：土師器 伊藤裕偉

1月 31日 遺物各論⑨．弥生士器 小濱学

2月 29日 保存処理 角正淳子

3月 7日 遺物写真撮影 本堂弘之
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〔埋蔵文化財発掘技術町村職員研修〕

町村教育委員会の職員を対象として埋蔵文化財発掘技術を研修し、文化財保護行政に資するための研修を実施して

いる。本年度は次の 2件を実施した。

所属・ 氏名 種別 内 容 期 間

浅川充弘 講座 I 文化財保護法の概要、分布調査実習ほか 平成 11年 4月 1日,..._,4月 30日

（朝日町教育委員会） 講座 II 発掘調査実習ほか 平成 11年 6月 1日-7月 30日

中西秀貴
講座 I 文化財保護法の概要、分布調査実習ほか 平成 12年 1月 17日--2月 16日

（玉城町教育委員会）

3 埋蔵文化財保護等に関する指導・協力

依頼者

朝日町教育委員会

美杉村教育委員会

三雲町教育委員会

四日市市立博物館

紀勢町教育委員会

四日市市教育委員会

鳥羽市教育委員会

大安町教育委員会

文化庁記念物課

紀和町教育委員会

勢和村教育委員会

勢和村教育委員会

大山田村教育委員会

松阪市教育委員会

三雲町教育委員会

二見町教育委員会

文化庁記念物課

勢和村教育委員会

上野市教育委員会

伊勢市教育委員会

芸濃町教育委員会

文化庁記念物課

嬉野町教育委員会

玉城町教育委員会

松阪市教育委員会

藤原町教育委員会

勢和村教育委員会

鈴鹿市教育委員会

文化庁記念物課

大台町教育委員会

北勢教育事務所

文化庁記念物課

白山町教育委員会

内 容

土地区画整理事業にかかる埋蔵文化財の取扱い指導

北畠氏館跡ほかの発掘調査指導

松本権現前遺跡発掘調査報告書作成指導

四日市市博物館資料委員会委員の委嘱

民間大規模土砂採取事業にかかる埋蔵文化財の取扱い指導

資料の整理に関する指導

自然崩落が進む白浜貝塚の取扱い指導

公会所移転にかかる宇賀新田古墳群の取扱い指導

埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査協力者会議

史跡赤木城跡発掘調査・整備指導

土地区画整理事業にかかる埋蔵文化財の取扱い指導

土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査指導

村道改良に伴う鳳凰寺遺跡発掘調査及び報告書作成指導

史跡宝塚古墳保存整備指導委員委員会への出席

埋蔵文化財詳細分布調査及び発掘調査の報告展示会指導

安養寺跡発掘調査報告書作成指導

埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査協力者会議

片野殿垣内遺跡発掘調査の整理・報告書作成指導

上野城跡発掘調査指導

赤土山古墳群発掘調査指導

埋蔵文化財詳細分布調査指導

埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査協力者会議

貝蔵遺跡出土墨書土器検討委員会への出席

土砂採取事業に伴う土山遺跡試掘調査指導

史跡宝塚古墳出土品に関する指導

町上水道貯水場建設に伴う東禅寺廃寺発掘調査の取扱い指導

土地区画整理事業に伴う片野殿垣内遺跡発掘調査指導

長者屋敷遺跡ほか発掘調査事業に関する指導

埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査協力者会議

町水道タンク移設工事にかかる川合城跡の取扱い指導

平成 11年度第 2回北勢地区文化財保護担当者研修会の講師

埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査協力者会議

町道整備にかかる川口北方遺跡の取扱い指導

期日

4月 1日....__,3月 31日

4月 1日....__,3月 31日

4月 1日....__,7月 30日

4月 1日....__,3月 31日

4月 13日

5月 7日

5月 12日

5月 14日

6月 3 日....__,6月 4 日

6月 18日....__, 3月 31日

7月 2日

7月 14日....__,8月 31日

7月 21日....__,9月 30日

7月 30日

8月 1日....__,8月 31日

8月 17日....__,3月 31日

8月 19日....__,8月 20日

8月 25日....__,3月 31日

9月 6 日

10月 28日-----12月 21日

11月 1日....__,3月 31日

11月 25日-----11月 26日

11月 29日

12月 7日

12月 14日・ 1月 20日

12月 15日

1月 4 日....__, 3月 31日

1月 13日

1月 17日....__, 1月 18日

1月 28日

1月 18日

2月 21日....__, 2月 22日

3月 23日
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〔発掘技術者研修（教員対象）実施要項〕

平成 11年度埋蔵文化財発掘技術者研修実施要項

l 目的

埋蔵文化財の発掘調査および保存についての専門的知識と技術の習得に務めようとする者を、三重県埋蔵文化

財センターにおいて研修を実施し、埋蔵文化財の保護体制の強化に資することを目的とする。

2 主催

三璽県教育委員会

3 担当

三重県埋蔵文化財センター

4 期 間

平成 11年 4月 1日～平成 12年 3月 31日までの 12か月問

5 場所

・多気郡明和町竹川 三重県埋蔵文化財センター

・県内各発掘調査現場

6 人 員

4名

7 参加資格

(1)県内の公立小学校、中学校、高等学校、盲．聾・養護学校の教員のうちで、原則として大学において考古

学・歴史学を専攻、もしくは発掘調査の経験を有する者。

(2) 健康で現場作業に従事することのできる者で、原則として昭和 37年 4月以降生まれである者。

8 研修内容

(1) 講義

総論 ・文化財の保護

各論 ・文化財保護法

(2) 実習

・史跡および埋蔵文化財保護の現状

• 発掘調査方法

調査計画、墳墓・集落• 生産所・窯・宮殿・官術・寺院跡の調査

・遺物調査方法

実測原理、土器・土製品・石器・木製品・瓦の観察と整理、人骨・動植物遺体の調査

• 関係学概説

建築構造、測量、保存科学、文献史学

・報告書作成方法 等

• 発掘調査実習、測量実習、遺構実測実習、写真撮影実習、遺物保存処理実習等

9 講師

三重県埋蔵文化財センター職員ほか

10 その他

(1) 研修者の出張旅費は、県の旅費規程にしたがって支給する。

(2) 研修期間中は、当該学校に対し常勤講師の補充がなされる予定である。

(3) 研修を修了した者には、修了証書を交付する。
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〔町村職員研修実施要項〕

埋蔵文化財発掘調査技術町村職員研修実施要項

1 目的

この要項は、各町村において文化財保護行政を担当する者に対して、埋蔵文化財の発掘調査に関する専門的知

識と技術について研修（以下「研修jという。）を行うことにつき、必要な事項を定めるものとする。

2 研修の主体

研修は、三重県埋蔵文化財センターが行う。

3 研修の場所

研修の場所は、三重県埋蔵文化財センターおよび県内各地の埋蔵文化財発掘調査現場等とする。

4 研修の対象

研修の対象者（以下「研修員jという。）は、町村教育委員会文化財保護行政担当職員、もしくはこれに準ずる者

とする。

5 研修員の決定

(I)町村教育委員会教育長は、職員に研修を受けさせようとするときは、別紙様式の「研修希望調書jを三重県

埋蔵文化財センター所長（以下「所長」という。）に提出するものとする。

(2) 所長は、研修希望調書をもとに選考のうえ研修員を決定し、町村教育委員会教育長に通知するものとする。

6 研修の内容

研修の内容は、別表「研修内容」のとおりとする。

7 修了証書の交付

所長は、研修員が全研修課程を修了したと認めるときは、修了証書を交付する。

8 研修に要する経費

(1) 研修員の旅費は、研修員派遣機関において負担するものとする。

(2) 所長は、研修に必要な資料等の経費について、研修員派遺機関に実費負担を求めることができる。

9 その他

前各項に定めるもののほか、研修の実施について必要な事項は、所長が別に定める。

（附則）

この要項は、平成 6年 4月 1日から施行する。

（別 表） 埋蔵文化財発掘調査技術町村職員研修 研修内容

講座名 期 間 研 修 内 容

講座 I 1か月間 0文化財保護法の概要 0埋蔵文化財の判定 0試掘調査の立案と実習

講座 II 2か月問 0発掘調査の立案と実習 〇遺構の実測と写真撮影実習

講座皿 2か月問 0発掘調査資料の整理実習 遺構図面・写真の整理 出土遺物の整理 遺物実測

講座N 2か月間 0報告書作成に関する実習 遺物写真撮影 遺物・遺構図版の作成

〔注〕

(1) 講座・については、講座修了者と同等の技術を有すると所長が認めた場合は省略することができる。

(2) 各講座の取得方法および実施時期は研修員派遣期間と協議の上決定する。
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（参考）

受講例

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 31 4 5 6 7 8 

例 II・-・.  . . 

例 2
II 

皿 N
-
I
I
 

llI z
 

（別紙様式）

第 号

乎成年月日

三重県埋蔵文化財センター所長 様

町村教育委員会教育長 ［ 
研 修希望調書

埋蔵文化財発掘調査技術町村職員研修を次のとおり希望します。

希望する講座名

研 修派遣期間 年 月 日 から 年 月 日まで

戦 符 悶 性別 男・女

研
生年月日（年齢） （ 歳）

修

希
現職年数 年 （ 年 月 以来）

望

職
最終学歴 学校名（ 学部 学科）

員

発掘調査経験 有 無

（参加遺跡名） （ ） 

その他希望事項

-48-



N 資料の整理・保管・公開

1 資 料 の 整理・保管

平成 11 年度の各事業別出土品量の概数は下表のとおりであり、その整理は埋蔵文化財センター及び受託事業現場

整理所等で行っている。出土品の保管については、原則として再検討・貸出等利用頻度の高いものを埋蔵文化財セン

ター内の収蔵庫に、その他のものは各地収蔵庫に保管している。

一方、実測図面・写真フィルム類についても出土品と同様に整理し収蔵庫 1に保管している。また、受贈図書は約

2. 0 7 9冊あり、図書室及び埋蔵文化財センター内の図書棚に分類保管して職員の利用に供している。

〔平成,, 年度出土品量（概数）〕

事 業 名 今年度出 土量

県 事 業 関 係 2. 6 6 0 

東海環状建設関係 2 5 

中勢道路建設関係 5 2 7 

受託事業関係

第二名神建設関係 9 1 4 

その他 3 3 

埋蔵文化財センター分 計 4 . 1 5 9 

斎宮歴史博物館分 8 0 

ムロ 計 8, 3 9 8 

＊ 数量は、平成 11 年度末時点の量をコンテナバット (55cm 

x35cmxl5cm)に収納した場合の箱数である。

＊ 平成 11 年 度 出土分は、正式収蔵時に再整理するため、そ

の時点で箱数が変勤する。

＊ 出土品保管量については、収蔵スペースの確保のために出

土品収納方法の見直しと再収蔵を実施したことにより、前年

度数量より減少している。

2 科学的保存処理

〔出土品保管状況（概数）〕

施 設 名 出土品保 管量

桜橋収蔵庫 21. 512 

藤方収蔵庫 6. 3 2 9 

各 地 収 蔵 庫

上野収蔵庫 3. 3 0 8 

高茶屋収蔵庫 1, 6 3 9 

東海環状整理所 4 7 5 

受託現場整理所
中勢道路整理所 3, 7 4 6 

（一時保管）
第二名神整理所 1. 0 5 0 

玉城整理所 5 3 0 

収蔵庫 1 1 8 9 

埋蔵文化財センター内 収蔵庫 2 3. 4 4 0 

仮設収蔵庫 2. 5 7 2 

埋蔵文化財センター分 計 44, 790 

斎宮歴史博物館 収蔵庫 2 11, 543 

＾ ロ

計 56, 333 

埋蔵文化財センターには、出土品の保存処理を実施するため保存科学室 1 (木製品保存処理）に PEG樹 脂含

浸装置 2基、保存科学室 2 ( 金 属 製 品 保 存 処理）に減圧樹脂含浸装置 l基ほかが設置されている。また、中勢

道路整理所にも PEG含 浸 装 置 l基が設置されている。

専任の担当職員は配置されていないが、保存処理技術を研修した職員等が保存処理にあたっている。

3 資 料 の 公開

〔出版物の刊行〕

発掘調査報告書•発掘調査概報・埋蔵文化財展パンフレットのほかに『平成 10年度三重県埋蔵文化財年報』

『三重県埋蔵文化財センター研究紀要 9』『三重県埋文センター通信みえ』 No.27・28・29等を刊行し、関係機関

等へ配布している。

〔現地説明会〕

発掘調査の途中あるいは終了時に、県民の文 化 財 保 護 へ の 理 解 を 深 め る た め 現 地 説 明 会 を 開 催 し 、 そ の 調査結

果について報告を行っている。当埋蔵文化財センターが調査主体となった発掘調査の現地説明会は次表の通り

である。

-49-



〔現地説明会等一覧〕

遺 跡 名 所 在 地 担当課 開催日 参加人数

観音沖遺跡（地元説明会） 鈴鹿群関町新所町 調査第一課 Hll. 6.20 46名

雲出島貫遺跡 津市雲出島貫 町 調査第一課 Hll. 7.20 180名

上 惣 作 遺 跡 員弁郡北勢町阿下喜 調査第二課 H 11 7 24 70名

古轡通り B遺跡 松阪市早馬瀬町 調査第一課 H 11 7. 25 110名

南遺跡（地元説明会） 一志郡美杉 村 太 郎 生 調査第一課 H 11 9. 18 80名

舞出北遺跡：上層 一志郡三雲町舞出 調査第二課 Hll 10 16 100名

伊坂遺跡（報告会） 四日市市伊 坂 町 調査第二課 Hll 10.31 90名

辻子遺跡 三重郡朝日町埋縄 調査第二課 Hll 11.21 120名

菟上遺跡 四日市市伊坂町 調査第二課 H12. 1. 16 350名

西ヶ広遺跡 四日市市伊 坂 町 調査第二課 H12. 1 16 250名

伊坂城跡 四日市市伊坂 町 調査第二課 Hl2. I 29 370名

山村遺跡 四日市市山村 町 調査第一課 Hl2. 1 29 220名

舞出北遺跡：下層 一志郡三雲町舞出 調査第二課 Hl2. 2. 19 40名

勢武谷経塚・勢武谷遺跡 亀山市木ノ下町 調査第二課 Hl2. 3. 4 100名

A ロ 計 1 2遺跡 14件 2, 126名

〔三重県庁舎内県民ホールでの常設展示〕

県内各地の発掘調査で出土した各種出土品を三重県庁の県民ホールで常設展示し、貴重な歴史的遺産である埋

蔵文化財を、より広範な県民に公開する目的で平成 10年度から実施している。展示資料としては、話題性に富

むもの、地域の歴史文化の特色をあらわすもの、全国的に注目されるものなどの観点から、毎回数点を選び、

簡単で分かりや すい解説をつけて展示している。展示内容は年 3....... 4回更新するものとし、今年度は、平成 1 1 

年 3月 19日～同年 6月 21日まで鈴鹿市石薬師古墳群出土馬形埴輪、平成 11年 6月 21日～同年 12月 2日まで

津市納所遺跡出土弥生土器、平成 11年 12月 2日～平成 12年 4月中旬（予定）まで大安町経塚中世墓出土蔵骨

器を展示した。

〔三重県埋蔵文化財展〕

三重県埋蔵文 化財展は、昭和 56年か ら 三 重県教育委員会が主催して、各市町村を会場に毎年実施してきた。

平成元年度からは三重県埋蔵文化財センターが主催し、三重県が実施した発掘調査の成果および市町村主体の

発掘調査の成果を展示して広く県民に公開し、生涯教育の一環として埋蔵文化財保護思想の普及公開に努め て

いる。平成 II年度は、文化庁主催の「発掘された日本列島 '99」の近畿地方での開催地として四日市市立博物

館が選ばれたことから、それと同時に開催する「地域展」に「第 19回三重県埋蔵文化財展」をあて、「三重の

発掘展」というテーマを設定して、四日市市立博物館と共同開催した。入場者数は 5,693人であった。

第 19回三重県埋蔵文化財展「三重の発掘展」

l 「三重の発掘展」概説

三重県は紀伊半島の東部を占め、伊勢湾から熊野灘までの長い海岸線と、鈴鹿・笠置・大台の山々、そして、

その間の伊勢平野や伊賀盆地など変化に富んだ地形を有しています。このような自然に恵まれた風土は、太古

か ら の 人 々 の生活を潤し、この地方特有の文化を創り上げてきました。一方、三重県は西日本と東日本の境目

に位置することから、海岸線沿いの海の道と、 内 陸 部 の 陸 の 道 を 利 用 し た 、 西 か ら 東 へ 、 東 か ら 西 へ の 人々や

モノのルートとして大きな役割を果たしてきました。また、奈良時代から江戸時代までは、「伊勢」、「志摩」、

「伊賀」、「紀伊」の 4国に分かれており、それぞれの独自性を持っていることはご承知のとおりです。

今回の「三重の発掘展」は、このような三重県の多様性を示す資料を、近年の発掘調査の成果から集めまし

た。「展示 I」では、全国的に注目された日本最古とされる土偶や、墨書・刻書土器、馬形埴輪をはじめ、縄

文 時 代 か ら 古墳時代の集落拠点、古墳、古代の役所、中近世の港町・城下町など、県内の調査成果を紹介しま

す。「展示 II」は四日市市特集です。昨年に発見され、話題を集めた銅鐸片をはじめ、市内の近年の発掘調査

成果を紹介します。
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2 主 催 三重県埋蔵文化財センター

四日市市立博物館

3 期 間 平成 11年 9月 26 日（日）～平成 11年 10月 17 日（日）

開館時間 9.30---17 00 (金曜日は 9 30---20 . 00) 

休館日 水曜日

4 会 場 四日市市立博物館特別展示室 四日市市安島一丁目 3番 16号

5 記念講演 ・日時 平成 11年 10月 3日（日） 14:00--16:00 

・場所 四日市市立博物館 講座室

・講師 奈良国立文化財研究所飛鳥藤原跡発掘調査部

資料室室長 毛利光俊彦氏

・演題「飛鳥池遺跡を語る」

展示資料一覧

遺跡名 所在地 資料名 管理者

粥見井尻遺跡 飯南町 土偶 三重県埋蔵文化財センター

史跡天白遺跡 嬉野町 土偶、石棒 三璽県埋蔵文化財センター

小谷赤坂遺跡 嬉野町 弥生土器（絵画土器） 三重県埋蔵文化財センター

大城遺跡 安濃町 弥生土器（「奉J刻書） 安濃町教育委員会

宮山遺跡 大安町 石斧、石斧未製品 三重県埋蔵文化財センター

片部遺跡
嬉野町

弥生土器（絵画土器）、 S字状口縁台付甕、木製
嬉野町教育委員会

貝蔵遺跡 品（形代）、土師器小型丸底壺（「田」墨書）

弥生土器（壺、瓢形壺、絵画土器）、初期須恵器

六大 A遺跡 津市
（器台、四連壺）、韓式系土器（把手付鍋、甕）、

三重県埋蔵文化財センター
匝弧文入柄頭・鞘尻、黒漆塗飾弓、滑石製品（子

持勾玉、勾玉、紡錘車、有孔円板）

石薬師東古墳群 鈴鹿市 馬形埴輪 三重県埋蔵文化財センター

坂本古墳群 明和町
須恵器（横瓶、提瓶、 、杯身、杯蓋、高杯、大

明和町教育委員会
甕）

緑釉陶器（把手付甕、椀）、灰釉陶器長頸壺、須

史跡斎宮跡 明和町 恵器（「膳」墨書）、土師器（ひらがな墨書・習 斎宮歴史博物館

書）、越州窯青磁椀

伊勢国府跡 鈴鹿市 軒丸瓦、軒平瓦、文字瓦、鬼瓦 鈴鹿市考古博物館

伊賀国府跡 上野市 円面硯、風字硯、緑釉陶器（唾壺、椀、皿） 三重県埋蔵文化財センター

雲出島貫遺跡 津市 青磁椀、白磁（椀、皿） 三重県埋蔵文化財センター

安濃津遺跡群 津市 山茶椀、貿易陶磁器、銭貨、スタンプ 三重県埋蔵文化財センター

多気遺跡群 美杉村 パネル展示 美杉村教育委員会

桑名城跡
桑名市 鬼瓦、土師器、陶器、磁器、木製品 桑名市教育委員会

桑名城下町遺跡

金塚遺跡 四日市市 銅鐸片、ガラス玉 三重県埋蔵文化財センター

山奥遺跡 四日市市
弥生土器（高杯、甕）、須恵器特殊扁壺、土製模

四日市市教育委員会
造鏡

公事出古墳群
四日市市

須恵器（杯、皿）、灰釉陶器（椀、皿）、山茶椀、
四日市市教育委員会

公事出遺跡 山皿

茶臼山古墳 四日市市
円筒埴輪、巫女埴輪、須恵器（台付四連杯、器

四日市市教育委員会
台、甕）

広永横穴墓群 四日市市 須恵器（平瓶、高杯、杯身）、丸玉 三菫県埋蔵文化財センター

米田遺跡 四日市市 鬼板、山茶椀（墨書）、香炉、花瓶 四日市市教育委員会
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4 保管出土品等の貸出・写真等の掲載及び閲覧

資料名

上箕田遺跡遺物

川原井瓦窯ほか遺物閲覧

粥 見 井 尻 遺 跡 ほ か写真

力尾城跡写真

西出遺跡ほか遺構実測図

千里 ヶ丘 遺跡 他写真

宮ノ腰遺跡ほか写真

天白遺跡遺物

桐山瓦窯ほか遺物・ 写真

天白遺跡ほか遺物・写真

梁瀬遺跡写真

長遺跡遺構写真ほ か

中ノ庄遺跡ほか遺物実測

図

図書の閲覧

亀谷郡 c遺跡遺物閲覧

井田川茶臼山古墳遺物写

真ほか

雲 出島 貫遺 跡ほ か写真

辻子 遺 跡 遺 構 写 真ほか

粥見井尻遺跡写真

鳥居本遺跡ほか遺物閲覧

内垣内遺跡遺物閲覧

東野 B遺跡ほか遺構 図 面

木ノ 下古 墳遺 物閲覧

雲出島貫遺跡遺物

阿形遺跡遺物ほか閲覧

大石遺跡遺構写真ほか

所蔵埴輪閲覧

里前遺跡写真

粥見井尻遺跡ほか ス ラ イ

ド

城之越遺跡構写真複製及

び頒布

六大 A遺跡遺物ほ か

納所遺跡遺物写真

松葉遺跡遺物閲覧

石薬師東古墳群遺物写真

木ノ下古墳遺物

城 之越 遺跡 遺物 ほか

六大 A遺跡遺物閲覧

石薬師東古墳群遺物

天白遺跡遺物写真

石薬師東古墳群写真

図書閲覧

北野 遺跡 遺物 等閲覧

高皿遺跡遺物閲覧

粥見 井 尻 遺 跡 遺物写真

森脇遺跡ほか遺物

金剛坂遺跡ほか遺物・写

真

城之越遺跡ほか遺物閲覧

新徳 寺遺 跡ほ か遺物

大石遺跡ほか写真

中ノ庄遺跡ほか遺物閲覧

申請者 目的

鈴鹿市考古博物館 1企画展で使用

高浜市やきものの 特別展開催にかかる資料調査

里かわら博物館

朝日新聞社

菰野町教育委員会

関西縄文文化研究

会

河芸町教育委員会

三雲町史編纂会

鈴 鹿 市 考 古 博 物 館

高浜市やきものの

里かわら博物館

高浜市博物館

津市教育委員会

三重情報鈴

三雲町史編纂会

小 島 孝 修

小林義孝

島 根 県 八 雲 立 つ 風

土記の丘資料館

津市教育委員会

朝日町

飯南町教育委員会

長 友 朋 子

佐藤宏之

田村陽一

群馬県立博物館

津市教育委員会

和田年弥

芸濃町教育委員会

埴輪研究会

富士写真フィルム

DIソフト開発部

奥義次

（財）放送大学教育

振興会

安濃町教育委員会

三重情報蛉

輿義次

朝日新聞社出版局

群馬県立博物館

岐阜県博物館

小林寛子

鈴鹿市考古博物館

雄山閣出版蛉

鈴鹿市考古博物館

志水秀俊

大分市教育委員会

西田和浩

鈴小学館

上野市教育委員会

朝日町歴史博物館

（財）京都府埋蔵文

化財調査センター

一志町立川合小学

校

皇學館大學考古学

研究会

豊橋市教育委員会

『古代史発掘 1996-1998 新遺跡カタ

ログ』 VOI. 5に掲載

町広報紙 5月号に掲載

研究会「関西の縄文住居」資料集に掲

載

『河芸町史』編纂

『三雲町史』に掲載

特別展示で展示

特別展示で使用

特別展で使用

「津市政だより」に掲載

情報誌『ルック三重』 7・8月号に掲載

『三雲町史』に掲載

北勢縄文遺跡資料の収集

資料調査

企画展で使用

展覧会で使用

町勢要覧に掲載

社会教育関係研修会で使用

個人研究

個人研究

『三重県史考古編』に掲載

企画展資料調査

展覧会で使用

金石文調査

郷土展示ホールで展示

見学会

「ワークショップ」展示に利用

ふるさと探訪講座で使用

番組「発掘された古代日本」の複製・

頒布

展覧会で使用

情報誌『ルック三重』 9・10月号に掲載

勢和村史作成

『発掘された日本列島 '95----・99』に

掲載

企画展で使用

特別展で使用

卒業論文作成

企画展で使用

『季刊考古学』第 69号に掲載

企画展で使用

卒業論文作成

資料調査

卒業論文作成

『日本歴史事典』第 2巻に掲載

城 之 越 遺 跡 学 習 館 で 展 示

特別展で使用

資料調査

授業で使用

大学祭展示で使用

企画展開催にかかる資料調査
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期問

4/10~7/15 
4/20 

7/12-9/17 

7/12-9/3 

9/15-11/10 

6/10 

6/18 

10/1-11/30 

7/1-7/20 

6/25 

6/25 

7/9 

7/13 

7/15---8/31 

7/17 

7 /27・7 /28 

7/28---8/12 

8/3-11/7 

8/16 

8/26-----12/10 

8/27-----12/15 

9/6 

9/28-----12/10 

9/10-----10/1 

9/10 

9/13 

9/13-----9/16 

10/13-----12/10 

10/18-----12/10 

10/20・10/21 

10/22 

10/22-----11/10 

11 / 12 

許可日

4/ 9 

4/20 

4/22 

4/22 

5/ 6 

5/21 

5/28 

5/31 

5/31 

6/ 4 
6/ 4 
6/ 4 

6/ 7 

6/10 

6/18 

6/23 

6/24 

6/25 

6/25 

6/25 

6/25 

7/ 1 
7/ 9 
7/13 

7/13 

7/15 

7/16 

7/27 

7/28 

8/ 2 

8/ 3 
8/ 9 
8/16 

8/26 

8/26 

8/27 

9/ 6 
9/ 9 
9/10 

9/10 

9/10 

9/13 

9/13 

10/ 7 

10/12 

10/18 

10/20 

10/21 

10/22 

11/ 5 



資料名 申請者 目的 期間 許可日

粥見井尻遺跡遺物写真 総 新 書 館 小林達雄著『縄文人の文化力』に掲載 11 / 8 
森山東遺跡ほか写真 東京法令出版蛉 中学校副教材『ビジュアル歴史 三重

11 / 8 
県版』に掲載

位田遺跡ほか遺物閲覧 早 野 浩 二 資料調査 11 I 11 11 / 11 
粥見井尻遺跡遺物 ・ 写 真 鹿児島県歴史資料 特別展で使用 11/15.....,1/31 

11/15 
センター黎明館

雲出島貫遺跡遺物閲覧 海津一朗 資料調査 11/19 11/19 
弥助窯跡遺物閲覧 （財）東京都埋蔵文 資料調査 12/13 

11/24 
化財センター

谷山古墳ほか遺物 鈴 鹿 市 考 古 博 物 館 企画展で使用 12/1----3/10 11/24 
谷山古墳ほか写真 鈴 鹿 市 考 古 博 物 館 企画展で使用 11/29---12/5 11/29 
阿形遺跡ほか遺物・写真 松阪市文化財セン 企画展で使用 12/1---4/21 

11/30 
ター

木ノ下古墳遺物 写真 群馬県立歴史博物 博物館紀要第 21号に掲載
12/ 6 

館

明気窯跡写真 東京法令出版蛉 中学校副教材『ビジュアル歴史 三重
12/ 6 

県版』に掲載

久居窯跡群ほか遺物閲覧 槙原康剛 卒業論文作成 12/14・12/15 12/14 
天白遺跡ほか遺物 豊 橋 市 美 術 博 物 館 特別展で使用 12/20--3/31 12/14 
香良洲西山遺跡写真 香良洲町教育委員 香良洲町歴史資料館で展示

12/24 
会

粥見井尻遺跡土偶写真 鈴ポプラ社 『調べ学習 日本史』に掲載 12/27 
辻子遺跡遺物写真 谷 口 由 美 副 読 本 『 わ た し た ち の 朝 H町』に掲載 12/28 
六大 A遺跡遺物閲覧 平 田 浩 康 卒業論文作成 12/28 
徳居 窯跡 群遺 物実測図 河 芸 町 教 育 委 員 会 『河芸町史』に掲載 1 / 11 
大鼻 遺 跡 ほ か 遺 物閲覧 矢野健一 資料調査 1/18 1/18 
報告書『安濃津』 伊 藤 裕 偉 『日本史学年次別論文集』 1999年版に

1/19 
収録

粥 見井尻遺跡ほか遺物閲 村井 昇 資料調査
1/24 

覧

四 日市 市関 係資 料閲覧 四日市市教育委員 四日市市遺跡情報システム構築のため 1/25 
1/25 

会

金剛坂遺跡遺物閲 覧 永 井 宏 幸 資料調査 1/27 1/27 
山茶椀閲覧 清 水 政 宏 資料調査 1/27 1/27 
愛 知県 産中 世陶 器閲覧 愛知県総務部県史 愛知県史編纂 1/31・2/1 

1/28 
編纂室

六大 A遺跡遺物閲覧 浜 中 有 紀 資料調査 1/28 1/28 
阿形遺跡遺物閲覧 仲 野 政 民 資料調査 1/28 1/28 
深長古墳ほか遺物閲覧 君嶋俊行 論文執筆 1/31 1/31 
井田川茶臼山古墳遺物・ さいたま川の博物 特別展で使用

1/31 
写真 館

雲出 島 貫 遺 跡 遺 物写真 四日市市立博物館 研 究 紀 要 に 掲 載 2/ 1 
石薬師東古墳群ほか写真 鈴 鹿 市 考 古 博 物 館 速報展で使用 2/ 1 
粥見井尻遺跡ほか写真 勉誠出版鈴 『土偶研究の地平 4』に掲載 2/ 1 
雲出 島 貫 遺 跡 遺 物写真 津市教育委員会 『津市民文化』 27号に掲載 2/ 7 
本馬遺跡遺物実測 図 （財）瀬戸市埋蔵文 研 究 紀 要 に 掲 載

2/ 7 
化財センター

図書閲覧 高瀬佳代子 資料調査 2/15 2/15 
石薬師東古墳群ほか写真 鈴 鹿 市 考 古 博 物 館 インターネット遺跡情報に掲載 2/22 
勝地 大 坪 遺 跡 遺 物閲覧 久 保 勝 正 資料調査 3/3 3/ 1 
粥見井尻遺跡ほか写真 蛉山川出版社 『三重県の歴史』に掲載 3/16 
舞出北遺跡ほか写真 美杉村教育委員会 企画展で使用 3/17----3/31 3/16 
戸木城跡ほか遺物 美杉村教育委員会 企画展で使用 3/17-3/31 3/17 
雲出島貫遺跡遺物 小 畑 和 弘 資料調査 3/18 3/18 
安濃津遺跡群遺物 中 井 淳 史 資料調査 3/18 3/18 
宮 山 遺 跡 ほ か 遺 物閲覧 石黒立人 資料調査 3/24 3/21 
大塚 Cl 号墳ほか遺物撮 田 中 秀 和 資料調査 3/23 

3/21 
影

金剛坂遺跡遺物閲覧 和気清章 資料調査 4/8 3/23 
図書閲覧 佐 藤 由 紀 男 資料調査 3/27 3/24 
雲出島貫遺跡写真 山口 格 『埋文写真研究』第 11号に掲載 3/24 
川原井遺跡遺物写真 鈴至文堂 『越州窯青磁と緑釉．灰釉陶器』に掲

3/24 
載

納所遺跡竪櫛写真 Gunther Heckmann 論文に掲載

Nihon Art 3/30 
Pub! ishers 
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5 保管出土品等の長期貸出

資料名

山王遺跡出土遺物一括

落川原遺跡石帯 l点

丹生川上城跡出土白磁小壺等 14点

東庄内 B遺跡出土土器及び炭化米

東庄内 A遺跡出土土器等 41点

正知浦遺跡出土石器等 298点及び井田

川茶臼山古墳出土遺物一括

赤坂遺跡出土土器等 8点

多気遺跡群土井沖地区出土瓦等 20点

鴻ノ木遺跡出土土器等 3点

井尻遺跡・若宮遺跡出土土器等 27点

寺垣内遺跡出土土器 5点

城之越遺跡出土土器等 15点

陶器壺（蓄銭容器）等 157点

北野遺跡出土土器 4点

申請書

桑名市教育委員会

四日市市立博物館

朝日町歴史博物館

鈴鹿市教育委員会

鈴鹿市考古博物

亀山市歴史博物館

芸濃町教育委員会

美杉村教育委員会

松阪市教育委員会

勢和村ふるさと交流館

明和町教育委員会

上野市教育委員会

地方職員共催組合三重県支部

斎宮歴史博物館

-54-

目的

市民への資料公開

四日市市立博物館で展示公開

朝日町歴史博物館で展示公開

鈴鹿市稲生民俗資料館で展示公開

鈴鹿市考古博物館で展示公開

亀山市歴史博物館で展示公開

芸濃町総合文化センターで展示公開

美杉村ふるさと資料館で展示公開

松阪市文化財センターで展示公開

勢和村立資料館で展示公開

明和町立ふるさと会館内で展示公開

城之越遺跡 城之越学習館で展示公開

榊原保養所神湯館で展示公開

斎宮歴史博物館で展示公開
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〔付 1 〕 平成 11年度三重県文化財調査員名簿

地区 氏名 勤務地 専 門 備 考

松 本 覚 白瀬小学校 埋蔵文化財
長島町・木曽岬町および

員弁郡全般

鎌田 雅生 三重平中学校 埋蔵文化財
菰野町・楠町・朝日町・

川越町•関町
北 桑名市・桑名郡・員弁

川添 護 杉の子養護学校 天然記念物
郡・三重郡

勢 桐生 定己 天然記念物
四日市市・鈴鹿市・亀山

市・鈴鹿郡

嶋村 明彦 建造物 中勢管内と兼務

園田 純子 彫刻等 中勢管内と兼務

服部 久士 津東高等学校 埋蔵文化財 美里村・白山町

中
三浦 俊直 天白小学校 埋蔵文化財 河芸町・香良洲町

下村 純也 天然記念物
勢

嶋村 明彦 建造物 北勢管内と兼務

園田 純子 彫刻等 北勢管内と兼務

増田 安生 飯南西中学校 埋蔵文化財 多気町・飯南町・飯高町

松
奥 義次 度会高等学校 埋蔵文化財 大台町・宮川村・勢和村

三 井 博之 天然記念物
阪

松月 久和 伊勢工業高等学校 建造物 南志管内と兼務

藤田 直信 彫刻等 南志管内と兼務

大西 素行 穂原小学校 埋蔵文化財 二見町・小俣町・御薗村

北畠 充生 南島中学校 埋蔵文化財
大宮町・大内山村・紀勢

町

南
田村 陽一 相可高等学校 埋蔵文化財 南勢町・南島町

越賀 弘幸 五ヶ所中学校 埋蔵文化財 玉城町・度会町

勢
村上 喜雄 弘道小学校 埋蔵文化財 鳥羽市・大王町

角谷 泰弘 五十鈴中学校 埋蔵文化財
磯部町・志摩町・浜島町

志 阿児町

摩 橋本 清 伊勢高等学校 天然記念物 伊勢市・度会郡

岡 興一 天然記念物 鳥羽市・志摩郡

松月 久和 伊勢工業高等学校 建造物 松阪管内と兼務

藤田 直信 彫刻等 松阪管内と兼務

市田 進一 埋蔵文化財 大山田村• 島ヶ原村

寺岡 光三 埋蔵文化財 阿山町・伊賀町

上
松月 茂明 天然記念物 オオサンショウウォ

野
杉澤 学 美旗小学校 天然記念物

滝井 利彰 建造物

瀧川 和也 彫刻等

尾
津田雄 一郎 相賀小学校 埋蔵文化財 埋蔵文化財

山本 和彦 長島高等学校 天然記念物 埋蔵文化財
鷲

田崎 通雅 建造物・彫刻等 天然記念物

熊
福村 直人 新鹿小学校 埋蔵文化財

花尻 薫 天然記念物
野

岩本 直樹 入鹿小学校 建造物・彫刻等 建造物・彫刻等
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